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　プロローグ




　夜空に皓こう々こうと照る《双子の月ルナ・マルダ》の光を浴び、その男は佇たたずんでいた。

　銀ぎん髪ぱつを短く刈かりこみ、張りつめるほど隆りゆう起きした筋肉を軍服に収めている。

　彼はビルの屋上から市街地を見おろし、抗こう体たい錠じよう剤ざいをガムのように噛かみながら電子双そう眼がん鏡きようを目に当てていた。

　シェイクトエリア直属軍第一五連隊隊長ブランフォード・マシュタルである。

　彼の眼下には異様な《静せい寂じやく》の光景が拡ひろがっていた。

　カラルモ領シャズナ区画。

　軍事国家という歴史的背景から育はぐくまれた飾かざり気けのない、画一的でほぼ鉄くろがね一色の街並みだ。要よう塞さいや砦とりでを小型化したような無機質な建造物群のほうぼうで、《練兵所》や《武器保管庫》といった施し設せつの特性を示す表示板が空くう虚きよな夜風に吹ふかれている。

　幾き何か学模様の窓からは照明の明かりが漏もれ、建物によっては空調の屋外圧縮機コンプレツサーが回っていたりと、区画内で自動化されている生活設備ライフラインは完全に生きていることがわかった。

　ただ──

　命の気配がない。人口密集地にしては不自然な静せい穏おん。日中の通行者なら万を数えそうな大通りからもいっさいの人ひと影かげが消え、規律正しく縦列に並んだ総合住宅からは本来聞こえてきそうな談笑の声も漏れてこない。

　代わりに存在したのは無数の彫ちよう像ぞうだった。

　真新しい金属の。それが街中のいたるところにある。多くは人間のもの。ある者は苦く悶もんの顔で道みち端ばたに蹲うずくまり、ある者は通りを走っているままの姿勢で固まっている。

　人間以外では小道の物もの陰かげに金属化した鳥の群が散乱し、市民の憩いこいの場である広場の円形立体水すい槽そう内では大きな魚がずっしりと凝ぎよう固こして水槽の底に沈しずんでいた。

「大たい佐さ、ご報告いたします。シャズナ工作計画の結果です」

　マシュタルのいる屋上に現れたのは、第一五連隊の斥せつ候こうだった。

　それが軍ぐん靴かを合わせて敬礼する。

「よし」

「我が軍の遠えん隔かく爆ばく破は装置による送風装置エアダクト破は壊かい、成果はシャズナ領域外がい壁へき大気循じゆん環かんシステムの完全機能停止、《無む窮きゆう領りよう域いき》の有害大気《金きん属ぞく粉ふん》を流入させることに成功です」

「カラルモ軍の動きと成果は？」

「敵の被ひ害がいはおおよそで三〇〇〇、その九割が市民です。シャズナに配備されていたカラルモ駐ちゆう留りゆう軍ぐんは市民たちを避ひ難なんさせつつ撤てつ退たいを完かん了りようしております。なお現在シェイクトエリア侵しん攻こう中のカラルモ軍主力部隊レイン隊の動きですが、これにより撤退が予測されます」

「このあたりは完全な真空地帯となったわけか、これでガルシアが出てくるな」

　ブランフォードの背後には、城塞型都市国家ウルバスを永く《無窮領域》から護まもってきた金属外壁が黒々と月光に浮うきあがっていた。

　だがその上部において本来つねに稼か働どうし《無窮領域》の金属粉から都市を護っていなければならない送風装置エアダクトのファンから濛もう々もうと黒こく煙えんが立たち昇のぼっている。

「《災さい厄やくの日》を思い出す、あれは俺おれの最高傑けつ作さくだった」

　ブランフォードは電子双眼鏡を降ろし、破顔した。





　それはアイリーシュ小隊が身を投じた《ＥｅＸイプセロンテン》攻こう防ぼう戦せんの陰で起きていた惨さん劇げきだった。



    

  
    
      　Ｉ　シェイクトエリアの陰いん謀ぼう






　　　　１



　ぼくたちはみんな疲ひ労ろうの極みに達していたんだ。

　カラルモ軍シェイクトエリア北上侵攻作戦司令官、レイン・アムルータとの戦い。

　そこに突とつ如じよとして現れた機械触しよく手しゆとの連戦で。

　まだ火薬の燻くすぶった匂におい漂ただよう、戦場となったシェイクトエリア《ＥｅＸイプセロンテン》の完全に横よこ倒だおしとなってしまったエリア境界壁の周りで、このぼく、カイム・クイント以下アイリーシュ小隊の面々はへとへとになった身体からだを寄せ合い座っていた。

　ぼくのすぐ隣となりに薄うす茶ちや色いろのカールヘアーと白手て袋ぶくろが特とく徴ちよう的てきな《変性加工型》《想そう念ねん士し》、キャロンが両りよう脚あしを揃そろえて横座りし。脇わきではクーイがランチャーリュックを横に置き、あぐらを掻かいてかばん型通信機を開いている。

　彼は疲れ目を擦こすり、これの呼び出しパスを何度もキータッチして繰くり返していた。

　他方、《直接戦せん闘とう型》のアイゼルはついさっきまでの戦闘の煤すすや埃ほこりが付着したままの機械装そう甲こうを装着したまま、疲労回復と集中を兼かねた黙もく想そうをおこなっている。

　ぼくのことはいいとして、最後に。金きん髪ぱつをツインテールに結んだぼくらの小隊長、アイリーシュ・シエラールがちょうどぼくの正面にくる位置で、ぺたんと地面にお尻しりをつけて両りよう膝ひざを両腕で抱かかえこんでいる。

　ぼくらの組む円えん陣じんの中央では缶かん詰づめ型の携けい帯たい燃料の焚たき火びがか細く夜空を照らしていた。

　誰だれも口をきかずに表情は皆塞ふさぎこんでいる。やがてキャロンが、手近に転がっていた機械残ざん骸がいをなんとなしにこねながら口火を切った。

「ね、シャズナ区画の人たちを、シェイクトエリア軍の第一五連隊が虐ぎやく殺さつしたって話……本当かしら」

　するとクーイがあいかわらず通信ボタンの連打と格かく闘とうしながら、

「やつらがマジもんで送風装置エアダクトに手を出したってんなら、絶対にしちゃならない禁じ手だよな。倫りん理り以前の、四大エリア平和協定違い反はんだ」

　ウルバス外壁は何なん人ぴとたりとも、いかなる理由があろうと、これを機能停止させまたは本来の活動を妨さまたげてはならない。ウルバス外壁とは一エリアの所有物ではなく、全ウルバス人の命と安全を保障する《共有財産》だからだ。

　するとアイゼルがゆるりと目を開け、

「非戦闘員である民間人の命を奪うばうなど、どこが相手でも許されないことだ」

　そして無意識のうちにぼくらはアイリーシュを見つめていた。小隊長の意見を求めて。

　ぼくも、アイリーシュも、キャロンだって、クーイだって、アイゼルだって。

　第一五連隊のしたことを決して許せない深い理由があった。

　それが《災厄の日》だ。三年前、ウルバス外壁が無数に押おし迫せまる《無窮領域》の機械と《掃そう討とう者しや》の襲しゆう撃げきを受けて広こう範はん囲いに破壊されたおかげで、本当に大勢の市民が殺された。

　……ぼくの両親だって。キャロンの弟も。

　クーイもアイゼルも多くは語らないもののなにかしらの悲劇には遭そう遇ぐうしている。

　いまだぼくに残されたたった一人の肉親、妹のセレーナは鉱こう化か病びように苦しみ生きたまま金属微び粒りゆう子しに身体を侵おかされ、放置しておけばいずれは死に至る運命だ。

　アイリーシュはカラルモ軍《継けい承しよう者しや》、ガルシアの《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》が発した死の爪つめを心臓に撃うちこまれたことで明日をも知れない身となって父親の前プラセータ・ルクオン・インダストリー総そう帥すい、ルクオンさんも殺された。

　ぼくらはみんな《災厄の日》で運命を狂くるわされている。そんなぼくらにとって憎にくんでも憎みきれないあの惨劇の日を再来させかねないシャズナ外壁襲しゆう撃げきを、もし、レイン隊の報告通り第一五連隊がおこなっていたのだとしたら……。

（ぼくたちは、どうすればいい……？）

　カラルモ軍指揮官、レインは戦いの最さ中なかこんな言葉を残していた。おまえたちが憎むべき《災厄の日》の黒幕は我らではなく、シェイクトエリアだ、と。

　彼らはいまはゴスタフの支配下にあるプラセータ・ルクオン・インダストリーと手を結び、様々な軍事兵器を開発しているとも。もしそれらが本当なら。

「確かめねば、ならんな。真実を」

　アイリーシュが弱まっていた携帯燃料の灯ひに転がしてあった燃料パックを破いて投げ入れると、ぱっと炎ほのおが強まってぼくたちの顔を明るく照らした。

「で、まだロイ連隊長との連れん絡らくはとれんのか？」

「それが様子がおかしいんすよ、何回やってもぜーんぜん応答なし。しゃーないから《ＡａＩアルバワン》駐留軍本部にもかけなおしたんすけどね、したら通信士オペレーターがロイ隊長たちは《Ａａアルバ区画》の防衛任務から《ＥｅＸイプセロンテン》の援えん軍ぐん派は遣けんに廻まわされたとしか聞いてないって」

　クーイはもう限界とばかりに、かばん型通信機を閉じて仰あお向むけにふて寝してしまった。

「ならば一応、こちらには向かっているということか。移動中であれ無線に出られないほど手がこみあっているということもあるまいし、──逆探知されて居場所を知られたくない場所にでも寄り道しているのか、あるいはなにかあったか」

「いずれにしてもロイ隊長と話ができれば、すべてがはっきりするんじゃないかしら」

　ともあれ現状、ぼくらにやれることといえば《待ち》しかなかった。

　レイン隊との戦闘はもう終わってしまったけれど、ロイ隊長は事前にぼくたちに第一〇連隊の援軍を派遣してくれていた。彼らがもうそろそろ到とう着ちやくしてもいい頃ころだし《ＡａＩアルバワン》通信士オペレーターの言葉を信じるならロイ隊長本人もこっちに向かっているっていうし。

　と、しばらくして、キャロンが大きな声をあげた。

「あ、誰かくるわ！　きっと第一〇連隊の先せん遣けん隊たいじゃないかしら？」

　彼女はこねていた機械残骸で暇ひま潰つぶしにお手製望遠鏡を造っていて、これを目に当てる。

「違ちがった、……！　あれは、第一五連隊の制服だわ!?」

「第一五連隊!?」

　小隊メンバーの声が重なる。幾いくばくの時間も経たたないうちに彼らはぼくらのもとまでやってきて、そして、驚おどろくべき行動に出たんだ。

「全員動くな。これよりおまえたちを逮たい捕ほする」

　はっきりと、──夜の闇やみに光る銀光、ぼくらに向けられた《銃じゆう口こう》が見えた。

（えっ!?）

「なに、なに!?　いきなりっ」

「逮捕だと、どういうことだ!?　きさまら、いったい……！」

　怒ど鳴なりざま立ち上がるアイリーシュに、

「容疑はカラルモ軍との内通疑ぎ惑わく、罪名は《国家反逆罪》だ。誰が、動けと言ったか！」

「ぐっ、っつは!?」

　非道にも、一五連隊兵士はいきなり銃のグリップを打ち降ろし、立ち上がりかけたアイリーシュの脳天を殴おう打だする。脳のう震しん盪とうを起こしたのか地面に倒たおれた彼女の後ろ手に、ほかの兵士たちの手で有無を言わさず電子手て錠じようがかけられてしまった。

「アイリーシュ！」

「ちょっと、なんてことすんのよ!?　えっ、きゃ、きゃあ!?」

　ぼくにも、キャロンにも、クーイにもアイゼルにも、両手首に次々と重くて冷たい機械仕じ掛かけの手錠がはめられていった。ほとんど流れ作業で、

（うっ!?）

　ぼくら全員の延えん髄ずいに軍用スタンガンが押しつけられる。そこでぼくの意識は途と絶ぜつした。



　　　　２



　それからどのくらいの時間が経過しただろう。どこからかギャンギャン聞こえてくる女の子の喚わめき声ごえにぼくが目を覚ますと、そこは薄うす暗ぐらくてカビ臭くさい営倉のなかだった。

　入り口には電子ロック式の頑がん丈じような鉄格子がはまっていて、金属質の室内には覆おおいもないトイレとベッドがあるだけでほかにはなにもない。

　ぼく側の営倉にはぼくとクーイとアイゼルの男性陣じんが押しこめられていて、狭せまい廊ろう下かを挟はさんだ向かい側の女子房ぼうにはアイリーシュとキャロンが監かん禁きんされていた。

　その二人、おもにアイリーシュが大声を張りあげていて彼女は屈くつ強きようそうな一五連隊の男性兵士に数人がかりで床ゆかに顔面を押しつけられてボディチェックをされていた。

「ふっ、ざけるな!?　犬いぬ猫ねこじゃあるまいし、こんな姿勢とらせおって！」

（アイリーシュ！）

「ぐっ!?　どっ、どこを触さわっているか……こっ、この、セクハラ変態野や郎ろう!?」

「アイリーシュになんてことすんのよ、ちょっとあんたたち！」

「黙だまれ、おとなしくしろ！　もう一度失神させられたいか」



    

  
    
      　ジタバタと暴れているアイリーシュは身体を捩ねじったりして後ろ蹴げりで背後の兵士の股こ間かんを蹴りあげたりしていたが所しよ詮せんは多勢に無勢、軍服を引き剥はがされ、無ぶ頼らいの無数の手に、……女の子としてはかなり屈くつ辱じよく的てきな部分にまで手を突つっこまれて隅すみ々ずみまで身体検査されてしまっていた。

「次はおまえの番だ」

「きゃああっ!?」

　間かん髪はつ入れずものを扱あつかうように奴やつらはキャロンの検査も始める。

「くっそ、あんにゃろうども……キャロンのやつまで！」

　ぼくとクーイとアイゼルにできることといえば、せめて後ろを向いてそれ以上の彼女たちの屈辱を見ないようにしてあげることだけだった。

　そうして男性陣側も入念なボディチェックをされ、

「あーあー、もう好きなようにしてくれよドチクショウ！」

　どかっと座りこむクーイは最初からランチャーリュックを取りあげられていて、アイゼルもチェックの過程で機械装そう甲こうを完全に剥がされてしまう。

　横暴な検査は嵐あらしのように過ぎ去り、丸まる腰ごしの軍服姿で茫ぼう然ぜん自じ失しつの、アイリーシュは顔面真っ赤にして怒いかりに震ふるえキャロンにいたってはぼくらの見ないあいだになにをされたのか放心状態で床にへたりこむほどの、そんなぼくたちに向かって一五連隊の兵士たちは、

「おまえたちの処しよ遇ぐうは、明日開かれるシェイクトエリア《軍事特別法ほう廷てい》で決められる。早死にしたくなければ騒さわぎは起こすな」

　言い残し厳重に房の格子にカードキーを差しこんで通路の向こうへと行ってしまった。

「くそっ！」

　ガンッ！　ともの凄すごい音がして、アイリーシュが渾こん身しんの拳こぶしを金属の格子に叩たたきつける。

　彼女が頭に一番きたのは目覚めた時すでに《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミが手元に無かったことらしい。

「あんな武器にもならんものまで取りあげおって！　きさまら……ただで済むと思うなよ！」

「じょ、冗じよう談だんじゃないわよ……。なんで……あたしたちがこんな目に……」

　キャロンは涙なみだ目めになってはだけた軍服をなおしていた。

　クーイとアイゼルは鉄格子や房内をしげしげと見回し、

「こりゃとても、人力で開けられる代物じゃないぜ」

「うむ、わたしの機械装甲さえあれば、壊こわせなくもないのだが」

　ぼくが気になっていたのは、一五連隊の残していった台詞せりふだった。

（ぼくらの処遇が明日のシェイクトエリア《軍事特別法廷》で決められるって）

　逮たい捕ほ監かん禁きんから裁判までの流れがあまりにも早すぎる。

（それに奴ら、ぼくらにかけられた容疑がカラルモ軍との内通疑惑、……《国家反逆罪》って言ってた）

「……。カイム、おまえどう思う？」

　さんざん金属格子を殴なぐりまくってから、アイリーシュが聞いてくる。

「やつらがぼくらにかけてきた容疑のこと？　うん、ぼくもおかしいと思ってた。理り屈くつはこっちが《カラルモ軍指揮官》レインたちと協力して機械触しよく手しゆを倒したのを《カラルモ軍との内通》ととられたのかもしれない。けどいくらなんでも強引だし手際もよすぎるよ」

　まるで最初から逮捕されることが筋書きにあったみたいな。

　と、キャロンが憤ふん慨がいして立ちあがり、

「じょーだんじゃ、ないわよっ!?　それってあたしたちが、《ＥｅＸイプセロンテン》にカラルモ軍を手引きして呼びこんだとでも言いたいわけ!?　命いのち懸がけであそこを護ったあたしたちに！　そりゃレインと協力したわよ？　でもそれは寝ね返がえりとかじゃなくって、そうやってみんなで協力しなければ大勢のシェイクトエリア市民が機械触手の巻まき添ぞえになって殺されちゃうかもしれなかったからでしょ!?」

　もっともな意見だし、ここにいるみんながそう思っている。

　強敵を迎むかえ共同戦線を張っても、カラルモ軍が五大エリア掌しよう握あくの野心を棄すてずシェイクトエリアに戦争をしかけてくるならぼくたちは何度でもその前に立ち塞ふさがるつもりだ。

　アイリーシュは不ふ審しんげに顎あごに手をあて考える。

「あるいはロイ連隊長と連絡がとれんことも、今回の騒そう動どうとなにか関係があるのかもしれんな」

　その時だった。ぼくらの角度からは見えない営倉通路の端はしのほうで自動扉とびらの開く音がする。すぐにしわがれた声がして、

「ええか、おまえさんがたはそっち側の監かん視し室しつで待っとるんじゃ、面会は儂わし一人で行くからな」

「いえ、同行させていただきます、それとも我らが同行するのに不都合でも？」

「こいつが見えるかいの？　こいつはロイ連隊長の正式な委任許可証じゃよ。こいつに逆らってまでおまえさんがたが儂に同行する権利はないはずじゃ。連隊ごとの守秘義務抵てい触しよく事じ項こうってもんがあるんじゃからな」

「……。ならばせめて監視カメラで、監視させていただきます」

「そりゃ好きにすりゃええわい。ただし盗とう聴ちようしようなんぞと思うなよ、探知装置でわかるからの」

　なにかおじいさんみたいなしわがれた声と第一五連隊の兵士たちが揉もめていて、やがて一人分の足音がぼくたちの牢ろうの前までやってくる。と、姿を見せたのは、

「おまえは！」

「おじいさん！」

「じーさん！」

「おじいちゃん！」

「おじいさん！」

　機械触手との戦いではずっとぼくらを助けてくれた、第七連隊補給輸送部隊の白しろ髭ひげおじいさんだった。おじいさんはふうふう重たそうに大きな軍用リュックを背負っていて、

「ほっほ、いや、おまえさんがた、とんでもない災難に遭あったのう」

「災難……どころではないわ！　なにがどうなっている!?　ロイ連隊長の委任許可証を持っているとか言っていたな、なら隊長がどこにいるかいまわかるのか!?」

　すると一いつ斉せいに房の鉄格子寄りに集まったぼくたちにおじいさんは告げた。

「そんなことはあとじゃ、それよかおまえさんがた、このままじゃ明日の夕方までに処こ刑ろされちまうぞい。じゃから儂が助けにきたんじゃからな」
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　絶句するぼくらに、おじいさんが説明する。

「とにもかくにも、まずはすぐにここを逃にげだすんじゃ、そんための道具も持ってきとる。本来ならおまえさんがたの救出は第一〇連隊の連中がやるべきなんじゃがな、彼らはいまとある事情でべつの場所に行っとってな」

「とある事情？」

　尋たずねるぼくに、

「まあ、おまえさんがたにいろいろ届け物するには、輸送部隊の儂らのほうがなにかと打ってつけじゃったってこともあっての」

　言葉を濁にごしたおじいさんはよっこらせ、と、軍用リュックを床に降ろした。

（このなかに、ぼくらの脱だつ出しゆつ道具ってやつが!?）

　でもこんなに堂々とこんな場所で拡ひろげちゃったら、廊下の監視カメラから丸見えだ。

　が、おじいさんは全然平気な様子でリュックの口を開け、

「安心せい、このリュックは一種の《罠トラツプ》じゃ。《想そう念ねん士し》でなくとも簡易機能だけなら扱えるよう、第八連隊が開発しといてくれた最新式のな」

　するとその中身には満まん杯ぱいの機械残ざん骸がいや《罠トラツプ》が詰つめこまれていた。おじいさんは、

「こいつは光学迷めい彩さい機能を持った特とく殊しゆなリュックでな。半径三マルテル以内なら中身が普ふ通つうに見えても、それ以上の距きよ離りからじゃと光学処理が発生してあらかじめリュックに入力されていたべつの映像が流れる仕組みなんじゃよ。ちなみにいま第一五連隊の連中が見ているはずのものは当たり障りのない水とか食しよく糧りようとかじゃ」

（そう、だったんだ）

　感心するぼくらにおじいさんはひそひそ声で、

「儂ができるのは、あくまでこんなサポートのみじゃ。あとの脱出はおまえさんがたの実力を恃たのむしかない。持ちこめたもんだって限られたものばかりでの」

　そうしておじいさんは一人一人個性に合わせた、機械残骸や《罠トラツプ》類を配り始めた。

　最初はアイゼルで、彼には一番合っている機械装甲を渡わたすものの、

「え……右みぎ腕うで……だけ!?」

「ぜーたくぬかすな、それ以上どうやってこんなリュックに入れてくるんじゃ」

　それは、そうだけど……。

「心配すな、おまえさんならなんとかやれる、こないだみたくな」

「で、ですが、これではほかの部分が完全に生身に……!?」

　時間がないのか、おじいさんはアイゼルを無視してさっさとクーイに次を渡す。

「おまえさんにはほれ、こいつじゃ」

「スコープだけ……？」

「よー見える最新式じゃぞ？　一〇〇〇マルテル先の標的もばっちりじゃ」

「……。で、肝かん心じんの銃じゆうとか引き金とかは？」

　ていうか、一〇〇〇マルテル先の標的がここで見える意味がまるでない。

　クーイを完全に黙もく殺さつしたおじいさんは、

「──そいで次は《変性加工型》のほうのお嬢じようちゃんじゃが」

　彼女に手渡したのは、完全にジャンク品にしか見えない超ちよう天然素材の無加工、金属の塊かたまり一つだった。

「……。いいわ、これを使ってどうしろっていうのかなんとなくわかっちゃったから」

「ほっほっほ、物わかりのいい嬢ちゃんは好きじゃよ」

「……。よーするにてきとーに、勝手にこねてなんかやれってことね」

　ただおじいさんは彼女愛用の白手て袋ぶくろだけは持ってきてくれていて、それはありがたいことだった。そんななか、アイリーシュだけが嬉き々きとして目を輝かがやかせている。

「《ぺぽろってぃ！》……おおおおお会いたかったぞ！」

　感かん涙るいに噎むせび、彼女は両手一いつ杯ぱいに丸っこいヌイグルミを抱きしめて頬ほおずりしている。

「すまんの、お嬢ちゃん用には手て頃ごろな武器が揃そろえられんかった。せめて無害なヌイグルミだけでも取り返すよう一五連隊の連中に働きかけるのがやっとじゃったんじゃ。こんな営倉じゃどだい機械残骸もなく機械巨きよ人じんになぞなれんからの」

「武器などいらん、こいつがあればいい」

　アイリーシュは毛筋ほどの迷いもなく即そく答とうした。

　最さ中なか、最後におじいさんはぼくに道具を渡してくる。

「おまえさんにはここの《施し設せつ見取り図》と《人員配置図》、そしてこいつをやろう」

　言っておじいさんがよこしてきたのは彼が背負ってきたリュックそのものだった。

「これが、ぼくの道具……？」

「さっきも言うたがこいつはただのリュックじゃなくての、《ココロノカガミ》と言うて立派な《罠トラツプ》なんじゃ。使い方は《想念士》が心に思い浮うかべたものをそのまま映し出せるという便利な代物での、ま、儂のような一いつ般ぱん人が使う場合には能力が限定されちまってあらかじめ入力された映像を再生することしかできんのじゃが」

（へえ、このリュックにそんな便利な機能があったんだ）

　言われて集中してみれば、たしかにリュックからは《罠トラツプ》の気配が感じられる。

（……。まあでも、このリュックは別としてほかの道具類があんな頼たよりないものばっかりじゃなあ）

　ぼくは泣きたくなってしまう。片腕だけの機械装甲に、スコープのみ、それに超天然素材の機械残骸、真《ぺぽろってぃ世》にもなれないヌイグルミだけっていうんじゃ……。

　対するここを固めてる第一五連隊の連中は銃火器で完全武装だ。

（泣きごと言っても始まらないか、これだけの材料でもなんとか創意工夫して脱出するしかない）

　ここに留とどまっていれば明日の夕方にはぼくたち全員処刑されちゃうんだから。

「おじいさん、どうもありがとうございました。ぼくたちなんとか、これで力を合わせて脱出してみせます」

　とにかくぼくは危険を冒おかしてここまで来てくれたおじいさんにお礼を言う。

「幸運を祈いのっておるぞい、で、脱出成功したらこの座標発信装置を使うんじゃ。こっちから迎えに行ってやるから。その先の指示はあとでな」

　ぼくにボタンサイズの座標発信装置を渡して立ち去ろうとするおじいさんを、

「待って欲しい、一つだけ教えてくれんか」

　アイリーシュが呼び止める。

「なんじゃい？」

「いろいろ聞きたいことは山ほどあるが、なぜわたしたちが処刑されねばならん？」

　おじいさんは年の分だけ世の中の汚きたない物を見てしまったように息を吐はき、

「ようするにおまえさんがた、スケープゴートにされちまったんじゃよ。機械触しよく手しゆ《罠トラツプ》による《ＥｅＸイプセロンテン》の破は壊かい、そしてシャズナ区画の外がい壁へき送風装置エアダクト爆ばく破は、こいつらはみんなシェイクトエリア政府の密命を受けた第一五連隊の連中がしでかしたことじゃが、これの首しゆ謀ぼう者しやがシェイクトエリア政府ってことになると対外的にまずかろう？　そこで奴やつらはおまえさんがたに罪をなすりつけ、政府とは関かかわりのない一部軍人たちの暴走による無差別破壊として片づける腹づもりじゃ」

「そんな、酷ひどい……!?」

　キャロンが悔くやしがり、

「じゃあやっぱり、シャズナの殺さつ戮りくにシェイクトエリア政府が関わっていたんですね」

　ぼくの膝ひざから力が抜ぬけそうになる。

「あたしたち、シェイクトエリアを護まもるために戦ってきたんじゃないの。そのあたしたちを政府のほうは裏切っていて、自分たちの都合のいい生いけ贄にえにしようとするなんて……」

「──呼び止めてすまなかった、あとは脱出後にいろいろ聞かせてもらおう」

　アイリーシュは怒いかりを制せい御ぎよして礼を述べた。

　シェイクトエリア政府の非道にぼくたちがどうするか、それはあとの話だ。

　いまは脱出して生き延びなければ告発も抗こう議ぎもそれ以外の選せん択たく肢しもない。
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「──で、作戦担当。《特殊生存技能型》のおまえとしては、どうなんだ？　ここにある道具だけでこの施設から脱出できそうな目算はあるか？」

　おじいさんが去った後、アイリーシュはぼくに質問してきた。

「いけそうだと思う、というかいけなさそうだと思っても脱出しなくちゃ」

「正論だ」

　特におじいさんからもらったこの施設の見取り図と人員配置図は頼りになる味方だ。

（ただ、脱出できたとしても、ぼくはそのあとにやるべきことがあるんだ……）

　様子のおかしいぼくにアイリーシュが聞いてくる。

「どうかしたか？」

「あ、うん、セレーナのことなんだ」

　セレーナはぼくと一いつ緒しよに《ＥｅＸイプセロンテン》で暮らすため、いままで住んでいた《Ｅｅイプセロンスリー》から引っ越こしで、シェイクトエリア軍の特とく殊しゆ搬はん送そう車両に乗って《ＥｅＸイプセロンテン》の総合病院メデイカルセンターへと移動中のはずなんだ。もしかしたらもう病院に着いているかもしれないけど、

（ここを脱出するとなったら、どうしたってセレーナを放ほうっておくわけにはいかない）

　シェイクトエリア政府に妹が人質に取られたり尋じん問もんされたり、どんな酷い目に遭あうかわかったものじゃない。するとアイリーシュが、

「そうだな、……わたしの妹を外道どもの巣に置いていくなどできん」

　ほかのみんなも賛同してくれて、だからぼくは説明した。

「ぼくはこの収容所を脱出できたらその足で妹を助け出しに行くつもりなんだ。だから、そこからは悪いけどみんなの力にはなれないんだ」

　しかし、

「なーに言ってんのカイムくん？　妹さん助けに行くならあたしたちもつき合うに決まってるでしょ？」

「そうだぜ、かっこつけんな」

「助けるなら全員で行ったほうが成功する確率は格段に高まる」

「みんな……」

　キャロン、クーイ、アイゼルの意見を聞いてアイリーシュがまとめる。

「そういうことだ、へんな遠えん慮りよはするな。ほかの連中の家族が同様に捕とらわれていてもおまえは助けただろう」

「……。ありがとう、みんな」

「よし、ならばさっさとこんなところはおさらばするぞ。で、どうする？」

　アイリーシュの問いかけに、ぼくは作戦を伝えた。



　　　　４



　数刻後。ぼくらの房のある通路に、監かん視しカメラで変事を知った一五連隊の兵士たちが駆かけつけていた。四名ほどの、彼らの声が響ひびき渡る。

「きさま、どうやって房から抜け出した!?」

「動くな！　動くと、撃うつぞ！」

　殺気立ち自動小銃を構える彼らの眼前では、お茶の大ビンを持ち据すわった目で泥でい酔すいしている赤ら顔のアイリーシュの姿があった。彼女はビンを持たないもう片方の手に炎の灯ったたいまつを握にぎっていて、これをぶんぶん振ふり回しながら、

「てめぇらこそ……こんら場所に閉じこめおっれ……火、つけまくったる！」

　完全に酩めい酊てい状態で呂ろ律れつも回っていない彼女に、

「ち、手がつけられん……おい！　ほかの連中は房のなかにいるか！」

「いちおうおとなしくしている、が、こいつだけお茶も火もどこから持ちこんだ!?」

　そうこうしているうちに、アイリーシュが振り回した火の粉が飛び火して可燃物でないはずの金属製の壁かべや天てん井じようにまでどんどん燃え移ってゆく。

「どうなってる、なぜ金属の壁や天井が燃える!?」

「とにかくもういい、射殺しろ！　法ほう廷ていには欠席裁判の形を取らせる！」

　肚はらを決めた兵士たちの一いつ斉せい射しや撃げきが始まるが、なんとアイリーシュは、

「はっ、なんらそれ？　全然きかんろ？」

　全身ハチの巣になるほど銃じゆう弾だんを浴びてもまるで平然としてたいまつを振り続けている。

「ばっ、化け物……か!?」

「スプリンクラーも……作動せん!?」

　そんなアイリーシュの陰かげで、

（よし、うまくいっている）

　ぼくは作戦の第一段階の手て応ごたえを感じていた。

（さあ、次はクーイ、キャロン、頼たのむよ！　ぐずぐずしていられない）

　クーイもキャロンもおとなしく自分たちの房に留とどまっているように見えている。

　しかし真相は……。

「クーイ、外すんじゃないわよ、一発勝負だかんね、せっかくカイムくんがわかりやすいように目印もつけてくれてるんだから」

　息を殺し促うながしてくるキャロンに、クーイはライフルの照準に目を当てて頷うなずく。

「まかしとけって、この距きよ離りで外したらなんでもしてやるぜ」

「なんでもって？」

「そうだな、アイリーシュ小隊長の《ぺぽろってぃ世》にマジックでゲジゲジマユゲとヒゲのイタズラ書きをする、とか」

「……。あんたそれ、命いのち懸がけね」

　照準だけだったクーイのスコープに接続しているのは、キャロンが機械残ざん骸がいから造りだした即そつ興きようライフルだ。無論、弾倉にもキャロン作の弾丸が装そう填てんされている。それも《ある特別な信号パルスを出し続ける信号弾》が。

　そんなスコープに意識を集中させているクーイの視線の先で燃え盛る炎には。

　一五連隊兵士たちからはただ不規則に火が点ついているだけに見えていても、ある法則性を持たせてぼくが着火ラインを形作らせるしかけをほどこしていた。

　実はアイリーシュが引火させた壁と天井の炎はこの施し設せつの天井と壁の内側にある、《外部無線システムの配線図のポイント》を押おさえていたんだ。その配線に沿そった炎の一角へと狙ねらいを絞しぼり、クーイはライフルの引き金を引く。

　直後、ターンと乾かわいた銃声が通路に響き渡わたりぼくとクーイとキャロンの姿が房の外部通路、アイリーシュとは正反対側にいきなり現れた──

　……ように、一五連隊兵士たちには見えたはずだ。

「きさまら、いきなり……どうやって!?」

「なっ!?　じゃあ房のなかの、おまえらは……!?」

　ぼくが《ココロノカガミ》で創つくりだしていた牢ろう屋や内のアイリーシュ小隊の幻影が消えてゆき、入れ替かわりで《本物のアイゼル》が《本物のぼくら》の背後から飛び出してくる。

「はっ！　っでや！　っだあああっつ！」

　彼は四人の一五連隊兵士たちを電光石火の動きで、機械装そう甲こうの右腕の一撃ずつで四人まとめて失神させてしまう。それまで彼らを放ほう火か魔まアイリーシュに気を取らせることで、アイゼルを安全に接近させられたんだ。他方クーイの銃弾はみごと炎の配線の一部にめりこんでいて、特とく殊しゆ信号を発信中だった。

「へっ、やったぜ」

「これで外部との連れん絡らくが取れないわ」

　クーイが撃った信号弾は、シェイクトエリアの軍用回線に干かん渉しようする特殊なものだった。これのおかげでいまここの施設の外部通信はつねに《通話中》となり、発信も送信も不可の状態となっている。

　それでも兵士たちが個人無線でどこかに連絡を入れてしまえばアウトだったが、幸いにしてここの施設は一時的な収容場所だったらしく兵士の配属も簡易的なもので、このためいまアイゼルが倒たおした四人がここの施設にいる全シェイクトエリア兵だった。

　すべては、おじいさんからもらった人員配置図と施設見取り図を参考にしたものだ。

「あとはこの人たちをあたしたちの牢屋に閉じこめちゃえば、はい、お終しまい」

　気絶した一五連隊兵士をずるずる引きずっていって《作業》を終えたキャロンは、白手て袋ぶくろをパンパンと合わせてはたいた。

　当然のことながらこれまで大茶乱を演じまくっていたアイリーシュも、彼女が点けた炎も、ぜんぶぼくが創りだした幻影だ。だから銃で撃たれても平気だしスプリンクラーも作動しない。と、《本物》のアイリーシュが人間の腰こしの高さサイズの真《ぺぽろってぃ世》ミニをともなってぼくの真横に現れる。

　ミニといってもパワーは侮あなどれず彼のおかげでぼくたちは、牢屋の鉄格子をねじ曲げてもらってそこから出ることができていたんだ。真《ぺぽろってぃ世》ミニは得意げに主の腰元でムキムキの筋肉ポーズを決めている。

（キャロンの機械残骸の余りで変身してくれたわりには、がんばってくれたよな）

　すると、アイリーシュがいきなりバカン！　と、ぼくの頭を拳こぶしで殴なぐってくる。

「いっ……でっつ!?　なん、で……!?　せっかく作戦うまくいったのに!?」

「なんで、では……ないわ！　《ココロノカガミ》はおまえの想念イメージをもとに創り出されているといったな、おまえのわたしに対するイメージ、あれか!?」

（あ、いえ、それはその……）

「と、とにかくね、早くここを脱だつ出しゆつしちゃいましょ！　せっかくカイムくんが外部無線潰つぶしてくれてても定時連絡とか、半日ごとくらいにあるのフツーだから」

　キャロンの必死のフォローに、

「まったく」

　憤ふん慨がいしながらも、アイリーシュは脱出の最後の仕上げに取りかかってくれる。

　ぼくらの前に立ち塞ふさがる最後の難関は通路を塞ぐ金きん属ぞく扉とびらだ。

　こうした収容所の扉は外からは開けられても内側からは特殊なパスや認証を受けなければ開けられない仕組みとなっている。そしてその頑がん丈じようさは鉄格子の比ではない。

「真《ぺぽろってぃ世》ミニ主しゆ砲ほう、発射用意、目標──電子扉」

　すると主の命に応じてミニサイズの機械依より代しろは大きく開口し、その口の内側からはやはりミニミニサイズの主砲砲ほう塔とうが顔をのぞかせる。

「エネルギー充じゆう填てん、二〇〇パーセク！　……主砲、発射！」

　天に掲かかげた人差し指を前方に振り下ろすアイリーシュの命令一下、真《ぺぽろってぃ世》ミニの口こう腔こうから眩まばゆい光が迸ほとばしった。一条のエネルギー流が電子扉に直撃し、次の瞬しゆん間かん、金属扉は猛もう烈れつな熱量と圧力とにべこりと中央をへこませ後方へと吹ふき飛んでいった。

「ひゅう、さっすが小隊長殿どのの《ぺぽろってぃ》」

「やったわ！」

「よし、じゃあここの施設は《ＥｅＸイプセロンテン》市街地にあるみたいだから、そのまま街に出よう。その前に、おじいさんのメモ書きでここの施設の監視室にぼくらの装備一式があるみたいだから、それも取り戻もどしておかないとね」

　クーイのランチャーとか、アイゼルの装甲とか。

「ぐずぐずしている暇ひまはないぞ、ここからは時間が勝負だ。定時連絡でこちらの逃とう亡ぼうがばれれば非常線を張られてしまうからな」

　アイリーシュの呼びかけに、ぼくらは駆けだした。
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　そうして《ＥｅＸイプセロンテン》の市街地へと出たぼくたちだったけど、幸運なことにセレーナ救出はそんなに難航することはなかった。なぜならまだぼくらの逃亡はシェイクトエリア軍に知られておらず自由に動けたからだ。つけ加えるとセレーナがいたのが軍の収容施設などではなく《ＥｅＸイプセロンテン》市街地にあった、まあ一応軍系列ではあるけれど実態は民間病院でしかない総合病院メデイカルセンターだったことも恵まれていた。

　施設にいたおかげで時間の感覚がわからなくなっていたぼくたちだったけど、街に出てみるともう夜が明けていて市街地は早朝の朝あさ靄もやに包まれていた。

　妹の居場所を確認するためにイヤリングの通信を使ったぼくの呼び出しに、

『ふあぁ……どうしたですかお兄ちゃん？　こんな朝早くに』

　セレーナは眠ねむたそうにあくびをしながら出てくれた。

「ごめんね、起こしちゃったかい？　もう病院に着いてたんだ？」

『あ、はいです、セレーナ一刻も早くお兄ちゃんのいるところに行きたかったですから、特とく殊しゆ搬はん送そう車両の人を急せかしまくって送ってもらったですよ』

　妹の元気な声に安あん堵どし、ぼくは《すぐに迎むかえにいくから》と伝えて数刻後。

　ぼくら兄妹きようだいは総合病院メデイカルセンターの病室で無事、再会を果たすことができたんだ。

「わぁお、お兄ちゃん、いらっしゃいです！」

　パジャマ姿で携けい帯たい用のパーソナルコンソールをベッドに持ちこんでいたセレーナはぼくが病室の扉を開けるなり抱だきついてきて、

「……？　どうしたでありますかお兄ちゃん、ずいぶんものものしい感じでありますね。大勢さんで、みなさん……武器とか持ってらっしゃるみたいですけど？」

（そういえばアイリーシュ以外のみんなにセレーナ紹しよう介かいするの初めてだったっけ）

　クーイのランチャーとかアイゼルの機械装甲を見て目をぱちくりさせている妹に、

「はーいセレーナちゃん、初めまして！　養成学校ではセレーナちゃんのお話聞いてたわ。直接お会いするのは初めてね」

「ひょー、素直そうでいい子だなあ、カイム、この子俺おれの妹にくれないか？」

「きみがセレーナか、大人数でいきなり押しかけてしまって申し訳ない」

「エヘヘ、セレーナ・クイントです、みなさんよろしくお願いします」

　キャロンたちが自己紹介しているあいだに、ぼくは手短に伝える。

「セレーナ、いまは詳くわしい説明をしている暇はないんだ。とにかくすぐにここを出なくちゃいけなくなったから、……準備、できるかい？」

　体調を気き遣づかうぼくの質問に妹はきょとんとしながらも答える。

「あ、はい、セレーナ、それはだいじょうぶですけど」

　鉱こう化か病びよう患者である彼女と街中に出るためには防ぼう塵じんマスクを着けてもらわなければいけない。二次感染で街の人たちに金きん属ぞく粉ふんをばらまかないためだ。そのマスクはここが総合病院メデイカルセンターの鉱こう化か病びよう患者病びよう棟とうだけに豊富にある。もちろんここの病棟に入る前にぼくらは全員携けい帯たい錠じよう剤ざい服用済みだ。ぼくが病室の戸と棚だなにあったこれを妹に渡してやっていると、そこに病棟の管理責任者と話をつけにいってたアイリーシュが入室してきて、

「話はついた、こっちには《想そう念ねん士し》特権があるからな。さして疑われることもなく転院の事務手続きだけしてきたぞ」

　彼女はセレーナを見つけるなり、

「セレーナ！」

「アイリーシュお姉ちゃん！」

「おおお、会いたかったぞ！　このほっぺのすべすべプニプニ感がたまらん！」

「セレーナも！　アイリーシュお姉ちゃんのツヤツヤお肌はだが懐なつかしかったですよ！」

　思う存分頬ほおずりしたあと、ぼくはセレーナに声をかけた。

「じゃあパジャマ姿で出るわけにもいかないから、私服に着き替がえてくれるかい？」

「あ、はい、わかったです、じゃあちょっと待っててくださいね」

　セレーナは病室の仕切りのカーテンを更こう衣い室しつ代わりにその向こう側で着替え始める。

　しばらくして出てきた彼女は、

「ほう！　似合っているな、可愛かわいいぞ」

　おしゃれなミニスカート衣装を翻ひるがえしてくるりと回ってポーズをとった。

（外出する機会とか全然なかったのに、通つう販はんとかで買ったのかな？）

　セレーナははにかみつつ、

「アイリーシュお姉ちゃんの影えい響きようでセレーナも可愛いもの好きに目覚めちゃったですよ」

　きっと外には出られなくても、外に出ることを空想したり、部屋で見ているだけでも楽しかったのだろう。

（それが何年かぶりに特殊搬送車両と病院の往復みたいなのじゃなくて、ちゃんと街中に出られるんだ）

　それが嬉うれしくてしかたがないのだろう、たとえ、……こんな逃亡の機会でも。

　だけどいつかセレーナには、──必ずちゃんと普ふ通つうの女の子と同じに、普通の機会に街中で思う存分着き飾かざって遊べるようにしてあげたい。

「さ、じゃあ準備も整ったし行こうか」

　ぼくらは全員で病院の出口に向かい、セレーナにはマスクを着けてもらう。

「うわあ、懐かしいですー。ここに来る時にはずっと特殊搬送車両のなかだったですし」

　シェイクトエリア市街地に出て数年ぶりに街を自分の足で歩いて感激している妹に、

「よかったなセレーナ、そのうちわたしとデートをしよう。その時にはわたしオススメのショップを山ほど紹介してやるぞ」

「わあ、ほんとですか！」

「じゃあそろそろ、第七連隊のおじいさんに連絡を取るからね」

　ぼくはみんなに言ってボタンサイズの座標発信装置を押す。すると、

『おお無事脱出できたかいの？　ほんでいまどこじゃ？　すぐに迎えにいったるわい』

　ぼくが現住所を伝えて、まあ座標発信装置でおおまかにはわかっていると思うけど、しばらくするとおじいさんが中型の軍用車両を運転してやってきてくれた。

　荷台にホロがあるタイプで、これなら全員楽々乗りこめる。

「なんだか映画の主人公にでもなった、気分ですねえ」

　セレーナには一応病院からここまでくる間にぼくらが逃亡者になっているくらいの話はざっとはしているんだけど、彼女はぼくらを気遣ってかあえて深くは触ふれず、明るく振ふる舞まってくれた。全員で荷台に乗りこみホロの入り口を閉めて、これで準備完かん了りようだ。

「よしゃ、全員乗ったかい。ほいじゃあ出発するぞい」

　運転席後部にある覗のぞき窓まどから荷台側を振り返ったおじいさんは、アクセルを踏ふんだ。

　出発した車に揺ゆられながらぼくは、

「ところでおじいさん、ぼくたちこれから、どこに向かうんですか？」

　すると思いがけない返事がくる。

「シャズナ区画じゃよ」

「シャズナ区画!?　って、カラルモ領の……あそこか!?」

「だってあそこって、一五連隊に全ぜん滅めつさせられちゃったんでしょ!?　そんな場所、なんのために!?」

「行けばわかるよ、おまえさんがたの連隊長や第一〇連隊のお仲間さんがたも、そこにおるでな。ま、儂わしが車を飛ばせば半日とかからん距きよ離りじゃ、あっちゅう間じゃよ」

　はぁ──と。ぼくらはあまりに意外な話に、顔を見合わせてしまった。

　しばらくしてアイリーシュが、

「だがどうやってカラルモ領に入る？　国境は？」

「厳密にはあそこはもうカラルモ領でなく、中立真空地帯じゃ。カラルモ軍も襲しゆう撃げきした一五連隊も全面撤てつ退たいしちまっとるからの。じゃからシェイクトエリアの国境さえ越こえちまえばあとはフリーパスって寸法じゃ」

　第七連隊のおじいさんがシェイクトエリア国境を越えることになんの問題もなく、いくらなんでもまだ定時連れん絡らくでぼくらの逃亡がばれてもいないだろう。

（じゃああとは待っているだけで、いいのか）

　シャズナ区画は地理的にはカラルモ領北ほく端たん、かつ外がい壁へき側にあり、ぼくたちが戦った《ＥｅＸイプセロンテン》エリア境界壁を抜ぬけて目と鼻の先にある。

　やることのなくなったぼくたちは自然と口をつぐみ、これからのことを考えていた。

　自分たちはこの先どうなるのか。

　もうシェイクトエリアにぼくたちの安住の地は無くなってしまったのだから。

（まさかこのまま、カラルモに亡命でもする気じゃ……）

　薄うす暗ぐらく窓もない、外から隔かく絶ぜつされたホロの内部で時間だけが過ぎてゆく。荷台から伝わってくる振しん動どうと外からの物音だけが、ぼくらに外界の情報を与あたえていた。

　しばし経たって一時停車した車両はシェイクトエリア国境を荷台を改められもせず無事に通過し、舗ほ装そう道路を走っていたはずの軍用車両がガタゴトと揺れ始める。国境の造りはエリアごとに違ちがうものの軍事国家カラルモとシェイクトエリアの境界は緊きん張ちよう状態にあったこともあり、直線距離五〇〇マルテルほどの金属畳たたみを敷しき詰つめた緩かん衝しよう地帯を挟はさんで高さ約一五マルテルのエリア境界壁が両エリア側に建っている。

（荒あれ地に入ったんだ、《ＥｅＸイプセロンテン》のエリア境界壁を越えたな）

　シェイクトエリア側のエリア境界壁はぼくらと機械触しよく手しゆが繰くり広ひろげた戦いで横よこ倒だおしとなり、その周囲の緩衝地帯も荒れ果てている。国境線が事実上崩ほう壊かいしているこの区域にはそもそも正規の国境警備システムが失われていて正規の第七連隊輸送車両に関してはせいぜい臨時の兵士が、形式的な視認だけの検問をおこなったに過ぎないのだろう。

　するとさらに時間が経って、また車両の振動がなくなった。

（シャズナ区画に、入ったんだ）

　カラルモ側のエリア境界壁はロイ隊長たちの用意か最初から門が開け放たれていて車は一時停止することもなく進んだ。

　シャズナ区画は金きん属ぞく粉ふんに汚お染せんされているので、念のためマスクだけじゃなくセレーナにはぼくの予備の携帯錠剤も飲ませてあげる。

　事前にぼくがシャズナに抱いだいていたイメージは《死の世界》そのものだった。金きん属ぞく粉ふんにまみれたこの地は味方にさえ放ほう棄きされたほどの生者を拒こばむ区画なのだから。ところが、

（あれ、なんだ……ろう、やたらうるさい音がする？）

　耳が痛くなるほどの静けさを想像していたのに、全然違う。

　まるで地面を掘くつ削さくしたり金属を加工しているみたいな、しいていうなら大規模な土木工事でも行っているような騒そう音おんだ。そしてややもしないうちに車は停とまった。

「ようやく着いたぞい、待たせたの」

　運転席から降りたおじいさんがホロを外から開けてくれる。

　するともうすっかり夜も明けきった眩まばゆい陽光が差しこんできて、その残光からじょじょに目を慣らしていったぼくたちが荷台から跳とび降りるなり見たものは、

「あっ、……ロイ隊長！」

　ぼくは思わず声をあげてしまった。殺風景で鉄色の建物だらけの市街地にロングコートを靡なびかせ佇たたずんでいる。驚おどろくべきはその変わり様だ。いつも七色メッシュに染めていたあの髪かみは染め物でも落としたみたいに落ち着いた亜あ麻ま色いろとなり、トレードマークの顔のピアスも全部外されている。金銀双瞳ヘテロクロミアだったコンタクトは裸ら眼がんに戻もどしたためか生来のものとおぼしき両眼淡あわい翠みどり色いろとなり、いつもだらしなく前のボタンを開けていた軍服の着こなしも凜りんと引き締しまった感じになっている。

「あの……失礼ですけど、ロイ隊長……でよろしいんですよ、ね？」

　ぼくは思わず再確認してしまった。すると隊長はぼくらを労ねぎらい、

「無事でなによりだった、こちらも急を要する作業中で手が放せなかったのでな。許せ」

　ぼく以外のアイリーシュ小隊全員も呆あつ気けに取られている様子を見て、

「ああ、この格好か？　気にするな、もうシェイクトエリア上層部の連中を欺あざむく必要も無くなったのでな」

（シェイクトエリア上層部を、欺く？）

　隊長はシャズナ区画を進み始めたので、ぼくたちもおじいさんと別れてついていく。

　あの騒音の正体は、隊長と行動をともにしている第一〇連隊の《想念士》たちによる大規模な工事だった。たぶん外壁を越えてすぐのところにある《無む窮きゆう領りよう域いき》から資材を運びこんだのだろう、彼らは無数の《罠トラツプ》を駆く使しして街並みをどんどん改造していた。

　壁かべを補強したり、《罠トラツプ》をしかけたり、その様はほとんど戦いくさの準備だ。人数はざっと二〇〇人ってところだから、やはり第一〇連隊の全員が集まっているのだろう。

「連隊長、どこかと戦争でもおっ始める気なんすか？　砲ほう台だいまで準備して」

　人数は二〇〇人でも《罠トラツプ》を用いた作業は効率がよく見る間に区画の要よう塞さい化かが進んでいく。これらを横目にアイリーシュが尋たずねた。

「ロイ隊長、いま我々はシェイクトエリアが《災さい厄やくの日》に絡からんでいたと確信している。この有り様はどういうことか、お聞かせ願いたい」

　えっ、という顔で歩を止めるセレーナとぼくらに、すると隊長は立ち止まって驚きよう愕がくの宣言をしたんだ。

「第一〇連隊はシェイクトエリア軍を離り脱だつし、ここシャズナ区画を拠きよ点てんとした新たなる独立遊ゆう撃げき軍として旗はた揚あげをする」



    

  
    
      　　旗はた揚あげ
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　ロイ連隊長はシャズナ区画の改造状じよう況きようを視察しながら、ぼくたちに紹しよう介かいしてくれた。

「どうだ、悪くなかろう？　戦略拠点としてはな」

　連隊長が見回りにきても第一〇連隊の人たちは軽く会え釈しやくするだけで、作業に没ぼつ頭とうしていた。彼らは皆みな熱心で、ロイ隊長が時折立ち止まっては出す指示には忠実に従い、本当に統制の取れている組織と感じる。

（この人たちってみんな、ロイ連隊長がシェイクトエリアから独立するって知っててついてきてるのかな）

　素そ朴ぼくに疑問に思う。だってもしそうだとしたら、ほぼ一名の脱だつ落らく者しやも出さない二〇〇名全員、一いつ致ち団結しての反乱行こう為いなんて前例がない。よほどロイ隊長への信しん頼らい、忠誠心が厚いのか、あるいはほかに理由があるのか。

　そんな自分についてきてくれた彼らを見つめるロイ連隊長の眼まな差ざしは誇ほこらしげだった。同時に、彼らに対する責任も感じる。

「俺おれを信じ、ここに集ってくれたここの者たちはなにものにも代え難い人財だ。またこの場所は《地の利》という点でも秀ひいでているだろう。シャズナ区画は金きん属ぞく粉ふんの流入で一いつ般ぱん市民が暮らせない死の都と化している。が、抗こう体たい錠じよう剤ざいを飲んでさえいればなんの不都合もない。水、電気、ガス、自動制せい御ぎよのライフラインは送風装置エアダクト破は壊かいで壊こわされたわけではないからな。しかもカラルモ軍にとってもシェイクトエリア軍にとっても不毛のこの地を強引に奪だつ還かんする戦略的意義は失われている。かつ、いまシェイクトエリアとカラルモは全面戦争に向けて準備中だ。この場所だけに戦力を集中させられない《天の時》も揃そろっている」

　人の和、地の利、天の時、すべてが揃った最高の機会にロイ連隊長はこの独立遊撃軍を立ちあげたと語った。個人的なことを足すならば、かりにこの地にぼくらクイント兄妹きようだいが住むことになるのであれば、もともと金属粉に汚染されている地だけに、セレーナは不便な二次感染防止用マスクを着けることもなく自由に外出したりできる。

　忘れていたぼくが彼女のマスクを外してあげるとセレーナは三年ぶりに直接顔に浴びることのできた屋外の風を気持ちよさげに受けとめていた。

《災厄の日》のこととシェイクトエリアの関係には、あえて妹は触ふれてこない。

　語るべき時にぼくのほうから語ってくれる、それを期待しているように。

　そこでぼくが聞いてみた。

「この、第一〇連隊の目的はなんなんですか？」

　するとロイ連隊長は行き交う第一〇連隊《想そう念ねん士し》たちに敬礼の挨あい拶さつを返しながら、

「全五大エリアのどこに属するのでもなく、ウルバスに戦火を巻き起こすものを許さず、これの平定に全力を注ぐ。これが部隊の骨子だ」

（ウルバスの平定に、全力を注ぐ……）

「名前ももう決めてある。──《国境なき独立想念士団》だ」

「国境なき、独立想念士団……」

　アイリーシュ小隊の一人一人とセレーナが、その命名にこめられた意味を考える。

　ロイ連隊長と、ここに集った第一〇連隊全員の理想、想おもいを。じっくり考えてから、

「──なんだか、いい名前ですね」

　いまは人間同士が争っている場合なんかじゃない。ウルバスのみんなが手を取り合わなければ、《無窮領域》の脅きよう威いに立ち向かえず、滅ほろびゆく人類の運命だって変えられないんだ。そんな理想が言外に聞こえてくるようなこの部隊の名前が、ぼくにはとても心地ここちよいものに感じられた。そうしてしばらく歩いているうちに、ロイ隊長はふとシャズナ郊こう外がいにあったとある場所で立ち止まる。

　そこは共同墓地でカラルモの文化なのだろう、飾かざり気けのない《黒い鉄の箱》みたいなものに名前と享きよう年ねん、あとたまに経歴などの碑ひ文ぶんだけが刻まれていて、それが延々広場に並んでいた。墓地には真新しい墓もいくつもあって、きっとこれは第一五連隊の奇き襲しゆうで殺されてしまった多数の罪もないカラルモ市民たちのお墓だ。《国境なき》の言葉通り、ロイ連隊長たちはシャズナ要塞化の時間を割いてでも彼らを弔とむらったのだろう。

　そんなシャズナ区画の人たちのお墓の横には、もう一つ真新しいお墓があった。

　慰い霊れい碑ひというのか、地下に遺骨がある形ではなく死者の想い出を生者たちがいつまでも忘れないために建てた《碑》という感じだ。ぼくが父さんと母さんのお墓に届けにいっていたみたいな鉱化した花がいくつも添そえられていて。

　大きくて平たい感じの天然石に、シェイクトエリア軍人なら誰だれでも持っているタイプのペンダント型認識章がぜんぶで一六、チェーンでかけられていた。名前はウェッシュ、マグレガー、バルト、ガイエンタール、ゲイン、ハインツ、ドゥーズ、ブロイゼン、イーシュ、クルズ、ワインズマン、コール、シミュート、テューダー、ゼル、レムリア──

（ぜんぶ、《第一〇連隊》の認識章だ、最後の一人だけ女性名……？）

　ここ数年第一〇連隊に戦死者は出ていない。《災厄の日》を除けば。



    

  
    
      （ならばこの人たちは、《災さい厄やくの日》に亡くなった……）

　認識章の下には古ぼけた、第一〇連隊一個大隊くらいの、四〇名程度の記念写真が飾られていた。なにか軍関係の記念式典の真っ最中か、中央に現在同様髪もメッシュじゃなく服装も真ま面じ目めそうにさせられたロイ連隊長が椅い子すに背筋を伸のばして座らされていて。

　窮きゆう屈くつそうにいまにも逃にげだしそうな表情の隊長を、その斜ななめ後方に佇んでいた副官らしき女性、──長い白金髪プラチナブロンドがとてもきれいな女の人だ──が、笑いを堪こらえて隊長の肩かたに手を添えて逃げられないようにしていた。

（この人がレムリア、さん……？　凄すごく優しそうな人だけど）

　写真の雰ふん囲い気きは、一つの家族で撮とったみたいに和やかで。限りなく温かく。

　上官と部下といった枠わく組ぐみを越こえた深い絆きずなと血の繋つながりみたいなものが感じられた。

　ロイ連隊長はコートのポケットから取り出した煙草たばこに火を点つけると、それをお供えとして碑の正面に立ててぼくたちに教えてくれた。

「こいつらはみんな俺の《家族》だ。三年前の《災厄の日》で三分の一が、殺された。残った三分の二もほとんどが引退を余よ儀ぎなくされた」

　どこか別の場所にある正式なお墓から遺骨はさすがに持ってこられなかったのだろう、だからせめてもと認識章だけでも持ってきたんだ。

　よく見ると。喋しやべりながら隊長は首にかけてあった小さなペンダントを握にぎり締しめているみたいだった。だけどその中身までは確認できない。

（もしも、もしもだけど……）

　なんの根こん拠きよもない当てずっぽうだけど、ここに写っているレムリアさんって女性がロイ隊長の恋こい人びとだったなら、三年前、《災厄の日》でのこの人の死をきっかけにロイ連隊長は自分の周りから女性を遠ざけるようになったんじゃないだろうか……。

　ぼくらの前では、空くう虚きよに水着写真集を見ているふりをしたりして。

　そうして隊長はぼくらに告げる。

「ウルバスの平安はこいつらが願っていた希望だ。だから俺はこいつらの遺志を継ついで《国境なき独立想念士団》を立ちあげた。ここに集った第一〇連隊の者たちも志は同じだ。そしておまえたちがここに集められた理由でもある」

　隊長は静かに、

「おまえたちは《災厄の日》の真実を聞きたがっていたな？　それをいまから話そう」

　自分が吸うための煙草に火を点けた。



　　　　※



「三年前の《災厄の日》はシェイクトエリア政府の見解では、カラルモ軍の人じん為い的なものとされている。しかし、それでは腑ふに落ちんことが多すぎると思わんか？」

　自然とぼくらはロイ隊長を中心に集まり、全員が、セレーナも──。自分のお父さんとお母さんを死に追いやり自分を鉱こう化か病びようにした原因に迫せまる話に、真しん剣けんに耳を傾かたむけている。

　ぼくが、

「腑に落ちない？」

「まず当日のシェイクトエリアの防衛体制だ。《無む窮きゆう領りよう域いき》と接している外周エリアは絶たえず《想念士》が外がい壁へき沿ぞいに巡じゆん回かい監かん視しし、《罠トラツプ》および《掃そう討とう者しや》の侵しん入にゆうを防いでいる」

　都市防衛はぼくたち《想念士》の最大の任務だ、だから当然だ。

「もしそこそこ大量の《罠トラツプ》が押おし寄せてきたとしても、《想念士》防衛部隊による精神接続がおこなわれ、《罠トラツプ》は《無窮領域》へと押し戻もどされる。だったら三年前に限ってなぜああも簡単に、シェイクトエリア軍は《無窮領域》勢力の侵入を許してしまった？」

　隊長の煙草の煙けむりがシャズナ区画のどんよりと濁にごった空に昇のぼってゆく。

「答えは明快だ。当時、連隊長クラスの者しか知らなかった事実だが、《不可解な移動命令》が出されていたからだ。それも総統府経由で直々にな。あの日外壁を破られた中心地は《Ｅｅイプセロンスリー》だが、なぜかそれに先立ってそこから遠く離はなれた《Ｅｅイプセロンエイト》周域で史上希まれにみる、大規模な《無窮領域》《罠トラツプ》および《掃討者》の侵しん攻こうが始まった──との情報がもたらされた。《その防衛に向かえ》と総統府から命令が下され、シェイクトエリア全主力部隊がそちらに向かわされてしまったんだ」

　総統府が、直々に？　《文民統制シビリアンコントロール》がおこなわれているシェイクトエリアでは総統府は軍の上位機関に位置するが、かといって基本的に専門外の現場のことに直接口を出してくることなんてまずない。しかも全主力部隊を一いつ箇か所しよに動かすだなんて……。

（もしそれでほかの場所が狙ねらわれたら、丸まる裸はだかも同然じゃないか！）

　場合によっては危機的状じよう況きようを回かい避ひするため、そんな決断もあるだろう。

　しかしそれはよほどシェイクトエリアの生死を分ける、危機的状況の時だけだ。

「そして最も不可解だったのが、この他の区域を丸腰にしてしまう情報がまったくの《誤報だった》ということだ。俺たちが《Ｅｅイプセロンスリー》に到とう着ちやくしても《大規模な敵てき影えい》とやらは影かげも形もなかった」

「誤報!?　そんな不確かな情報で……シェイクトエリアは主力部隊を一点集中させたというのかっ!?」

「総統府と繋がるシェイクトエリア軍上層部は臆おく面めんもなくこう発表した。確かに敵の大規模襲しゆう来らいはあった、しかしシェイクトエリア軍主力部隊集結の動きを察知して事前に撤てつ退たい、勢力は消しよう滅めつしたのだ、とな」

「ばかな、そんな都合のいい偶ぐう然ぜんがあるか!?」

　声を荒あららげるアイリーシュとまったくの同感だ。そんなタイミングで都合よく無防備な《Ｅｅイプセロンスリー》が襲しゆう撃げきされるなんて、これじゃあわざと《Ｅｅイプセロンスリー》を襲撃しやすくさせるために自殺の手助けをしたみたいなものじゃないか……！

（え、わざと……？）

　自分で思い、自分で気づく。ぼくら全員が。ロイ隊長が、

「気づいたか。そしてこの報告をし《Ｅｅイプセロンエイト》への大規模な襲来を発見したというのが、特務部隊ブランフォード・マシュタル率いる第一五連隊と聞いてこの話、限りなく黒に近いと思わんか？」

（一五連隊……！）

　ぼくらは声を失った。

「俺たち第一〇連隊は再三、主力を《Ｅｅイプセロンエイト》に集中させる危険性を軍上層部に上申した。しかし俺たちの意見が聞き入れられることはなかった。そしてあの悲劇が起きた。統率のとれた俺たち第一〇連隊はなまじほかの連隊に比べて機動力が秀ですぎていた。ゆえに《Ｅｅイプセロンスリー》にどこよりも早く到着し、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの戦いを強いられることとなった」

《英霊たちの碑》──というものがある。

　シェイクトエリア軍人のみならずシェイクトエリア市民なら誰でも知っている碑だ。

《ＡａＩアルバワン》《総統府》式典用広場の片かた隅すみに設けられたその碑には《災厄の日》市民たちを護まもる代わりに自分たちの命を犠ぎ牲せいにした、尊い英えい雄ゆう三一名の《想そう念ねん士し》の名前が刻まれている。その一人一人の名前までは、恥はずかしい話はっきりとは覚えていなかったけれど……。　シャズナ墓地の天然石にかけられていた一六名の認識章、ウェッシュ、マグレガー、バルト、ガイエンタール、ゲイン、ハインツ、ドゥーズ、ブロイゼン、イーシュ、クルズ、ワインズマン、コール、シミュート、テューダー、ゼル、レムリアというのはそのうちの一六名に違ちがいない。

　彼らは自分たちだけ先に到着すれば当然危険な戦いを強いられることは知っていたはずだ。それでも彼らは見捨てることができなかったんだ。

　殲せん滅めつされかけているシェイクトエリア市民を。

　ロイ隊長は煙草を携けい帯たい灰皿に押しつけて消し、呟つぶやいた。

「身を棄すてる決意をしたこいつらがいなければ、《Ｅｅイプセロンスリー》の犠牲者は倍になっていただろう。そしてあの日……この俺が生き残ることもなかった」

　墓石を見つめる隊長の瞳ひとみにはたとえようもない哀かなしみが宿っていた。

　ロイ隊長の左頬ほおには大きな傷がある。

　その傷がぼくにはいままで全然見えていなかった。護らなければならない部下たちに護られた、その時の隊長の気持ちはどんなものだったんだろう……。

　隊長は思おもいの丈たけを打ち明ける。

「もし本当に《災厄の日》にシェイクトエリア政府が関かん与よしていたのなら、俺はクーデターを起こし第一〇連隊を政府から離り脱だつさせようと、その入念な調査と準備を今日この日まで重ねてきた。おまえたちが第一〇連隊所属となり、この場にいることは偶然ではない。俺は第一〇連隊の人員を選ぶにあたりある一つの基準を設けてきたからだ」

「ある一つの、基準……？」

　尋たずねるアイリーシュに、

「それは、──第一〇連隊の全員が《災厄の日》を憎にくみ、これを決して許しはしないと思っていることだ」



　！　！　！　！　！　！



　ぼく、アイリーシュ、キャロン、クーイ、アイゼル、そしてセレーナ──

　全員に、心当たりがあった。ロイ隊長は一人一人ぼくらを見る。

「カイム、セレーナ、おまえたちは《災厄の日》に運命を狂くるわされた」

　そうだ、ぼくら兄妹きようだいは父さんと母さんを殺されてセレーナは鉱こう化か病びようにさせられた。

「アイリーシュ、おまえは父の仇かたきと自分自身のために戦う理由がある」

　アイリーシュの心臓のこと、お父さんのこと、彼女はぐっと下した唇くちびるを噛かむ。

「キャロンは弟のため」

　生々しい惜せき別べつの念が甦よみがえり、彼女は悲痛の面もちとなる。

「アイゼルが《想念士》となったのは歴史書のためだが、その根底にあるのは《災厄の日》に対する憤いきどおりと、これを二度と繰くり返してはならないという想いだ」

　アイゼルは常に自分の胸元にしまっている史書《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》を機械装そう甲こうのボディ越ごしにぐっと押さえた。彼は生しよう涯がいをかけてこの歴史書を完成させるのが夢なんだ。

「クーイ、おまえもまた、《災厄の日》には深い関かかわりがあったな」

　クーイは思いを秘めるようになにも答えない。

（そういえばクーイには、なにがあったんだろう）

「おまえの父レンドルフ・ヨアヒムは、二桁連隊ダブルナンバー第一四連隊所属の隊長だった」

（第一四連隊だって!?）

　その言葉にぼくはパズルのピースが埋うまる思いだった。

（第一四連隊といえば、《ウルバス最後の盾たて》とまでいわれた専守防衛部隊だ）

　ほかの二桁連隊ダブルナンバーは任務に応じて様々な探たん索さく活動や《無窮領域》の調査をおこなったりするが、専守防衛部隊である第一四連隊だけは昼夜を問わず外壁に待機し、これを死守することのみを任務としている。ゆえにウルバスの誰だれからも尊敬を集め、市民たちからは畏い敬けいの念をもって見られていたんだけれど、

（専守防衛部隊だけに、あの日……《災厄の日》をきっかけに彼らの評価は一変したって聞いている）

　あの日外壁を護りきれなかったのは専守防衛部隊である彼らの責任で、そのために多くのシェイクトエリア市民に死傷者が出たと彼らは白眼視され、以来ずっと二桁連隊ダブルナンバー最悪の敵前逃とう亡ぼう部隊として容よう赦しやない非難を浴び続けてきたんだ。

（その第一四連隊の隊長さんが、クーイのお父さんだったなんて）

　白眼視される部隊長の子供として、敵前逃亡のＡ級戦犯者の血筋として、彼が今日までなにを背負いどんな風に生きてきたのか、想像に難くない。

　ロイ隊長はそれ以上詳くわしくはクーイのことを語ろうとはしなかった。

「おまえたちだけじゃない。ここに集まったほかの第一〇連隊の者たちも、みな同じ経験をし、同じ想いでここにいる。だから固い結束で結ばれているのだ」

「でも隊長！　いままでの話がみんな正しいとして、どうして総統府は、わざわざ自分たちのエリアを……攻こう撃げきさせようとなんか!?」

　やりきれない思いをぶつけるキャロンに、

「残念だが奴やつらがなぜ《災厄の日》を起こしたのか、目的は掴つかみ切れていない。しかし奴らが確実に《災厄の日》に関かかわっていたという証しよう拠こはある」

　そう言ってロイ隊長がコートのポケットから出して見せてくれたのは、片手で握にぎれる大きさの金属球《罠トラツプ》だった。

（あれは、《キオクヨトワニ》だ）

《キオクヨトワニ》は様々な映像を記録、再生できる《罠トラツプ》だ。

「こいつには《災厄の日》当日のブランフォード隊が映っている。だがこいつが発見されたのはプラセータ近きん郊こうだ。《Ｅｅイプセロンエイト》大規模敵軍襲来を発見しそれを軍上層部に報告したはずの奴らが、なぜプラセータ近郊で映っている？」

「プラセータ、近郊だと!?」

　アイリーシュが叫さけぶ。ほかのメンバーが被ひ災さいしたのはシェイクトエリアだが、彼女だけは《災厄の日》当日プラセータエリアにお父さんと一いつ緒しよにいて、そこで《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》に襲おそわれたんだ。

「一五連隊がプラセータにいたってことは、《Ｅｅイプセロンエイト》に《無む窮きゆう領りよう域いき》の脅きよう威いが迫せまっていたなんて、発見できるわけないわ……」

　キャロンは絶望的な面もちで呟いた。

「当時の特務の動きは軍部の資料も抹まつ消しようされている徹てつ底ていぶりで、発見には苦労をさせられたがな。もともと奴らがプラセータ方面に出向いたらしい話は外がい壁へきの衛兵たちを中心に流れていた。だからプラセータ方面を重点的に人海戦術で《無窮領域》の探索をな」

《無窮領域》の範はん囲いは膨ぼう大だいだが軍部が各エリアに移動するルートはだいたい限られている。そこに絞しぼって捜そう索さく活動を続ければ時間はかかっても《キオクヨトワニ》を見つけられなくはない。ぼくは、

「隊長、ブランフォード隊といえば二〇〇名近い人数ですよね。それをぜんぶほかのエリアに引き連れていくなんて、彼らはなにをしようとしていたんでしょうか……」

　二〇〇名二桁連隊ダブルナンバーの一連隊といえば、他国に戦争をしかけにいくレベルの戦力だ。

（《災厄の日》はシェイクト、プラセータ、カラルモ、三大エリアに跨またがって同時多発的に外壁が破は壊かいされた事件だけど）

　まさかプラセータの事件にも、シェイクトエリアが関わっていた……？

「残念ながらそのあたりも不明だ。ただ状じよう況きよう証拠からして奴らの他エリアにおける《災厄の日》関与も濃のう厚こうだろうな」

　もうぼくらの誰もが思っていた。

　そもそもカラルモ軍が本当に《災厄の日》の首しゆ謀ぼう者しやなら、なぜガルシアはアイリーシュを助けたりした？　本当に自分たちで《災厄の日》を引き起こしたなら、わざわざ国家元首自ら危険を冒おかして一市民を助けようとするなどおかしすぎる話だ。その時。

「隊長、カラルモ軍指揮官レイン・アムルータと名乗る女性がやって来て謁えつ見けんを求めております！」

　第一〇連隊の伝令が、慌あわただしくぼくらのいる墓地にやってきた。

「レイン・アムルータだと!?」

　ロイ隊長より先にアイリーシュが反応し、

「一人か？　用件は、なんと言ってきている」

　隊長が問う。

「はい、我が軍に交こう渉しようを望んでいるとか。隊長と、そしてそちらにおられるアイリーシュ小隊の方々にも参加を希望されています」

「我々にも？」

　レイン・アムルータほどの重要人物が、単身敵地に乗りこんでくるなんて……。

（よほど重大な話があるって、ことか？）

「わかった、すぐ行こう。アイリーシュ小隊のおまえたちもついてこい」

　ロイ隊長は返答した。



　　　　２



　そのレインとの会談はシャズナ区画の広場に張られた一時的な陣じん屋やでおこなわれた。

　ぼくらが円えん卓たくに着席して待っていると簡易キャンプの陣幕を捲まくってカラルモ軍指揮官の女性が入ってくる。

　黒くろ髪かみを首のあたりで切り揃そろえた鋭するどい黄金の瞳ひとみを持つ少女、レイン・アムルータだ。

（本物の、レインだ）

　セレーナはこの場にはいない。相手の交渉希望者がぼくたちアイリーシュ小隊とロイ隊長だけだったからだ。彼女には第一〇連隊のほかの《想そう念ねん士し》の人にお願いして早朝から動きっぱなしでもあったので、ゆっくり休める休きゆう憩けい室しつを用意してもらった。

　レインは入室するなりぼくたちに、カラルモ式の《こめかみに伸のばした指先をあてる》敬礼をしたあと、

「交渉の席についてくれたこと、感謝する。ご存じのことと思うが、わたしがカラルモ軍上級大将レイン・アムルータだ」

　彼女はきびきび自己紹しよう介かいすると、用意されていた上座の椅い子すへと着席する。

「で、さっそくだがどういうご用件だ？　言っとくが我々はもうシェイクトエリア軍じゃない。まだ対外的に正式な発表をしたわけじゃないが《国境なき独立想念士団》──といってな。どこのエリアにも属さない、いわば独立遊ゆう撃げき軍ぐんというやつだ」

　前ぜん傾けい姿勢で卓上で手を組むロイ隊長に、ほう、とレインは目を見開き、

「中立的な部隊ということだな、ならば話は早い。わたしは貴公の勢力に、カラルモ軍の味方となるよう交渉にやってきたのだ」

「ぼくたちが!?」

「カラルモ軍の味方、だと!?」

「おまえたちがシャズナ区画に入ったことも、ロイ部隊がシャズナに兵力を集結させつつあったことも、国境警備兵に監かん視しさせていた」

　困こん惑わくするぼくやアイリーシュを遮さえぎり、ロイ隊長が、

「せっかくだが俺たちはどこの勢力の下にもつかん。ただウルバスのためならば、協力する可能性はなくはない」

「交渉の余地はある、ということか」

「ただし、おたくらがいまやっている侵しん略りやく戦争──ウルバス全土の掌しよう握あくに手を貸せってんなら断じてお断りだ。俺たちは《災厄の日》を憎にくみこそすれ、これの再来を招くような連中を手助けする気などない」

　するとレインは意外なほど冷静に、

「貴公らが《災厄の日》を憎みウルバスの未来を憂うれうのなら、なおのこと我らと手を組むべきだ。なぜなら我らウルバス人《共通の敵》はシェイクトエリアですら小物でしかないところに存在するのだからな」

「ウルバス人《共通の敵》だと？」

「この《無窮領域》に囲まれた不自然なる世界を創つくりだした奴らがいる。そいつらこそ、我らの真の敵だ」

　レインの口から飛び出したのは、驚おどろくべき世界創世に遡さかのぼる話だった。

（どういう、ことだ……？）

　レインはこの世界がどうやって誕生したのか、知っているのか？

　そしてそれを創った存在が、敵……？

「もう間もなくガルシア様が本国の部隊を率いてここにやってこられる。ここを制圧し、その足でシェイクトエリア本国まで攻せめ落とすつもりでな。しかしガルシア様の本意では、おまえたちとの戦いを望んでおられない」

「《ＡａＩアルバワン》まで攻め入るつもりなら総力戦、だな？　ここを進軍ルートに選び攻略していくのは挟はさみ撃うちを避さけたい肚はらか？　なにをそんなにガルシアは焦あせっている？」

　カラルモはエイズナを占せん領りようして間もない。万全を期するならもっと占領地を安定させてから次のエリア攻略へと駒こまを進めるはずだ。それがいきなり敵エリアの本国へ向けて総力戦を挑いどむとなると、自国の護まもりさえ手て薄うすとしている無茶攻めということになる。

　レインは冷静ながらも誠意ある口調で、

「《災厄の日》を憎む貴公らの気持ちはわかる、我らが責任を回かい避ひするつもりもない。しかし歴史の陰かげでウルバスを我がものとしこれを滅ほろぼさんとしている者たちがいる。貴公らが我らへの憎しみのあまり暗あん躍やくする《真の敵》の存在に気づけないのであれば、その原因を作ったものとして我らは責任を取らねばならん」

「だから俺たちに真実を知らせ、味方になれと交渉にきた、というわけか？」

「そうだ、《災さい厄やくの日》の真相も含ふくめてな」

《災厄の日》の真相、それはこの場にいる誰もが喉のどから手が出るほど欲しい情報だ。

「聞くだけ聞かせてもらおう、というのはずるいやりかたか？」

「いや、貴公らにはその権利がある。すべてを吟ぎん味みしたうえで行く道を決めればいい。なにより」

　レインはしげしげとアイリーシュを見つめ、言った。

「我が御ご主しゆ君くん、ガルシア様はアイリーシュ、彼女に特別な思い入れがあるのだ」

「わたしに……特別な思い入れ？」

　アイリーシュの心が揺ゆれる。ガルシアに命を助けられ、しかし無言で去られ、再会も果たせず。彼女が自分をどう思っているのか、せめてもう一度会って話が聞きたい──

　ずっと切望してきた、彼女の心が。

「ガルシア様は特におまえとの戦いを望んでおられない。アイリーシュ・シエラール」

「ガルシアが、わたしとの戦いを……」

「そしてわたし個人としても思うようになった」

　レインは一いつ瞬しゆん、言い淀よどみ、告白する。

「──おまえたちは最後まで《不殺の戦い》を貫つらぬき、敵である我らを救ってくれた。おまえたちならガルシア様の未来を託たくせると、そう思う気持ちがわたしの心のどこかで生まれていたのだ。あのお方はもう、自分自身では止まれなくなっている。だからおまえたちにガルシア様を止めて欲しい、わたしはおまえたちにそれを期待している」

「ガルシアを……止めて欲しい？　わたしたちに？」

　気持ちを吐と露ろしたレインの行為は信しん頼らいを生んだ。ロイ隊長が応こたえる。

「よかろう、とにかく話は聞こう。俺たちが戦うべき真の敵、ウルバスを滅ぼさんとしている輩やからの話、とやらをな。そして《災厄の日》の真実を、だ」

　レインは頷うなずくと、用意してきていた携けい帯たい端たん末まつを卓上に置いた。



　　　　※



「いまからわたしが話す内容はあまりに荒こう唐とう無む稽けいで、すぐには信じがたいことかもしれない。だがそのすべてが真実であることをカラルモ軍指揮官レイン・アムルータの名に懸かけて誓ちかおう」

　それはレインのもっとも信頼できる誓せい約やくだった。

「この話はおまえたちの常識、日常、価値観、ありとあらゆるものを覆くつがえす到とう底てい理解しがたいものと思う。だがとにかく最後までわたしの話を聞いて欲しい」

　円卓に集ったぼくたち全員が頷き、無言の誓いを立てる。

　そうしてレインの話は始まった。そして彼女の語った内容とは、彼女の前置き通りぼくらの常識、概がい念ねんを根底から覆す衝しよう撃げき的てきなものだったんだ──





「樹木のことを語るには、まずその根から知らねばならない。おまえたちはこの《無む窮きゆう領りよう域いき》という世界に囲まれたウルバスが、そして五大エリアがどうやって生まれたか知っているか？」

　それは、ぼくたちウルバス人にとって最大の謎なぞだった。

　ぼくたちウルバス人の歴史は失われている。最大に遡れる記き憶おくがおよそ一〇〇年前、《暁あかつきの人》が《無窮領域》を越こえて《希望の園アーセルヴア》からやってきて、鉱こう化か病びようの蔓まん延えんに苦しむウルバス人を救ったというあの伝説だ。これはシェイクトエリアの中央図書館データベースにも記録されている史実だ。が、それ以前のできごとが皆かい無むとなっている。

　なにものかが記録を抹まつ消しようしたのか。歴史の改かい竄ざんか。異なる理由があったのか。

（そう、ぼくはずっと疑問に感じて生きてきたんだ。こんな不自然な世界ウルバスがどうやって誕生したのか。資材は、最初の祖先は、文明は）

　都市国家のことにとどまらない。この世界は不可思議なことだらけだ。

　あの《無窮領域》はなぜ生まれたのか。《掃そう討とう者しや》はなぜ人類を敵とするのか。

（でもなんでレインは、そんな歴史の失われた部分を知っている？）

　その回答はレインの次の言葉で明らかになった。

「カラルモにはほかの四大エリアにはない《失われた歴史》がある。なぜなら一〇〇年前、《暁の人》が訪れしその地こそが我がカラルモだからだ」



（！）



　最後まで話を聞く、という約束がなければこの時点でもうぼくらはレインに質しつ問もん攻ぜめをしていたかもしれない。ぐっと我が慢まんして静せい聴ちようするぼくらにレインは言葉を紡つむぐ。

「おまえたちにわかりやすく理解させるために、いまからある《遠い世界》の物語をしよう」

「遠い世界の物語？」

　聞き返すぼくに、

「昔話と思って肩かたの力を抜ぬいて聞けばいい」

　告げて彼女は訥とつ々とつと言葉を連ねた。

「かつてレイスフェーダという文明世界があった──」



　──かつて。レイスフェーダという文明世界があった。

　レイスフェーダとはその文明の言葉で《万物を創つくりし神なる世界》の意だ。

　レイスフェーダは現在のウルバスとは比ひ較かくにならない高度な科学技術を持ち、文明は栄え、ついには《機械生命》という神の領域──新たなる生命体の創造に至った。



「機械生命……？」

　好こう奇き心しんを抑おさえきれないキャロンが尋たずねた。



　──機械生命とは金属胚はい細さい胞ぼうに制せい御ぎよ遺伝子を組みこむことで誕生する《生きた機械》だ。金属胚細胞に改良を加えられた機械生命は誕生後、自己進化、自己増ぞう殖しよくを遂とげる。

　あたかも普ふ通つうの生き物のようにな。



「なんだか《無窮領域》の《罠トラツプ》みたい……」

　キャロンの独り言には答えず、レインは話を続ける。



　──機械生命はただ増殖、進化するだけでなく、組みこまれた制御遺伝子によって自我を封ふうじられ人間の想念によってのみ動く特質も植えつけられた。

　これによって機械生命はレイスフェーダ人の思念のみを受容して動く、従順にして貴重なる労働源となったのだ。



「なにか、本当に《想そう念ねん士し》と《罠トラツプ》の関係みたい」

　キャロン以外は口に出さなかったが、ぼくらは皆みな同じ思いでいた。



　──さらにはレイスフェーダ人は自らも肉体に極小サイズの機械生命を組みこみ、自分たち自身を半機械生命化することで通常では考えられない長命や若さまでも手に入れた。

　まさしく機械生命はレイスフェーダ人にとって、疲つかれも、恐きよう怖ふも、不平も知らない理想的な永久機関だったのだ。かつ、理論上、無限に増やせる資源。

　人類の夢ともいえる被ひ造ぞう物ぶつを手にしたレイスフェーダ文明は繁はん栄えいの絶頂を迎むかえるが、しかし、やがて人類最高の発ゆ明めは人類最悪の敵と化したのだ。



（人類最悪の敵……？）



　──機械生命の金属胚細胞に組みこまれていた制御遺伝子、これがあるからこそ機械生命は人間の従順なる僕しもべたりえた。

　しかし神の領域に踏ふみこんだ人間の傲ごう慢まんを打うち砕くだくように、突とつ如じよとしてこの制御遺伝子を破は壊かいする新型ウィルス《レプロムス》が自然界に発生したのだ。

　制御遺伝子によって永年思考の自由を奪うばわれてきた《生きた機械》はこれにより自我に目覚める。自らをそれまでいいように使役し、支配し続けてきた造物主への反乱──人間への復ふく讐しゆう心しんと破は壊かい衝しよう動どうという自我にな。

　この発生が自然界の自じ浄じよう作さ用よう、予定調和だったのかはわからない。

　予期せぬ機械たちの反乱、加速度的に蔓延してゆくレプロムスに、レイスフェーダ人は為なす術すべもなく、機械生命は圧あつ倒とう的てきなまでの増殖力でたちまち世界を埋うめつくし些さ少しようながらに抵てい抗こうするしかなかった人間たちを次々と殲せん滅めつしていった。

　さらにはレイスフェーダ人が人体に取り入れていた極小機械生命たちも有毒化し、防護措そ置ちの遅おくれた者は順次全身を金属化させ機械に身体からだを乗っ取られて死んでいったのだ。



（鉱化病……？）



　──そんな人類と機械の絶望的とも思える戦いは数十年にもおよんだ。

　しかしやがてこの戦争は終結する。人類の科学者たちが開発したレプロムスに対たい抗こうする新型ウィルス、《アンテ・レプロムス》によってな。



（アンテ・レプロムス？）



　──アンテ・レプロムスはレトロウィルスの一種で、レプロムスウィルスを鎮ちん静せい化かさせこれが破壊した機械生命の制御遺伝子までも本来の状態に書き換かえてしまうものだ。

　こうしてあらゆる機械生命を機能停止させついには戦争終結に至ったレイスフェーダ人だったが、彼らとて勝利者ではなかった。

　たった数十年間で人類は滅めつ亡ぼう寸前にまで追いやられ、生き残ったのはアンテ・レプロムス開発に携たずさわった限られた科学者たちのみだったのだ。

　その科学者グループのリーダー、名前を《イークレオン》と言った。

　わたしと同じくらいの、年ねん齢れいの娘むすめだ。



（イークレオン……レインと同じなら、まだ全然若いじゃないか）



　──イークレオンの双そう肩けんに課かせられた使命は重かった。

　彼女は人類という種を存続させるため、滅ほろび去った多くのレイスフェーダ人復活という重大な責務を負っていたのだ。レイスフェーダ人たちはもはや自分たちが助からないと悟さとった時、機械生命の技術を応用して自らの頭脳と遺伝子データをマイクロチップ化し、レプロムスへと感染しない完全な隔かく離り空間へと保存する、という作業をおこなった。

　いずれ戦争が終わったいつの日にか、生き残ったイークレオンたちが自分たちを復活させてくれる、そう彼女に未来を託たくしてな。

　戦争終結後イークレオンは数百万にもおよぶマイクロチップを人間へと再生する作業に取りかかる。

　マイクロチップを人間として復元するには、これを組みこむ《肉体》が必要だ。

　肉体、すなわち《素体》にチップを埋めこむことで素体の構造はチップのデータに基づき機械生命の力で遺伝子レベルで改造され、チップの記き憶おく領域とともに完全な人間として甦よみがえる。

　こうして大量の素体を生産するための一つの《都市国家型素体生産工場》が造られた。



（都市国家型素体生産工場!?）

　ぼくはなぜか──。その言葉に戦せん慄りつをおぼえずにはいられなかった。



　──イークレオンたちはアンテ・レプロムスの力で完全に制御下に置いた機械生命の力を再び借りて、大規模な素体の生活空間を建造したのだ。

　数百万の素体を僅わずかな人数で管理することはできない。だから素体たちが自分で自分を管理し、かつ、自らがマイクロチップの素体であると気づかせないまま生存させるシステムをどうしても造りあげる必要があったのだ。

　機械生命の力にまた頼たよる危険性はイークレオンたちも充じゆう分ぶん承知していた。

　だが、もはやまともな生産能力も持たない彼女たちがこの作業を遂すい行こうするにはどうしても機械生命の使役が必要だったのだ。そうして彼女たちは《生産》を開始する。

　まず素体たちの繁殖場となる広大な都市国家を建造し。そこにライフライン、自然、擬ぎ似じ的な文明、生態系を成立させる可能な限りのものを投入した。

　そこに都市国家と同時進行でクローン技術で創っていた数百万人分の素体を、《自分たちは生まれながらこの都市国家の国民である》という擬似記憶を植えつけて放した。

　素体の基となった遺伝子データは、マイクロチップに保管されていたレイスフェーダ人たちのものだ。これは素体が繁殖する上で劣れつ性せい遺伝子の掛かけ合わせによる遺伝子疾しつ患かんを避さけるため、遺伝子の多様性を求めてのことだった。

　素体をマイクロチップの受容体として完成させるには、素体の生殖能力、寿じゆ命みよう、健康状態、身体能力などを確認しなければならない。

　その異常の有無を見分けるには概おおむね五世代の確認期間を要する。

　時間にして約《一五〇年間》だ。



（一五〇年間……！）

　ぼくのごく身近にある城じよう塞さい型都市国家の《現存する歴史期間》とほぼ一致する。



　──とにかくイークレオンたちにとって問題だったのは、数百万規模の素体に対して自分たちの勢力があまりにも小さすぎるという点だった。

　とても一つの都市国家を管理、統制するだけの戦力も勢力もない。

　かといって素体生成の時点であらかじめ素体の自我を抵抗不能に奪ってしまったりしては、やはり五世代もの観察期間を管理し続けるだけの人的資源がまるで足りない。

　ゆえに素体の管理は素体自身におこなってもらうよりほかに手段はなかったのだ。

　そこに素体が都市国家を勝手に逃にげ出せない、仕組みを造ってな。

　素体がなにかの拍ひよう子しに自分たちが《生いけ贄にえ》であることに気づき、反乱を起こそうとしても寡か兵へいの自分たちが攻せめこまれないようにする、そういう意味でもな。

　そこでイークレオンたちはまず自分たちが都市国家から離はなれ、その上でそこかしこに仕掛けた監かん視し装置で内部の状じよう況きようを見守るシステムを考案した。

　次に素体の逃とう亡ぼう防止策として、またも機械生命の力を用いることを考えた。

　都市国家の周囲にありったけの機械生命をばらまき、あとは勝手に自己増殖させる。

　この機械生命にはイークレオンの系けい譜ふに属する特別なレイスフェーダ人の遺伝子を持つものだけには従順に従うよう前もってプログラミングしておき、逆にそれ以外の素体を無差別に排はい除じよするようにしておいた。

　こうすることで素体は自然と都市国家から離れられなくなり、イークレオンたちのほうは自由に機械生命の獄ごくを行き来できるようになる。

　さらに念を入れてイークレオンは機械生命の獄に侵しん入にゆうしてくる素体を襲しゆう撃げきし食い止めるプログラミングを施ほどこした、遺伝子工学と機械生命技術の結けつ晶しよう──《半有機生命体》を無数に解き放った。これは機械生命を体内に埋めこんだレイスフェーダ人とそれを持たない素体とを明確に区別し、レイスフェーダ人には手出しをしない。

　ただこの包ほう囲い網もうをあまり厳重にしすぎると、今度は無力な素体の都市国家がなにかのはずみで殲滅されてしまうおそれがあった。

　そこでイークレオンたちが素体たちにたった一つの武器として与あたえたものが《イークレオン血統》の遺伝子プールだ。



「イークレオン血統の、遺伝子プール……？」

　ぼくが尋たずねると、レインはわかりやすく教えてくれた。



　──都市国家の素体たちには〇・〇一パーセク、つまり一万人に一人の割合で意図的にイークレオン遺伝子が組みこまれた。

　機械生命を従順に従わせることができるという、あの遺伝子だ。これが発現した者は機械生命を自在に操り、素体都市国家の秩ちつ序じよと安定に寄き与よすることとなる。

　都市を護まもり、素体の仲間を護り、その力は単純に敵と戦うというだけでなく素体たちの精神的な主柱ともなり得、政治、文化の機き軸じくともなるだろう。

　しかしあまり数が増えすぎても、今度はレイスフェーダ人の脅きよう威いとなりかねない。

　そのバランスの妥だ協きよう点が〇・〇一パーセクという数字なのだ。





　そして、ここまで語り続けたレインは一同を見み渡わたして告つ知げたんだ。

「もうわかったことと思う。いま話してきた《都市国家型素体生産工場》こそがウルバスであり、レイスフェーダ人の贄として生まれてきたのが我々であり、我らが永く希望としてきた《希望の園アーセルヴア》こそはレイスフェーダ人の本ほん拠きよなのだ。そして一〇〇年前、我らカラルモにこれらの歴史を伝つ承たえ、《無む窮きゆう領りよう域いき》を越こえて鉱こう化か病びように苦しむウルバスの民を救ったとされている救世主《暁あかつきの人》こそが、──イークレオンだ」



（！）



　　　　※



　あまりにも──

　現実からかけ離れた話に、ぼくたちはしばし返す言葉がなかった。

　肯こう定ていも、否定の言葉も出てこない。

　操作されていないレインの卓たく上じようの携けい帯たい端たん末まつだけが、バッテリーの電力消費モードを弱へと切り替かえる鈍にぶい物音を発していた。

「すぐに信じろといっても到とう底てい無理な話と思う。しかし誓ちかって真実だ。一番初めに前置きした通りな」

　この場の誰だれ一人として疑ってなどいない。

　少なくとも全否定するには、彼女の話は整合性がとれすぎていた。

　ただ思考が停止してしまっていただけだ。心の許容量を超こえる真実に。

（ぼくたちは……）

　人間ではなかったというのか!?　ただレイスフェーダ人を復活させる《肉体の器》となるためだけの。クローンだと。

　衝しよう撃げき的てきすぎてまだ口がきけないぼくたちに、レインは話を進める。

　ぼくらの心の回復を待つ時間が、彼女には無かった。

「いまおまえたちが受けた衝撃と同じものを、わたしも感じ、ガルシア様も感じられた。だがいまから話すことに我らが真に人間であるのか否かという、生物学的な意味ではなく形けい而じ上じよう的、哲てつ学がく的、精神的な意味での問いかけに対する一つの答えが用意されている」

　ならばたとえ永えい劫ごうの時がかかるといわれても──。ぼくたちは最後まで、この話を聞き届けなければならないだろう。ウルバスに生きる者として。





　──都市国家型の素体生産工場、すなわちウルバスが建造されて数十年後。

　突とつ如じよとしてその事件は起こった。

《無窮領域》に出た素体の一人が鉱化病に感染し、それと気づかずウルバスの街へと帰き還かんしてしまい、これがためウルバス全体に鉱化病の大流行が発生したのだ。その者が使っていたその者自身が気づかぬほどの微び細さいな防ぼう塵じんマスクの破損が原因だった。

　だが微細な小さき穴は巨きよ大だいな堤てい防ぼうをも決けつ壊かいさせ、ウルバスの生態系と素体維い持じを脅おびやかすに充分な被ひ害がいをもたらした。

　これを回復させるためにレイスフェーダからやって来たのが《暁の人》イークレオンなのだ。



（そうか！　《暁の人》がウルバスにやってきた目的は……！）

　鉱化病に苦しむぼくたちを憐あわれんでとか、そういう話じゃなくって……。

　素体がここで殲せん滅めつしてしまえばレイスフェーダ人の復活計画も終しゆう焉えんを迎むかえてしまう。

　だから、だったのか……!?



　──ウルバスを訪れたイークレオンがウルバス人を救ったやりかたは、彼女が開発したアンテ・レプロムスをワクチンとして用いるものだった。

　アンテ・レプロムスは暴走する機械生命の自我抑よく制せい、制せい御ぎよ遺伝子に働きかけてこれを鎮ちん静せい化かさせるものだからだ。アンテ・レプロムスの効果は絶大で彼女は瞬またたく間まにウルバスを救ってみせた。そしてその傍はた目めには慈じ善ぜん的てき行為と映る行動と神秘的な美び貌ぼうからウルバス人はイークレオンを神に等しき存在と崇あがめ、彼女は救世主と奉たてまつられるようになった。

　これが《暁の人》伝説の真相だ。



（……。ぼくたちが幻げん想そうを抱いだいていた《暁の人》の真実が、こんな、話だったなんて）

　それに《暁の人》の正体が若い女性だったことにも驚おどろいた。

　ぼくはなんていうか、こう……。

　勝手に古いにしえの賢けん者じやみたいなものを想像していたものだから。でも待てよ……。

（……！　もし、アンテ・レプロムスの話が本当なら）

　これを使えれば、セレーナを……救えるんじゃないか……？

　だってアンテ・レプロムスは機械生命の暴ぼう威いを食い止めるんだろう……!?

（目的がどうであれ、《暁の人》がウルバスの民を救ったのは……事実なんだから！）

　このワクチンさえ見つけて、妹に打つことができれば、彼女を昔のウルバス人と同じように助けることができるじゃないか！

　深い絶望とほのかな希望のはざまで。ぼくは食い入るようにレインを見つめる。



　──ここまで聞いてイークレオンは、血も涙なみだもない冷血な科学者であったような印象を受けたかもしれない。

　見せかけだけの希望を注ぎ、その実我らを同どう胞ほう復活のための家か畜ちくとしか見ていない。

　が、事実は違ちがっていた。機械生命との融ゆう合ごうで人じん智ちを超えた長命と若さを手にしていた彼女は、管理者の責務として永きに亘わたりウルバスの民を監視し続けてきた。

　確かに最初は我らを同胞の器、クローンとしてしか見ていなかったかもしれない。

　頭の片かた隅すみには、クローンであっても命はある、程度の認識はあっただろう。

　しかし同胞復活という重い使命が彼女の《人間としての心》を封ふうじていたのだ。

　が、幾いく十年という歳さい月げつ、ウルバスの監視システムを通じてウルバス人を見続けた結果、彼女の心には変化が芽生えた。歓よろこび、哀かなしみ、感情を持ち。出で逢あい、別れ、子を育はぐくむ。

　そんな彼らが、自分たちレイスフェーダ人とどこが違うというのか、──と。

　心の揺ゆらぎは確信に変わり、いつしかイークレオンは思い悩なやむようになる。

　彼らは確固として生きている、命ある存在なのだ。

　それがたとえ別の数あま多たの命を甦よみがえらせるためとはいえ、彼らの生命を略りやく奪だつしてしまっていいものだろうか？

　こんな悩みを抱いだいている時イークレオンは《暁の人》としてウルバスを訪れ、彼女の揺らぎは頂点に達した。自分を救世主と慕したい、感謝してくるウルバスの民はまさしく、我が子同然であり。じかに触ふれれば温かく、その身体からだは明確に脈打っていた。

　そしてついにイークレオンは一人のウルバス人を愛するようになり彼と結ばれたのだ。

　使命と苦く悩のうの狭はざ間まで──



（イークレオンとウルバス人が、……結ばれた!?）

　それはまさしく──

　イークレオンが出した、ぼくたち《創つくられし存在》が人間であるか否か、という問いに対する一つの答えそのものだった。



　──この瞬しゆん間かん、レイスフェーダ人とウルバス人という種族の壁かべは取り払はらわれた。

　少なくともイークレオン個人においては。

　しかしだからといって彼女は自分を信じ、自分に復活を託たくしたレイスフェーダ人を見捨てることもできなかった。いや、できるはずもなかった。

　そこで彼女は一つの決断をくだしたのだ。究極の葛かつ藤とうの末の決断とは、彼女からウルバス人への《贈おくり物もの》だった。

　手渡した愛するウルバスの男に、子孫へと、大切に継つ承たえるようにと。

　継つ承たえられたのは《可能性》という名の権利。素体にも、自分たちの力で生き延びられるように。あとは、自分たちで勝ち取るのだ。未来と希望を。

　レイスフェーダ人とウルバスの民、どちらの種族が生き残るかは公平に決められる。

　不意打ちではなく報しらされることによって。

　なにも知らない間に命奪うばわれるのではなく、素体たちには準備する機会が与あたえられた。自分たちの身に迫る危機を回かい避ひするための。

　それが同胞もウルバスの民も裏切れないイークレオンの出したぎりぎりの決断だった。



　そこまで聞いてぼくは疑問に思う。

「レイン将軍、でも……ぼくらの身に迫る危機って、でもぼくたちはもう人口も数百万あって、戦力だって無力じゃない。各エリアで独自の軍隊を持っているほどですよね。これならいくらレイスフェーダ人が《創り主》だからって、おいそれと……ぼくらに手を出すことなんてできないんじゃないですか？」

　しかも彼らは滅ほろびゆく少数勢力だ。

　ますます素体を力ずくで手に入れるなんてできそうにない。

　ぼくのぶつけた疑問にレインは深刻な顔で、

「その問題を前もって承知していた彼らには、《切り札》があるのだ」

「切り札？」

　アイリーシュが眉み間けんに縦たて皺じわを寄せる。

「それこそが、──我らが手を組まねばならない《理由》だ」

　レインは言った。

「具体的には、レイスフェーダ人はなにを《切り札》に持っている？」

　ロイ隊長の質問に、

「ウルバス地下には、《大量殺さつ戮りく兵器》がしかけられている。全ウルバス人を優に絶命できるな」



　！



　ぎょっとして黙だまりこむぼくらに、レインは告げた。

「《天高き封ふう印いんの苗なえ床どこ》というのを、おまえたちは知っているな？」

　それは、ウルバス人なら誰だれしも知る場所だった。

　地図を見れば必ず載のっている。城じよう塞さい型都市国家ウルバスは五つのエリアに分かれているが、その中心にはどこのエリアにも属さない土地がある。

　ここに聳そびえるのが《天高き封印の苗床》だ。

　そこには誇こ張ちようではなく天を突つくような巨大な塔とうが建っている。

　ウルバス外がい壁へき同様ウルバス人が建てたものではなく、有史以前よりずっと存在していたとだけぼくは歴史かなにかの授業で習っていて。これがどんな役目を担っているのかぼくは考えたこともなかった。

　考えるにも、調査のしようもない場所だったんだ。

　なぜならば、五大エリアのどこにも属さないここには誰も近づけなかったから。

「《天高き封印の苗床》、もちろん知っていますが、それがどうしたんですか？」

　ぼくが聞くと、レインはかねてから用意していた卓たく上じようの携けい帯たい端たん末まつを操作し画像表示プログラムを起動させる。

　すると端末から半はん透とう明めいの立体映像が卓上に照射され、ちょうど真円を五分割してその中心に芯しん棒ぼうを突き出したコマみたいな物体が現れる。

（ウルバスの、立体模型図だ）

　ゆっくりと横よこ軸じくに回転するウルバス立体模型図の地下、範はん囲いでいうならまさに全ウルバスに万まん遍べんなく拡ひろがる感じで赤色の光点が埋うまっている。

　なかでも《天高き封印の苗床》の真下には一際大きな塊かたまりがあって、そこから四方の光点に根が伸のびている雰ふん囲い気きだ。詳しよう細さいな形までは光点の縁ふち取どりだけでは不明でも、言いようのない禍まが々まがしさが伝わってくる。

「この赤い光点で示されているのが、大量殺戮兵器──ウルバス殲滅システム《ガイナ・ソドム》の効果範囲だ。《天高き封印の苗床》とは、いわばウルバス人がこの殲滅システムに近づかぬよう我らの祖先が自ら施ほどこした《封印》なのだ」

（ガイナ・ソドム……。我らの祖先が自ら施した封印……？）

「──なんだかわからんが、こんなものを起動されたらウルバスがただではすまんことくらいはわかるな」

　ロイ隊長の感想に、ぼくらも同意した。

「具体的にこれがどんな効果をもたらし、どのようなやりかたでウルバス人を殲滅させるものなのかはわたしも知らない。ご存じなのはガルシア様のみだ。しかし目的ははっきりしている。僅わずかな勢力でしかないレイスフェーダ人は五世代の素体調査期間が終わったその時、この装置を起動する。そうすれば我々は無傷のまま絶命または行動不能におとしいれられ、あとはやすやすと彼らに《収しゆう穫かく》される」

「では、このガイナ・ソドムが起動させられるのは五世代の素体調査期間後のみ、ということですね？」

　ぼくの問いかけに、

「ところが、だ。もう一つガイナ・ソドムの起動条件がある。我らウルバス人が明確にレイスフェーダ人の脅きよう威いとなる、と判断された時だ」

「素体観察を中止してでも、……ぼくらを殺すってことですか？　《希望の園アーセルヴア》を護まもるために」

「そうだ。可能ならレイスフェーダ人とて百数十年かけてきた計画だ、完かん遂すいさせたかろう。しかし万が一計画がうまくいかなくなった時、たとえばウルバス人が想像以上に勢力を増して自分たちの脅威となるほどの存在へと成長したならば、やむを得ずこれを絶滅させることはある。自分たちが攻せめ滅ほろぼされてしまっては元も子もないからな」

（くっ、それじゃあぼくたちは心臓を握にぎられているのと同じじゃないか）

　これじゃあ反はん撃げきも、反乱も、できやしない……！

　その時ぼくは、はたと気づく。ウルバスの地下全体を網もう羅らするガイナ・ソドムの光点に混じって一いつ箇か所しよだけ、青い光で縁取られた場所があることに。

（……。これは、なんだろう……）

　ちょうどガイナ・ソドムの本体部分が眠ねむる《天高き封印の苗床》付近、大量殺戮兵器に添そうようにしてもう一つ巨きよ大だいななにかが埋まっている。

　が、ぼくが指し摘てきするより前にロイ連隊長が質問をした。

「おまえさんの話は概おおむねわかった。シェイクトだ、カラルモだといった次元を遥はるかに越こえた《大いなる危機》がいまこのウルバスに迫っているってことだな」

「ご理解いただいて助かる」

「しかしなぜおまえさんがたは、ここまで詳くわしい話を知っている？　イークレオンが一〇〇年前おまえさんがたのカラルモを訪れたってのは聞いた。だからといってな」

　するとレインは携帯端末の電源を落とし、

「いまおまえたちに聞かせた話、および見せた端末の情報は、ガルシア様の儀ぎ礼れい用の剣けんに収められているマイクロチップの内容の一部を再生、コピーしたものだ」

「それがどうした？」

「そしてガルシア様がお持ちのこのマイクロチップこそは《暁あかつきの人》イークレオンより継けい承しようされしあの《イークレオンの贈おくり物もの》だ。──ガルシア様は、ウルバス人と結ばれたイークレオンの直系の子孫だ」



　!?



　ぼくらの視線がレイン一点へと集中し、ぼくはガルシアの二つ名を思い浮うかべる。

《継承者》ガルシア──

　やっと、わかった……。彼女は、イークレオンの遺産を継承せし者だったんだ──

　レインは言った。

「ガルシア様の紫水晶アメジストの瞳ひとみを思い浮かべるがいい。あのウルバスの他ほかに存在し得ない双そう眸ぼうこそがガルシア様がイークレオンの血統であるなによりの証あかしだ。《想そう念ねん士し》に与えられし遺伝子プール《イークレオン血統》より遥かに純血のな」

　言われれば、ぼくは彼女を除いてあんな神秘的な色合いの瞳を見たことがない。

　俗ぞく説せつかも知れないが聞いたことがある。

　遺伝的な掛かけ合わせが遠ければ遠いほどそこに黄金比の美の容よう貌ぼうの持ち主が生まれる可能性があると。あの容姿は自然界によって生まれたものではなく、自然界と人工、二つの融ゆう合ごうによって初めて成就した奇き跡せきの賜たま物ものだったんだ。

「ガルシア様の祖、イークレオンの望みはウルバスの民が自分自身で自らの運命を掴つかみとること。そのためにすべてを伝え、だからこそ最愛の我が子をウルバスに残していった。しかし彼女自身はレイスフェーダの民を見捨てることができずに一人《希望の園アーセルヴア》へと帰っていったのだ。伝えてはならない情報をウルバスの民に伝えたことを一人胸に秘め。終末の時には《希望の園アーセルヴア》の側に立ち、生きるも死ぬも、彼らと運命をともにするため」

　生きたければ戦わなければならない。ただ与えられるのではなく。



    

  
    
      　そこにはただの生易しい愛情ではない、一指導者としての彼女の深い葛かつ藤とうと厳しさが感じられた。

「イークレオンより《贈り物》を託されたガルシア様の祖先、ウィンフォード家の始祖はこの日よりいかにしてウルバスを救うかに思いを巡めぐらせるようになった。無論《希望の園アーセルヴア》にはそれと気づかれずに、だ。気づかれればガイナ・ソドムを使用される。が、厄やつ介かいなことに《希望の園アーセルヴア》はウルバス建造時そのいたるところに監かん視し用のシステムを張り巡らせていた」

「監視用、システムですか？」

　ぼくの問いに、

「盗とう聴ちよう、監視カメラ、種類は多様、どれだけの規模か想像もつかん。いまここで会話している程度ならだいじょうぶだろうが、大規模な行動を起こせばただちに監視の目を集中され彼らに悟さとられてしまうだろう。──ウルバスを救う決意をしたガルシア様の祖先は、もともと単一政府でしかなかったウルバス政府の中ちゆう枢すうにいた人物でそれがため、《暁の人》イークレオンと出で逢あうことができた。彼はイークレオン去りし後、政治のトップにまで上のぼり詰つめ、対《希望の園アーセルヴア》戦略をウルバス政府の極秘裏に推し進める最重要課題とする。そこで考えられたのが、《五大エリアの分割統治》案だった」

（五大エリアの分割統治案……？）

「表向きはウルバスの民族が仲なか違たがいし、五つのエリアに分ぶん裂れつしたと見せかける。理由はなんでもいい。対《無む窮きゆう領りよう域いき》方策が決けつ裂れつした、でもなんでも、な。こうすることで各エリアがそれぞれ戦力を蓄たくわえてもそれはあくまで個々のもの。しかも相殺し合う。《希望の園アーセルヴア》にとってはウルバスに巨大戦力が一極集中することが一番怖おそろしいわけだからな」

　うまいやりかただ……。

　ぼくたちの五大エリアがそんな経けい緯いからできていたなんて……。

「五大エリアの指導者はガルシア様の祖先を中心に、いずれも志を同じくする彼の腹心たちが任命された。そして代々カラルモの指導者がこのリーダーを務めることになったのだ。そうして歴代の各エリア指導者とごく限られた側近のみにイークレオンから託たくされた情報、五大エリアの成立した真の目的が伝承されることとなった。こうして秘ひそやかに対《希望の園アーセルヴア》戦略は進められていったわけだが、まず彼らは都市国家ウルバス内ではなく、《無窮領域》に対《希望の園アーセルヴア》戦略拠きよ点てんを設けようと考えた」

（《無窮領域》に!?）

　だが、──言われて考えてみれば至極当然のことだ。

　ウルバスに戦略拠点を築けば即そく座ざに《希望の園アーセルヴア》の監視システムに引っかかってしまう。けれど《無窮領域》ならばその範はん疇ちゆうの外だ。

「《無窮領域》に造られたのはまず兵力を集結させる軍事拠点、ほかにも様々だがたとえば《掃そう討とう者しや》をもとにした開発兵器──人造《掃討者》の研究開発施し設せつなどだ」

　アイリーシュが複雑な面もちとなる。彼女を襲おそった《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》もカラルモ軍の人造《掃討者》だからだが、ここでは彼女は話の腰こしを折らなかった。

「同時進行で、ウルバス地下のガイナ・ソドムについても調査が進められていった。結果超エ音コ波ーなどにより確かにウルバス地下には巨大装置とおぼしき影かげが見つかり、これにウルバス人が接近することのないよう五大エリアは合議の結果、《天高き封ふう印いんの苗なえ床どこ》を建造し封印した。またイークレオンの贈り物、マイクロチップには五世代の素体計画終了時期そのおおまかなカウントダウンが表示されていた。つまりこの時間こそが、我らに残された、《希望の園アーセルヴア》攻こう略りやくまでに許されたタイムリミットというわけだ」

「タイムリミット……。で、あとどのくらい残されているのですか!?」

　寒気の走るぼくに、

「厳密に何時何分というものではない、実験とは流動的なものだからな。だがぎりぎりであることは間ま違ちがいない。極きよく端たんな話、明日作動したとしても、な」

　だからこそカラルモは行動を起こし、レインがいまこうしてここに来ているんだ。

「とにかく五大エリアの長おさたちはガイナ・ソドム対策も考えてはいたということだ。五大エリア共同で装置の威い力りよくを遮しや断だんするべく、ウルバス表層部を区画整備に見せかけて特とく殊しゆ素材でコーティングしてみたりもした。しかし結論としてはガイナ・ソドムの効果を防ぎ切れる保証はまるでない、との見解にいたった。防げるかもしれないが防げないかもしれない、そんな曖あい昧まいなものに全ウルバス人の命運を託すわけにもいかず、ゆえに我らがやるべきはやはり対《希望の園アーセルヴア》戦略の推進が中ちゆう核かく、との結論に達したのだ」

　それは、そうだ。博打ばくちで一民族の運命を決められたら堪たまらない。

「多角的な防衛策としては一応大規模な移住計画も試みられはした。ウルバス以外に移住できる新天地候補の捜そう索さく。あるいはガイナ・ソドムの脅威に晒さらされることのない第二のウルバスを自らの手で《無窮領域》に建造し、これにウルバス市民を移住させるという計画がな。しかし五〇〇万もの市民を収容できる大都市を造るどころかウルバスの科学力では、数万人規模の収容シェルターを建造するのがやっとだった。《無窮領域》に新天地などないことは知っての通りだ。人的、物的資源の圧あつ倒とう的てき不足、《希望の園アーセルヴア》監視を充じゆう分ぶん意識し隠おん密みつ行動を徹てつ底ていしなければならない制約、《無窮領域》自体の脅威、この難航する作業にあってたとえ数万人規模のシェルターであっても、五大エリアの総力を結集して《八〇年以上》の歳さい月げつを費やしているのだ」

「八〇年以上ってよ!?」

　クーイがびっくりして指折り数える。

「じゃ、じゃあ、《暁の人》ってのが来たのがだいたい一〇〇年前だから、ほとんどシェルターが完成したのって俺たちが生まれるほんの前くらいじゃねーか!?」

　クーイとともに驚おどろくぼくたちにレインは首を横に振ふり、

「それ以上だ、五大エリアが成立したのは《暁の人》が去ってすぐではないからな。シェルターが使用に耐たえうるまでに完成したのはつい数年前──五大エリアの対《希望の園アーセルヴア》戦略、一〇〇年計画とでもいおうか、ようするにそのくらい長いスパンの話だったのだ」

　と、ここでレインは話の視点を変える。

「ここまで五大エリア一〇〇年計画について話してきたわけだが、おまえたちに聞きたい。かりに《希望の園アーセルヴア》との戦争準備を推し進めるとして、戦力の増強、住民たちの避ひ難なん、ほかになにが必要と考える？」

　するとロイ隊長が指揮官らしく返答した。

「情報、だな」

　同様に指揮官であるアイリーシュが同じ視点で答える。

「もっとも肝かん心じんなものが欠けている。敵の《居場所》だ。こちらから攻せめ入るにも奴やつらの居場所がわからなければ手も足も出ん」

　その通りだ、とレインは両名に頷うなずいた。そう、どんなに戦力を蓄たくわえて新兵器を開発したとしても、それを使う相手の居場所が掴めないのであれば絵に描かいた餅もちだ。

　そしてぼくたちウルバス人はいまだに《希望の園アーセルヴア》がどこにあるのか知らないんだ。

「五大エリアとてこの一〇〇年間手を拱こまねいていたわけではない。総力をあげて《希望の園アーセルヴア》捜さがしに奔ほん走そうしていた。五大エリアの対《希望の園アーセルヴア》基本攻こう略りやく方ほう針しんはまず敵に気づかれぬよう《無窮領域》の戦略拠点に大兵力を集結させ、しかる後に敵にガイナ・ソドムを起動させる間も与あたえず一気に奇き襲しゆうをもって《希望の園アーセルヴア》を攻略する、というものだったからな。奇襲さえなれば少数戦力のレイスフェーダ人を制圧することは、充分可能と予想される。だが肝心の座標がわからないでは話にならない」

《無窮領域》探たん索さくの困難さは《想そう念ねん士し》であるぼくたちが誰だれよりも知っている。

　安全で快適な平原を散歩したりするわけじゃないんだ。一歩進むごとに《掃討者》の襲来を警けい戒かいし、《罠トラツプ》に引っかからないよう常時精神は張りつめる。

　持ちこめる水や食しよく糧りようは限られ、炎えん天てん下かにあっては地じ獄ごくの熱ねつ砂さ漠ばくと化す。

（五大エリアが一〇〇年かけても《希望の園アーセルヴア》を見つけられなかったのは、頷ける）

　そもそも《無窮領域》で探索活動をできるのが、ほんの一ひと握にぎりの《想念士》だけなんだから。

「探索の基本となったのはやはり《暁あかつきの人》伝説をもとに太陽の昇のぼる方角、つまりは東側が中心となったが、これとて絶対の保証があったわけではない。なにしろイークレオンが最短距きよ離りで《希望の園アーセルヴア》からやってきたなどと誰にも確証はなかったのだからな。結局努力は徒労に終わり、ガイナ・ソドム起動の刻限だけが刻一刻と近づいてきた。そこでついに三年前、ガルシア様は決断されたのだ。五大エリアを束ねるリーダーとして。たとえ、いかなる犠ぎ牲せいを払はらおうともウルバスを救わねばならないと。そしてこの決断にはアイリーシュの父ルクオン卿きようも深く関かかわっている」

「！」

　アイリーシュは驚きよう愕がくする。

（でも、《紅き六瞳の獣》はガルシアの依より代しろだったんじゃないのか……？）

　その獣にアイリーシュのお父さんは殺された。

　ガルシアとルクオンさんに繋つながりがあったのだとしたら、どんな関係だったんだ……？

「ガルシア様とルクオン卿、そして五大エリアを巡る歴史の変へん遷せん──。すべてが絡からみ合いあの《災さい厄やくの日》は起きてしまったのだ」

　そしていよいよレインの話は佳か境きように入った。
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「わたしの父とガルシアに、交流が……」

　思いも寄らなかった事実に声を震ふるわすアイリーシュに、

「お父君とガルシア様は志を同じくした《盟友》だった」

「《盟友》……？　だったらなぜ、わたしの父は殺された!?　なぜわたしを庇かばって、あんな無む惨ざんな殺されかたをしなければならなかった!?」

　声を荒あららげ円えん卓たくを叩たたいて立ちあがるアイリーシュの前でレインは無言で腕うで組ぐみをする。アイリーシュが座るまで彼女が話す気配はない。

　しばしの間を置いてアイリーシュはどかっと席に腰かけた。やっとレインの唇くちびるが動く。

「ガルシア様とルクオン卿はなにがあってもウルバスを救おうという志で結ばれていた」

「なにがあろうと、ウルバスを救う？」

「おまえが父がどんな活動をおこなっていたか深く知らないのも無理ないこと。五大エリアの一〇〇年計画は身内にも軽々しく内容をもらせないものだったからだ」

　なるほど……。ルクオンさんは、五大エリアの一〇〇年計画に参加してたんだ。

　でも考えてみれば筋は通っている。プラセータ・ルクオン・インダストリーという世界的企き業ぎようのトップなんだ。しかも《希望の園アーセルヴア》攻略に必要不可欠な抗こう体たい錠じよう剤ざいを開発したキーマンでもあるならば、五大エリアのリーダーを務める《継けい承しよう者しや》ガルシアと密接な交わりがあったとしても不思議はない。

「おまえの父ルクオン卿のことを話す前にまず五大エリアの哀かなしい変遷を理解しておいてもらいたい。それは五大エリアは一〇〇年という歳月を費やすうちに本来の目的を忘れ、すでに一枚岩ではなくなってしまっていた、ということだ」

「なんだ、と？」

「そこに今回の悲劇が生まれた原因がある」

　レインは不幸を嘆なげくように数瞬、瞑めい目もくした。

「一〇〇年かけてなお《希望の園アーセルヴア》さえ見つからない現状に、各国の指導者たちの脳裏に絶望の二文字が過よぎり始めたのだ。この絶望が人を狂くるわせ、亀き裂れつを生み、とりわけシェイクトエリア指導者層を利己的な野心に走らせた」

「利己的な野心とは、なんだ？」

　尋じん問もんに近いアイリーシュの問いかけにレインは順序立てて、

「まずガルシア様とルクオン卿の関係だが、対《希望の園アーセルヴア》戦略における新型兵器開発担当、および《プラセータエリアの実質的指導者》としての繋がりだった。ルクオン卿が抗体錠剤を開発されたのは周知の事実だろう。そしてプラセータの実質的指導者というのは、あそこの政治形態は議会共和制だ、まさかその議員全員に五大エリア計画の全ぜん貌ぼうを明かすわけにもいくまい？　だから是ぜが非ひでも議会を動かすバックボーンが必要だった」

「それが、わたしの父だったというのか……？」

「プラセータ・ルクオン・インダストリーの総そう帥すいは一国をも動かせる巨きよ大だい権力者だ、まして本ほん拠きよであるプラセータの議員は皆みななにかしらの形で息がかかっている。実質、プラセータ議会とはルクオン社の代理組織に近い」

　納得のいくレインの説明にぼくらは聞き入り、

「──三年前、ガルシア様とルクオン卿はある目的をもってプラセータの外がい壁へき周辺に集われた。護衛の想念士団を引き連れてな。表向きは当時開発の最終段階に入っていた抗体錠剤の最終テストという名目だったが実際には違ちがっていた。引き連れた想念士団を用いて《罠トラツプ》を操り、意のままとなる開発済みの人造《掃そう討とう者しや》を用い、人じん為い的に《災厄の日》を引き起こすことが真の目的だったのだ」

（！　！　！）

　とうとう当事者レインの口から認められた《災厄の日》カラルモ関かん与よ説。だが彼女は自分たちが虐ぎやく殺さつの《首しゆ謀ぼう者しや》とは言ってない。早合点してはならない。

「誤解しないで欲しい、我らが目もく論ろんだのは《災厄の日》といってもあくまで人的被ひ害がいを出さない、擬ぎ似じ的なものだったのだ。すでに刻一刻と迫せまるガイナ・ソドム発動の危機を前に我らが確実に《希望の園アーセルヴア》発見に至るには、もはや一計を案じるしかなかった。それが第二の《暁の人》を《希望の園アーセルヴア》より派は遣けんさせると、いうものだったのだ」

「第二の《暁の人》を《希望の園アーセルヴア》より派遣させる、ですか？」

　尋たずねたのはぼくだ。

「もし、ウルバスにおいてかつての鉱こう化か病びよう蔓まん延えんのごとき大規模な危機が起こったなら、それは《素体回収が危ぶまれる事態》だ。そうなったら必ず《希望の園アーセルヴア》はこれを防ぐためかつてのイークレオンの《歴史の再現》、使者を派遣してくると踏ふんでいたのだ。その動きさえキャッチできれば今度こそ確実に《希望の園アーセルヴア》の正確な位置が掴つかめる。このために《無む窮きゆう領りよう域いき》各所に異変を察知するための《想念士》が、あの日配置されていたのだ」

　全然、知らなかった……。歴史の裏側でそんなことになっていたなんて……。

　レインの言葉通り《希望の園アーセルヴア》を誤解させるためだけなら、なにも実際に犠牲を多くだす必要はない。多く犠牲が出そうだと勘かん違ちがいさせられればそれでいいのだから、外壁の一部を破は壊かいするとか市民が恐きよう慌こう状態に陥おちいっているとか、演出のしかたはいろいろある。

「あくまで目的が擬似的《災厄の日》であった以上、《希望の園アーセルヴア》側の危機感さえ煽あおれればそれでよかった。そこでガルシア様は充分に市民たちの安全に配はい慮りよするよう厳命されていた、絶対に彼らを傷つけることのないようにと。プラセータに送りこまれた《想念士》たちも、ガルシア様の護衛というよりはむしろ市民たちを護まもるための防ぼう波は堤ていだった。具体的にはウルバス外壁を《想念士》の隠密部隊に《罠トラツプ》で攻こう撃げきさせ、《掃討者》にも襲おそわせる。これで外壁の強度のみを削けずり、《罠トラツプ》と《掃討者》撤てつ退たい後、後日《長年の老ろう朽きゆう化かでウルバス外壁は限界にきている》と偽いつわりの調査発表を各エリア同時におこなうだけの手はずだった。これで《希望の園アーセルヴア》の反応がなければ段階を踏まえて、第二、第三の偽りの会見をおこない危機感を増してゆく。が、ここで思いもよらぬことが起こった」

　ここまで冷静だったレインが忌いま々いましげに、奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

（思いもよらぬ、こと……？）

「なんの前まえ触ぶれもなく、ウルバス外壁を攻撃する《罠トラツプ》や人造《掃討者》たちが制せい御ぎよを失い暴走を始めたのだ」

（！）

「結果、……プラセータ、カラルモ、シェイクトの三エリアで甚じん大だいな被害をもたらした」

「突とつ然ぜん、制御を失った!?　なんだそれは！」

　無責任な発言にアイリーシュが腰こしを浮うかせて噛みつく。

「《想念士》の制御が、いい加減だったのか!?」

　激げつ昂こうする彼女に、

「そうではない。別の悪意ある《想念士》たちによって妨ぼう害がい工作がおこなわれたのだ。どこからか放たれた別の《想念士》集団による精神接続。このため我らの《罠トラツプ》と人造《掃討者》に精神接続の《混線》が発生したのだ。そしてその妨害工作を仕し掛かけてきた者たちが、──後の調査でわかったことだがブランフォード率いるシェイクトエリア軍、第一五連隊の者たちだ」

「シェイクトエリア軍、第一五連隊ですって!?」

　キャロンが叫さけび、

「彼らが、カラルモの《罠トラツプ》と人造《掃討者》を暴走させたのですか……？」

　アイゼルが唸うなる。

「……。ブランフォード」

　ロイ隊長が、殺気立った低い呻うめきを発した。

　そんな……。じゃあ、奴やつらが妨害工作さえしかけなければ、《災厄の日》の悲劇は起きなかったっていうのか……!?　誰も死なず、誰も不幸にならずに済んで……？

　ぼくは、

「しかしなぜシェイクトエリア軍は、カラルモ軍の作戦にそんな妨害工作をしかけたんですか？　第二の《暁あかつきの人》が派遣されなければシェイクトエリア上層部だって、みんなガイナ・ソドムにやられてしまうのに……」

「奴らの目的は自分たちのみが生き延びられる《シェルター》を奪だつ取しゆすること、そしてそのために邪じや魔まな存在だったガルシア様とルクオン卿を、暗殺することだった」

　ぴくり、とアイリーシュの眉まゆが動く。

「ガルシアと、わたしの父の、暗殺……？」

「五大エリアは成立初期、結束を高めるためにそれぞれが異なる役割を担いそのすべてが揃そろわねば《希望の園アーセルヴア》との戦いに支障をきたす仕組みになっていた。たとえば新型兵器開発担当のカラルモ、ウルバス地下のガイナ・ソドム監かん視し分ぶん析せき担当エイズナ、情報収集担当のプラセータ、《希望の園アーセルヴア》探索担当のアッダルという具合にな。無論担当以外の作業も分担しあった。あくまで重点的に活動するという意味でだ。そんななかでシェイクトエリアが担当していたのが、例の《無窮領域》に建造していたシェルターだ」

「あの《数万人規模》ってやつですね？　完成に何十年もかかってたって」

　ぼくが補足する。

「しかしシェルターというのはあくまで建設初期の目的であり、建造途と中ちゆうのある時点からはウルバス市民の収容施し設せつではなく、《希望の園アーセルヴア》攻略のための橋きよう頭とう堡ほ的軍事拠きよ点てんにしようとの方針転てん換かんが五大エリア一〇〇年計画で持ちあがっていた。全人口のたった一パーセクしか救えないとなると収容される者とウルバスに残される者とで、血で血を洗うシェルターの奪うばい合いが起きかねない。それならばいっそ、ということだ。どのみち《希望の園アーセルヴア》奇き襲しゆう侵しん攻こう計画を成立させるには、奴らに気づかれずウルバスの大軍勢を集結させられる大規模な戦略拠点が必要不可欠だったからな」

　シェルターを同どう胞ほう同士が血を流す道具にするくらいなら、全ウルバス人の公平に益となるやりかたで使うという五大エリア一〇〇年計画の考えには賛成できる。

「だがこれに消極的だったのがシェイクトエリアだ。奴らはシェルターを完成させた時点で五大エリアのリーダー、ガルシア様に譲じよう渡とされねばならなかった《起動キー》の受け渡わたしを拒こばんできたのだ。シェルターの性能実験が終わらない、稼か働どうさせるにはまだ早すぎる、あれこれ理由をつけてな。奴らの本心は明白だった。やっと完成にいたったシェルターを独どく占せんしたかっただけなのだ。シェルターさえあれば、成功不ふ透とう明めいな《希望の園アーセルヴア》攻略計画に頼たよらずとも自分たちだけは確実に、安全に生き延びられるからな」

「なんて、汚きたねえ……連中だ!?」

　クーイが吐はき捨すてる。

「シェルターはみんなで造ったもんじゃねえか、それを自分たちだけでってよ……！」

　だがレインは憤いきどおりよりも、むしろ責任を感じている表情をしていた。

　五大エリアの分ぶん裂れつを止められなかった罪が自分たち、指導国カラルモにあるように。

「シェイクトエリアだけでなく、一〇〇年かけてほとんど成果をあげられなかった五大エリア計画に見切りをつける動きはほかのエリアでも出ていた。たとえばアッダルは、代々神官職を務めるアッダル王家が治める宗教国家だ。彼らの思想は永世中立を掲かかげて世捨て人同然に、もはや五大エリア計画には関与せず、いずれは滅ほろびゆくこの世界で終末の刻ときを心安らかに迎むかえようというものだ。無む抵てい抗こう、不ふ干かん渉しよう、彼らの無気力と諦てい観かんもまた我らが彼らに、希望の道みち標しるべを示せずにいたがためだ」

（知らなかった、アッダルはせいぜいエイズナ旅行に行く時、通過するくらいの国のことだから）

　カラルモの将にして、他国アッダルの実状にもやたら詳くわしいレインに、

「無責任ね、……《希望の園アーセルヴア》の問題はウルバス全体の問題なのに。自分たちだけ全部、投げ出して知らん顔を決めこむなんて」

　キャロンの手厳しい指し摘てきに、なぜかレインは当事者のように頷うなずいた。

「耳が痛いな」

「えっ……」

「だがその通りだ。彼らは無責任に運命を投げ出した。そしてシェイクトエリアは反乱を起こした。いまガルシア様のカラルモ陣じん営えいにいる五大エリアの国はかろうじてプラセータ、エイズナのみだが彼らとて、いつまで一〇〇年計画に属してくれるかわからん」

　そこでぼくははたと思い出す。

「そ、そういえばレイン将軍、エイズナって……あの国は電撃侵攻作戦でカラルモが滅ぼしたんですよね？　さっきからの五大エリアの話からすると、もしかして彼らって、味方だったんじゃ……？」

　するとレインの口から思いがけない情報が返ってきた。

「推察の通りだ、あれはフェイクだ。カラルモとエイズナはいまも昔も同盟国に変わりない」

「えっ、えっ、どーいうこと!?」

　混乱しぼくに助けを求めてくるキャロンに、

「えっと、つまりね……カラルモとエイズナのやった戦争はお互たがい了りよう解かいの上の演技だったってことなんだ。もちろん、現場の兵士たちは本気で戦争しているつもりになっていただろうけど。少なくとも上層部は了解し合ってた」

「なんでなんで!?　なんでそんな、フェイクの戦争を!?」

「理由はたぶん、ガルシアが《災さい厄やくの日》を起こそうとしたことと同じさ。もし両国のあいだで緊きん張ちよう感かんが高まっていると見せかけられれば《希望の園アーセルヴア》を動かすことができたかも、しれないだろう？」

「あ、なーるほど、……！　じゃあ」

　キャロンは色めき立ち、

「エイズナの人たちはいま元気でいるの!?」

「もちろんだ。国民のみならず、あの美しい国土、ウルバスの宝についても極力傷をつけないよう厳命している」

　レインの返答に、

「よかった……」

　キャロンは心から胸を撫なで下おろした。彼女は子供の頃ころ、弟さんと出かけたエイズナのリムルダル湖に特別な思い出があるんだ。

「では我が父ルクオンが暗殺されたのは、……。話を総合すると、カラルモからプラセータを引き離はなそうとする目的があったのか？」

　アイリーシュの質問にレインが答える。

「シェルターを独占したいシェイクトエリアだったが、当時のカラルモはまだアッダルを抜ぬかしたプラセータ、エイズナとの三国同盟の状態にあったからな。まともにぶつかっては戦力的に勝ち目がない。だからガルシア様を殺すことで空中分解の危機にあった五大エリアの亀き裂れつを決定的とし、さらにはルクオン卿きようを暗殺することで新カラルモ派だったプラセータ議会をカラルモから引き離す──どころか、新シェイクトエリア派へと寝ね返がえらせる狙ねらいがあったのだ。ルクオン卿が暗殺されれば、……。ルクオン社を継つぐのは新シェイクトエリア派である《ゴスタフ》と決まっていたからな」

「ゴスタフが新シェイクトエリア派、だと……!?」

　ゴスタフ・ボルム、アイリーシュのお父さんの会社を汚きたないやり方で乗っ取ってしまった、嫌いやな、現ルクオン・プラセータ・インダストリー社長だ。

「これも後の調べでわかったことだが、ゴスタフはゴスタフで自分がプラセータ・ルクオン・インダストリーを乗っ取るためにシェイクトエリアと密約を交わしていたのだ。もしシェイクトエリアがルクオン暗殺に成功すれば、自分はプラセータ議会を動かしてシェイクトエリア側につくと。両者の利害はここに一いつ致ちしたわけだ」

「奴が……父を！　会社の乗っ取りも暗殺も、……すべて仕組まれていたというのか!?」

　もっと言うならアイリーシュが狙ねらわれたことさえ、もしかするとルクオンの邪魔な有力後こう継けい者しや候補を消しておく狙いがあったかもしれない。

　……ぐっ。……なんて、卑ひ劣れつな奴なんだ……！

「じゃあレイン将軍、もうプラセータはシェイクトエリア側について……!?」

　ぼくの懸け念ねんに、

「幸いまだプラセータ議会は完全にゴスタフに掌しよう握あくされているわけではない。プラセータ・ルクオン・インダストリー社には先代のルクオン卿を信しん奉ぽうする者も多いのでな。が、やがては時間の問題だ」

　その朗報に、アイリーシュの顔が明るくなる。

「父の信奉者が、まだルクオン社に……」

　ならばまだ、自分がルクオン社を奪だつ還かんする機会はあるかもしれない。

　彼女は一いち縷るの望みを見み出いだしていた。

（これまでの話を聞いてきて、やっと様々なことがわかった）

　とりわけガルシアの謎なぞが。どうして彼女がアイリーシュを助けたのか。

　その後なにも真相を語らず、表立って援えん助じよもできなかったのか。

　……。たとえ盟友ルクオンの遺児といえども、五大エリア一〇〇年計画のことを安易にもらすわけにはいかない。

　そしてたとえシェイクトエリアの妨ぼう害がいがあったとはいえ、《災厄の日》のきっかけを生んだのは紛まぎれもなく自分。五大エリアの乱れを防げなかったのも自分。

　その言い訳をする気も、責任を回かい避ひするつもりもない。

　ガルシアは責任を、痛切に感じていたんだ。

　レインは主の思いを代弁するように、

「《災厄の日》に関してはなにも弁明の余地はない。いかな理由があろうと、目的が別のところにあったとしても、ガルシア様は自らの手で盟友ルクオンを殺あやめたも同然。我らの責任も然しかり。しかし、これだけは知っておいて欲しい」

　レインの言葉にアイリーシュは耳を傾かたむける。

「ガルシア様はルクオン卿より、よく娘むすめの話を聞いていた。自じ慢まんの娘の話をな」

「自慢の……娘？」

「おしゃれ好きで、気高く、信念を曲げず、──《継けい承しよう者しや》の責務さえなければすぐにでも仮面を外して、素顔で会ってみたいとガルシア様はつねづね仰おつしやられていた。ガルシア様はおまえを実の妹のように思われていたのかもしれない」

「わたしが実の妹……」

「ガルシア様はおまえにならば、すべての使命さえ終えたなら、──おまえの手で討たれてもいいとさえ仰られていた」

「っ……!?」

　できればすぐにでも、そばに駆かけつけてやりたかっただろう。アイリーシュが孤こ独どくと絶望の淵ふちに追いやられていた時。

　詫わびられるものなら、償つぐなえるものなら、どんな謝罪でも償いでもしたかっただろう。

　しかし途中で《継承者》ガルシアの使命を投げ出せばそれこそ、ルクオンの遺志に背くことになる。どんなことをしてでもウルバスを救うという盟友の誓ちかいに。

　そんなガルシアの思いが伝わったのか、アイリーシュの表情に少なくとも、憎にくしみはなかった。

「《災厄の日》を生き延びられたガルシア様はすぐに行動を起こされた。最優先されるべきはシェルターの起動キーをシェイクトエリアから奪取することだった。あれがなければ《希望の園アーセルヴア》侵しん攻こう計画自体が頓とん挫ざする。そこでガルシア様は微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセ能力を持つわたしにシェイクトエリア潜せん入にゆうを命じられ、かつ《災厄の日》の黒幕が真にシェイクトエリアであったのか綿密な調査をおこなうよう命じられた。そうして三年の歳さい月げつをかけわたしはようやくキーの保管場所を見つけだしこれを奪還し、《災厄の日》に一五連隊とシェイクトエリア上層部、およびゴスタフ一派が関かん与よしていた内部書類の発見にも至ったのだ」

　レインがガルシア・ウィンフォード特務大たい尉いに変身してシェイクトエリアから軍事機密を持ち去ったという、あの話だ。

「あとの歴史はおまえたちの知る通り、シェイクトエリアはカラルモに宣戦布告したが、真の目的はシェルターの起動キーを我らカラルモから再奪還することだったのだ」

　そこまで聞いていたキャロンが、疑問をぶつける。

「でも、いまの話だとシェイクトエリアはガルシアとルクオンさんを暗殺するために《災厄の日》を起こしたのよね？　《災厄の日》に見み舞まわれたのはカラルモ、シェイクトエリア、プラセータの三国とされているわ。じゃあガルシアさんたちのいなかったカラルモとシェイクトエリアは、どうしてあんな殺さつ戮りく事件に見舞われたの？」

「ガルシア様とルクオン卿の暗殺はあくまで事故死に見せかけねばならん。カラルモ、プラセータ、エイズナの三国同盟にシェイクトエリアを攻せめこませる口実を与あたえないためにな。そこでシェイクトエリアは自分たちも被ひ害がい者しやであり、かつプラセータの暗殺事件にも関与していないことを装うためにあえて自分たちのエリアもまた破は壊かいしたのだ」

（自作……自演？）

「そんな、ことのために……？　あたしたちのエリアを……!?」

　言葉もない──

　ぼくたちに、

「それが奴やつらのやりかただ、民の命など策略の道具程度に考えている」

　まさか、そんな理由のために……。

　ぼくの父さんも、母さんも、セレーナも、大勢の人たちも。

　どれだけの人たちが、あれほどの地じ獄ごくの目に遭あったというのか……！

　レインは死者の魂たましいを悼いたむように告げる。

「これまで多くの犠ぎ牲せいが出て、多くの悲劇が生まれた。もう後あと戻もどりはできない。ガルシア様は今回の戦争を《最後の機会》と考えておられる。我々とシェイクトエリアとの戦争は単にシェルターキー争そう奪だつ戦せんの意味合いだけではない。ガルシア様はこの戦いによってウルバスの緊張を高め、《災厄の日》に果たせなかった、《希望の園アーセルヴア》に第二の《暁あかつきの人》を派は遣けんさせる計画をも必ずや実現されようと思われている。そしてこれが成な就されるまでは、今回の戦争、剣けんを収めないつもりだ」

（……そうか！）

　ガルシアがレインに命じてシェルター起動キーを奪うばわせたのは、この奪還を巡めぐってカラルモとシェイクトエリアが全面戦争に陥おちいることまで見み越こしてのことだったんだ。

　五大エリアのアキレス腱けんシェイクトエリアを封ふうじ、同時に《希望の園アーセルヴア》攻こう略りやくも成就させる。彼女の深しん慮りよ遠えん謀ぼうは計り知れない。だが、しかし……。

　これまで滔とう々とうと話し続けてきたレインは椅い子すから立ち上がるとぼくたちに背を向け、

「わたしは初めにおまえたちに《ガルシア様を止めて欲しい》と言った。我らの手はすでに血に汚れている。だがおまえたちなら、──不殺の戦いを貫つらぬいたおまえたちならば、あるいはわたしやガルシア様とは別のやりかたでこのウルバスを救う方法が見つかるかもしれない、と思ったからだ」

　呟つぶやき、彼女は軍ぐん靴かを止めたまま、

「それ以上は、ガルシア様の臣下の身であるわたしの口からは言えん。あとはおまえたちがどのように考え、行動するか、だ。──そろそろガルシア様の本隊が到とう着ちやくされる頃だろう、あとは戦場で会おう」

　陣じん幕まくをどけキャンプを出る彼女の後背を見送りながら、アイリーシュはなにも答えなかった。心の深い部分に思いを秘めるように。

　と、レインとほぼ入れ替かわるように、キャンプに第一〇連隊《想そう念ねん士し》が入ってくる。

「失礼いたします、ガルシア率いるカラルモ軍本隊が北上してまいりました！」

（！）

　一報を受け、ぼくらは全員立ち上がる。

（──ついに、きた）

　ぼくたちは、カラルモ軍と戦うしかないのだろうか……。しかしレインの望みは……。

　ガルシアの真意は……。

　暗あん澹たんたる気持ちで、ぼくは俯うつむいた。



　　　　４



　レインと別れたぼくたちはガルシア軍の陣容を見定めるため、まずはシャズナ区画の境界に添そって第一〇連隊の人たちが建造済みだった機械残ざん骸がい製の防ぼう護ご壁へきの上に来ていた。

　小高い防壁の上から遠目に、一万を優に超こえている大軍がカラルモ領内側の都市部をこちらに向かって行軍してくるのが見える。

　電子双そう眼がん鏡きようで確認するとそこには《ＥｅＸイプセロンテン》でぼくらと戦ったレイン隊の見覚えのある顔、リーヴェとかいったかな、《短い栗くり色いろの髪かみ》をした少女の姿とかもある。

　一万強といえば、シェイクトエリアとの防衛線を維い持じするうえでどうしてもはずせない国境の護まもりを抜かせば、ほぼ全軍で攻めてきているということだ。

　どれだけガルシアがこの戦いに本ほん腰ごしを入れてきているのかがわかる。

《想念士》に歩兵、機き甲こう兵に特とく殊しゆ車両などがバランスよく配置された混成部隊で、リーヴェを筆頭とするレイン隊の彼女たちはできればぼくたちと戦いたくない、そんな複雑な面もちだ。

　と、防壁の胸壁にぐったり上半身を乗せ。

　眼下の大軍を眺ながめていたキャロンがぼやく。

「あーあ、それにしても大ショックよね……。あたしたちのご先祖様って、《希望の園アーセルヴア》人のクローンだったなんてね。……あたしたちって人間じゃなかったわけ？」

（それを言っちゃあ……）

「それにシェイクトエリアの陰いん謀ぼうだのなんだのいろいろ耳にしちゃってさ、あたし人間不信に陥りそう」

　するとわりかしへこたれない感じで、防壁であぐらを掻かきランチャーリュックをタオルで磨みがいていたクーイが、

「んでもクローンたって人間だろ？　子供だってイークレオンとのあいだで出来てんだし。俺らがどこからこようがどんな目的で創つくられてようが、んなもん関係ねーじゃん」

「……あんた、タフね」

　すると機械装甲のヘルメットを被かぶって完全戦せん闘とう態勢となったアイゼルが、

「しかしクーイの意見ももっともだ。重要なのはいまのわたしたちが《生きている》ということだ。悩なやみ、苦しみ、祖先がクローンであろうとなんだろうとな。ましてシェイクトエリア政府に裏切られたことなど落ちこむ必要はない。わたしたちがなんのために《想念士》になると誓ったのかを思い出せばな」

「《ウルバス》のみんなのため、……よね。そうね、ありがと、なんだかふっきれたような気がするわ」

　キャロンたちの会話を聞きながらぼくは、ロイ隊長にお願いして用意してもらったここシャズナ区画にストックされている《罠トラツプ》類の目録に眼めを通していて。

　みんなと同じように思っていた。

　そうだよ、キャロンたちの言う通りだ。

　ここはまず気持ちを切り替えて、カラルモとの戦いに勝利することに集中するんだ。

　でなければすべては終わってしまうんだから。そこに、

「お兄ちゃん……！　カラルモとの戦闘になるって聞いたですが……なんだか大変なことに、なっちゃったですね!?」

　セレーナがやってくる。ぼくは彼女を落ち着かせるために、

「セレーナ、戦闘にはなるけれどだいじょうぶ、心配はいらない。ぼくたちがきっと護ってみせるから。それと、なにがあってもぼくを信じてほしい。できるね？」

　とだけ言い、クローンのことその他はあえて伝えなかった。

「はいです、事情はよくわかりませんが……。セレーナはお兄ちゃんのこと、いつも信じてるですから」

「ありがとう、……後で時間ができたらゆっくりと、いろいろ教えてあげるから」

　そんな風に心の準備を固めていると、第一〇連隊のほかの部隊を指揮して廻まわっていたロイ隊長と、隊長に付き従っていたアイリーシュがやってくる。

「ロイ隊長と、こっちの作戦を決めてきたぞ」

「どういう作戦？」

　尋たずねるぼくに、

「うむ、ほかの隊とも協議の結果だが、カラルモ軍の装甲車両隊や機甲兵といった部隊は各第一〇連隊部隊で引き受けてもらえるそうだ。我々はその間に敵の親玉、ガルシアとレインに集中する」

「二人だけに？」

「本戦いの鍵かぎとなるのはこの二人だ。二人さえなんとかすればカラルモの指揮系統は瓦が解かいする。なによりガルシアはカラルモのリーダーだ、彼女を押おさえればほかの部隊は全面降こう伏ふくせざるをえまい」

　ロイ隊長も告げる。

「よく聞け、第一〇連隊のほかの連中は《想念士》としてはおまえらの先せん輩ぱいだ。ただしこと対人戦にかけてはおまえたちのほうがずっと先輩だ。《ＥｅＸイプセロンテン》を防衛した手並み、見せてもらおう。ましてレインとは一度手合わせ済みだしな」

　励はげまされはするものの、いまいち自信が持てないぼくたちに、

「安心しろ、俺も手を貸す」

　ロイ隊長は宣言した。



　　　　※



　シャズナ区画と隣りん接せつするカラルモ領数区画は金きん属ぞく粉ふんの流入を懸け念ねんして、無人の真空地帯と化していた。

　その緩かん衝しようエリアの一角に、旧カラルモ領の練兵場とおぼしき広大な広場がある。

　そこで戦闘準備から数刻後、ロイ隊長率いるぼくたちアイリーシュ小隊と、どうしてもついてくるといってきかなかったセレーナは、ガルシア本隊と対たい峙じしていた。

　一ひと揉もみで押しつぶせそうな少数戦力を前に長方形の陣を敷しいていたカラルモ軍は一定の間合いを取って停止し、その中軍の奥おくから白馬に跨またがった黒衣の将が現れる。

（ガルシア、だ）

　馬上にいてもわかる背の高い細身の体型、腰こしに儀ぎ礼れい用の剣けんを差し白く長い髪を靡なびかせ、その瞳ひとみは憂うれいを湛たたえるような紫水晶アメジストの輝かがやきを帯びていた。

　緊きん張ちようにごくりと唾つばを呑のむぼくらの前で下馬したガルシアは自軍に向かってなにかを伝えると、横にレインを従え、二人だけでこちらへと進んでくる。

　その背後でどういうわけかカラルモ軍が散開してゆきこの練兵場にはぼくたちアイリーシュ小隊とロイ隊長にセレーナ、そしてガルシアとレインだけが残る形となった。

　ロイ隊長が感心し、

「ほう、さすがにこちらの意図がわかっているな、たいした頭の回転だ」

　帯剣したガルシアとレインは静かに歩を進め、ぼくらと対話のできる位置までやってくる。

「あなたたちだけで防壁の外へ来たことで、わたしとレイン、二人と戦いを望んでいるとお見受けしました」

「察しがよくて助かる、さすがはカラルモの《継けい承しよう者しや》だ」

「たいしたことではありません、わたしたちの利害は一いつ致ちしていますから。それよりもロイ連隊長──《災さい厄やくの日》わたしに代わり、多くの命を助けていただいたこと感謝します。そしてそのためにあなたは何人もの大切な部下を亡くされた」

　ロイ隊長の返答はない。

　ガルシアは一礼だけして、耳打ちするほど隊長のそばに寄ると目線を合わせず小声で、

「──わたしたちの真の敵は、あなたがたではなくその先にある《希望の園アーセルヴア》です。兵力の消しよう耗もうの少ない大将戦による短期決着は望むところ。第一〇連隊の主柱であるあなたが倒たおれれば、我らとてあなたたちに勝利を収めることができるのですから」

　それは、《希望の園アーセルヴア》が張はり巡めぐらしているウルバスの監かん視しシステムを充じゆう分ぶんに意識した対話だった。キャンプ内みたいな密閉空間で話す分にはまだしも、ここまで大がかりにカラルモ軍と第一〇連隊が対峙したいま、どこまで《希望の園アーセルヴア》の監かん視し網もうが延びてきているかわからない。

「シェイクトエリアとの戦いも控ひかえているしな」

　ロイ隊長の読みに、

「あなたもわたしがこう動くと読まれてこの作戦を立てられたのでしょう？　さすがは、かつての《暁あかつきの双そう剣けん》──ただしあなたがたを疑うわけではありませんが、第一〇連隊のほかの部隊を牽けん制せいするために我が軍には、東西南北からシャズナ区画を攻せめるように伝えてあります」

　そばで聞いていたぼくは思う。

（シャズナは包囲されたも同然か、……戦いが長引けばこっちが全ぜん滅めつするな）

　まさしくぼくたちが、この一戦の勝敗の鍵を握にぎっているんだ。

　と、ガルシアはここでようやくアイリーシュを見る。

　本当ならば一番最初に声をかけたかったであろう、盟友の遺児を。

「アイリーシュ、……いまはまだ、あなたに、償つぐなうことはできません」

　しかしアイリーシュは断固として答える。

「償っていただく必要などない、なぜならあなたはわたしになに一つ罪など犯していないからだ」

「……！　アイリーシュ……」

「三年前、《災厄の日》を計画したのは父ルクオンも同じだ。だがそれは人を傷つける目的ではなかった。全ウルバス人の幸福を願い彼らを救おうとしたものだった。結果的には多くの悲劇を生んでしまったとしても、これを真の《災厄の日》としたのはシェイクトエリアだ。だからわたしはあなたを憎にくんでなどいない。わたしが戦うべきはシェイクトエリアと、わたしたちを素体と呼びレイスフェーダ人復活のための道具としか見ていない、《希望の園アーセルヴア》の者たちだけだ。──あなたがわたしに与あたえたものは《復ふく讐しゆうの材料》ではなく、父を失って絶望していたわたしへの、生きる力と、励ましと、見守っていてくれたことだ」

「……。……。……」

　緘かん黙もくのガルシアに、しかしアイリーシュは語気を強めた。

「しかしいまのあなたは間ま違ちがっている！　どんな目的があれ、戦争を起こし！　市民たちを傷つけ、命を奪うばっていい計画などない！　三年前、あなたはこの間違いを知っていたはずなのだ！」

「──三年前とは、事情が変わったのです。わたしたちにはもう、この戦いを押おし通すしか時間が残されていないのです」

　時間が残されていない。──ガイナ・ソドム起動までのタイム・リミット。

　それほどまでに、……三年前の《災厄の日》のように時を待つことができないほどに、事態はもうそこまで切せつ迫ぱくしているのか。

「《運命の盃さかずき》からは、もう《苦い葡萄ぶどう酒しゆ》が溢あふれ出そうとしています」

　大量殺さつ戮りく兵器のことを暗あん喩ゆするガルシアに、

「ならば本当に、……この戦争はエイズナ戦のようなフェイクではないということだな？　両エリアの全面戦争も想定の上という」

「シェイクトエリアが退かず、かつ《例の勢力》が動かねばそうなります」

《例の勢力》──《希望の園アーセルヴア》。

「だったらあなたはこの戦乱で、どれだけの犠ぎ牲せいが生まれてもかまわないというのか!?、ウルバス人同士でさんざん殺し合い疲ひ弊へいしたところで、《例の奴やつら》に勝てるのか!?」

「犠牲が最小限のうちに《彼ら》が動くことを信じるほかありません。たとえ我らがどれだけ疲弊しようと《彼ら》もまた滅ほろびの道を歩む者、勝機はあります」

「ばかな！　それで父が喜ぶと思うのか!?　だったら、この戦争で犠牲者の側に立った人間はどうなる！　彼らは救われないままか!?」

「そうで、あっても！」

　ガルシアは初めて懊おう悩のうを垣かい間ま見みせ、しかしすぐに押し殺して、

「……わたしには、ほかのやり方が見つかりません。逆に尋ねますがアイリーシュ、あなたにはウルバスを救うべつの手だてがあるというのですか？」

「ぐっ……」

　──ない。

　押し黙だまる彼女にガルシアは語る。

「もとよりわたしがここで戦いを望まずとも、わたしが《シェルターの鍵》を持っている以上シェイクトエリアは攻めてくるでしょう。もう時間は動きだしたのです」

　二人のやり取りを、主君の説得をぼくらに託たくしたレインは無言で聞き続けている。

「しかし、それでもわたしは……あなたのやり方が正しいとは思えないのだ！」

　──ウルバスを思う気持ちは、同じなのに。

　アイリーシュは、言わずにはいられなかった。

　ガルシアは揺ゆらぐことを許されないカラルモ軍指導者として、真まっ直すぐに答える。

「わたしも、自分が正しい道を歩んでいるとは思っていません。わたしは自分の手に染まった血に懸かけて、ほかの道を歩むことはできないのです。……。あとはもう、互たがいの力をもって決着をつけましょう」

　こうして対話を終えたガルシアは──

　乗ってきた白馬のところまで静かに戻もどっていった。

　残されたアイリーシュは、もはや彼女に届いているかどうかもわからない声で呟つぶやく。

「……。ガルシア、あなたが全面戦争という選せん択たく肢しをとる以上、わたしはあなたに与くみすることはできない。しかしわたしは父の代わりにあなたを止めてみせよう。ルクオン・シエラールの娘むすめとしてな」

　戦場に殺さつ伐ばつとした風が吹ふき抜ぬける。

　こうしてぼくたちは、──相そう克こくの刃やいばを交えることとなった。



　　　　５



　ぼくは悔くやしさを滲にじませるアイリーシュの肩かたにそっと手を乗せる。

「アイリーシュ、いまは戦おう」

「カイム……」

「この戦いに勝つことでなにかの道が開けるかもしれない。少なくとも、この戦いを不毛の争いにしてはいけないんだ。はっきりしているのは、もしぼくらがこの戦いに勝たなければ、すべてが終わってしまうということだ」

「カイム……」

　はっとしたアイリーシュは、

「……そうだな」



    

  
    
      　消しよう沈ちんしかかっていた意気を無理矢理にでも高めた。

　彼女は頷うなずき、小隊の仲間たちにはっぱをかける。

「よし、必ず勝つぞ！」

「そうよ、ちゃちゃっと勝っちゃえばあとのことはあとのことよ」

　キャロンが元気に応こたえ、クーイもアイゼルもやる気を漲みなぎらせる。

「となれば戦術だが、誰だれが誰と戦うか担当を決めないとな。行き当たりばったりで無目的に相手を替かえていたのではとても勝ち目はない」

　六対二といってもどだいぼくらと向こうとでは実力差があることははっきりしている。

「わたしは、……ガルシアと戦わせてもらいたい。これはわたしの個人的わがままだ」

　一番に申し出るアイリーシュに反対する者など、ぼくたちのなかにいない。ぼくも、

「一いつ緒しよに手伝うよ、実力差を考えたらこれくらいのハンデキャップ、向こうだって許してくれるさ」

「カイム……」

　すると隊長も進み出た。

「いや、おまえたち二人でもまだあのガルシア相手には荷が重いな、俺もいこう」

（隊長！）

「現役ばりばりのあちらさんに対して、こんな制服組のおっさんが加わったところでかえって失礼なくらいだが、……せいぜい相手に不足と言われんようがんばるさ」

　こうして──ガルシアと戦う三人はアイリーシュ、ぼく、ロイ隊長と決まった。

「じゃああたしたちはレイン担当ってことね」

「なんかこう、養成学校思いださねえか？」

「わたしたちはいつも三人で組んでいたからな。実力はむこうが遥はるか上かも知れないが、《想そう念ねん士し》に重要な連れん携けいならこちらも決して負けてはいない」

　この強い絆きずなと士気がアイリーシュ小隊の武器だ。と、

「で、あのぅ……セレーナはどうするですか？」

　自分だけ取り残されてしまった感のある妹が少しだけいじけた感じで、聞いてくる。

（あ、ほっぺがちょっとだけ膨ふくらんでる）

　が、彼女にだって立派な役目があるんだ。いや、彼女だからこその役目が。

「セレーナにはいろいろな《罠トラツプ》とかの情報を教えて欲しいんだ。カラルモは人造《掃そう討とう者しや》とかを開発してて、ぼくらの全然知らない兵器を使ってくる可能性があるだろう？　そんな時はセレーナに、相手の攻こう撃げきの特とく徴ちようとかを推測して欲しいんだ。《無む窮きゆう領りよう域いき》の膨ぼう大だいな知識があるセレーナならできるじゃないか」

　ぼくに指し摘てきされ、セレーナも機き嫌げんを直して張り切ってくれる。

「わかったです！　じゃあセレーナはがんばってお兄ちゃんたちにいろいろな情報を伝えるですね！」

　と、アイリーシュが妹の頭をくしゃくしゃに撫なで、

「しかしあまりそばにいても思わぬとばっちりがくることもある。ガルシアもレインもおまえを狙ねらって手を出す外道ではないがな、伝達はここぞという時だけであとは少し離はなれた建物にでも隠かくれていてわたしたちの戦いを見守っていてくれ」

　ぼくも、

「あ、それなんだけど、セレーナには第一〇連隊の武器保管庫にいて欲しいんだ」

「第一〇連隊、武器保管庫ですか？」

「うん、理由はあとで話すよ、これも大事なお仕事だから。でさ、これを持っていって」

　ぼくが渡わたしたのは軍の備品であるカメラつきの携けい帯たい無線だ。

　これは予備で、自分のぶんもちゃんと軍服の内ポケットに忍しのばせてある。

　無線を受け取ったセレーナは顔を輝かがやかせ、

「わあ、なんだかかっこいいですね！　わかりました、ではセレーナは第一〇連隊武器保管庫でこれを持ってみんなを応おう援えんしてるです！」

　そうこうしているうちに、シャズナの空にカラルモと第一〇連隊両軍の入り乱れる鬨ときの声と、砲ほう弾だんが防ぼう壁へきにぶつかる音がこだまし始める。

（シャズナを攻めるカラルモ軍と第一〇連隊の戦せん闘とうが、始まったんだ）

　ぼくたちも遅おくれるわけにはいかない。

　前方の総大将ガルシアに目を向けると彼女は自分の騎き馬ばへと手を翳かざしていた。

　注目すると白馬の首には馬具と見み紛まがう楔くさび型がたの機械が埋うめこまれていて、ガルシアの手の動きに合わせてこれが明るく輝き出す。あの機械には、どこかで見覚えがあった。

（あれは、……まさか）

　記き憶おくの糸を手た繰ぐって、ぼくは戦せん慄りつする。

（……！　……制せい御ぎよ楔せつだ！）

　制御楔、《依より代しろ操作型》の《想念士》が自らの依代を操るための道具だ。

　そしてぼくがこれを見たのは、あとにも先にも一度しかない……。

（あの時は……）

　数瞬後、制御楔が光ったかと思うと馬の肉体がみるみる巨きよ大だい化し、肩や背中といった筋肉が肉の瘤こぶとなって盛り上がりだす。身体からだの体積はどんどん肥大化し、真っ白だった体毛は深い夜の闇やみを思わせる漆しつ黒こくへと変化していった。渦か中ちゆう、アイリーシュが、

「うっ……ぐ!?　これ……は！」

　心臓を押おさえてくの字に身体を屈かがめた。

「アイリーシュ!?　どうしたの！」

「違い和わ感かん……だ……例の……奴が……現れたみたいな……」

「……!?」

　じゃあ、やはり、あの……！

　馬の顔は面長を通り越こして細長くなり、もはやこの時点で草そう食しよく獣じゆうと呼べる代物ではなくなっていた。嗜し虐ぎやくの本性を隠そうともしない荒あらぶる肉食獣への転てん換かん、口は大きく裂さけ、そこに鋭するどい無数の牙きばが生えてくる。四し肢しは細まり、体毛は逆立ち、巨きよ躯くはやがて象牛ヌーウーをも一ひと噛かみにするほどの臨界にまで達していった。

　最後に顔面の体毛の奥おくで怪あやしく輝く双そう眼がんが、一対、また一対と増え、常とこ闇やみに添そえられた冥めい界かいへの送り火のごとく六つの紅き瞳が現れる。



　──────！



　ロイ隊長を含ふくめ、アイリーシュ小隊の全隊員が凍こおりつく。

「紅あかき……」

　アイリーシュが譫うわ言ごとのように声を発し、

「六瞳りくどうの獣けもの……」

　ぼくが重ねた。

　ガルシアが声をかけてくる。

「あなたがたとの決着をつけるのに、これ以上ふさわしい依代はないでしょう」

　と、ガルシアはおもむろに腕うでを持ち上げてこちらを指差す。刹せつ那な、《紅き六瞳の獣》は自然界の生命体ではありえない強きよう靭じんな脚きやく力りよくで一気にシャズナ遥はるか上空まで跳とび上がり、そのままぼくらの頭上にまで到とう達たつする。

（うっ!?）

　不意を、突つかれた──

　直後、凍りついた刻ときの呪じゆ縛ばくからもっとも早く抜け出していたのはロイ隊長だった。

「ぼやぼやするな、もう戦いは始まっている！」

　ロイ隊長は単身先せん陣じんを切り、《紅き六瞳の獣》へと立ち向かう。

（そういえば隊長って、どんな《想念士》なんだろう）

　隊長はとても長らく前線からブランクのあった人とは思えない俊しゆん敏びんな動きでぼくらと獣との中間地点に割って入ると、いきなり両腕を前方へと伸のばす。

（なんだ、なにが始まる!?）

　すると彼の軍服、左右の袖そでの内側にはきらりと閃ひらめくものがあった。

（あれは……!?）

　腕を前方に伸ばした隊長は、そのまま裂れつ帛ぱくの声をあげた。

「──右腕拳ライトアルム、烈風ウインデル、左腕拳レフトアルム、火炎フアイアル！　焼きつくせ──大火炎竜巻フアイアルストルム！」

　一瞬後、隊長の右腕から風圧で吹ふき飛とばされそうな物もの凄すごい烈れつ風ぷうが発生し、同じく左腕からは灼しやく熱ねつの火か炎えんが噴ふん出しゆつする。さっき閃いたのは隊長が両手首につけていた金属製のリストバンドで、烈風も火炎もここから発生していた。

（あれは、機械……？）

　風と炎ほのお、異なる二つの属性は宙空でみごとに組み合わさり、一つの巨大火炎大竜たつ巻まきとなって天空にいた《紅き六瞳の獣》を一ひと呑のみにする。

　火炎の濁だく流りゆうに包まれた《紅き六瞳の獣》は耳をつんざく咆ほう哮こうを発し、空中で急きゆう遽きよ反転、ぼくらから遠ざかって着地するとそのままガルシアのもとへと疾しつ風ぷう迅じん雷らいの速さで一時撤てつ退たいしていった。

　疾はやき風のおかげで主のもとに帰き還かんした獣からは炎が消え失うせる。しかし魔獣の皮ひ膚ふは醜みにくく焼やけ爛ただれ黒こく煙えんが燻くすぶり、ぼくらの周囲には肉の焼ける不快な異い臭しゆうが漂ただよっていた。

（炎と風、二つの《罠トラツプ》を同時に融ゆう合ごうさせるなんて、……そんなこと！　できる人がこの世にいるなんて、思わなかった……！）

　衝しよう撃げきに固まるぼくとアイリーシュ。

（たぶんこの世界でただ一人の能力の持ち主かもしれない、しいていうなら……《混合型》の《想念士》……？）

　複数の《罠トラツプ》を同時に操れると聞くだけだと簡単そうに思えるかもしれないけど、そんなことはありえない。《罠トラツプ》の精神接続はたとえ一つだけでも極度の精神力、集中力を要求されるものだからだ。ましてやこれを二つ同時に行うということは、頭のなかで高度な二つの計算式を同時に解きこなすようなものだ。

　順番にではない。超ちよう高速に交こう互ごにやるのではなく、あくまで同時にだ。

　そんなこと──人間の脳や精神構造上、常人には絶対にできやしない。

（でもそれだけに、この能力の使用は、制御者に絶大な負担をかけているはずだ……）

　ぼくは推察する。現にロイ隊長は一度能力を使用しただけでぜいぜいと息を切らし、まるでもう精神エネルギーを根ね刮こそぎ使い果たしてしまったかのような様子だ。

（当たり前だ、一つの《罠トラツプ》を限度を超こえて使っただけでも、へたをしたら死んでしまうことだってあるくらいなんだから）

　負荷は相乗効果込みで、ぼくらが精神接続をした時のざっと一〇倍近くあるだろう。これまでぼくたちがロイ隊長の能力をじかに見る機会がなかったことも頷ける。

（隊長の二つ名、《暁あかつきの双剣》の由来か……）

　その時ロイ隊長が肺はい腑ふの奥から絞しぼり出すように叫さけんだ。

「油断するな、奴はまだくたばっちゃいない！　キャロン！　アイゼル！　クーイ！」

　連呼され、キャロンたちは自分の役目を思い出す。

「そ、そうよ！　あたしたちの相手はレインだったわ！」

　ここで彼女にまで連れん携けい攻撃を仕し掛かけられたら勝ち目はない。

「レイン、あなたの相手はこっちよ！　あたしたち三人で相手するわ！」

　レインは視線を向け、

「……。よかろう、おまえたちの相手はわたしがしよう」

　あるいはレインも、ガルシアとアイリーシュの宿命の対決を邪じや魔ましたくなかったのかもしれない。それがたとえ、どんな悲劇的な結末に至ろうとも。

　キャロンたち三人とレインは、向き合いながらぼくたちと離れてゆく。

（キャロンがうまく分断してくれた、これでぼくたちはガルシアに集中できる）

　残されたぼくたちと対たい峙じしていたガルシアは、目をみはり声をかけてくる。

「ロイ、あなたのような《想そう念ねん士し》と手合わせできることを光栄に思います。あなたと互ご角かくの能力を持つ《想念士》など、ウルバスに五人といないでしょう」

「はっ……買いかぶりすぎだ……できればもう年なんで無理は避さけたいんだがね……」

　ガルシアはただ《罠トラツプ》を二つ同時に使えることのみを称しよう賛さんしているのではない。《罠トラツプ》複数使用のもたらす絶大な効果を指し摘てきしているんだ。これはつまり、ほかの《想念士》ならば数人がかりでしかおこなえない《連携》を一人でできてしまうということなのだから。

　そうこうしているうちにガルシアの隣となりで後こう肢しを落とし鎮ちん座ざしていた《紅き六瞳の獣》は、肉体を完全に再生させていた。

　あんなに酷ひどかった火傷やけども、脱だつ落らくした体毛や皮膚も復活している。

（あの再生能力が……《紅き六瞳の獣》の一番厄やつ介かいな能力なんだ）

　ぼくの脳裏に苦い経験が甦よみがえる。前にぼくとアイリーシュとで奴と戦った時も、散々苦労させられてしつこく身体を再生されたんだ。

　その再生能力の源は《紅き六瞳の獣》の六つある眼めのうちの《中段の双眼》で、奴は餌えさとなる機械残ざん骸がいを食べることで再生エネルギーへと転換し、これで自らの肉体を回復させる。この際有害な機械残骸の毒素を分解中和するのが下段の双眼の役目だ。

　以前奴と戦った時には、ぼくとアイリーシュはこの下段の眼を狙ねらい撃うちすることで辛かろうじて勝つことができた。

（でも、おかしいぞ……？）

　ぼくは大いに違和感を感じる。だってまだ奴は、再生の必ひつ須す要素である機械残骸を食べてないもの。なのにどうして肉体を復元できるんだ……？

　アイリーシュもまた気づいたらしく、ぼくと顔を見合わせる。

（まさか、こいつ……）

　思いたくはないけれど……。

「アイリーシュ、もしかしてこいつ、新たな能力を身につけてきているんじゃ……!?」

　彼女も頷うなずいた。──充じゆう分ぶんにありえる。だって奴はカラルモの人造《掃そう討とう者しや》なんだから。敗因や弱点をカバーする形でなんらかの人工進化をさせられていたとしても全然不思議じゃない。その進化内容とは状じよう況きようから察するに、

（機械残骸を補給せずとも自動的に、肉体を再生する能力……）

「──ちと、厄介だな。あれはそう何発も撃てるもんじゃないんだがね」

　ロイ隊長が汗あせまみれで呟つぶやいた。

（そんな、だとしたら……！）

　こいつ、無敵じゃないか!?　絶望にも近い思いがぼくの胸を過よぎる。

　だって、どうやって倒たおせばいいのか見当もつかない!?　まるで不死身の怪かい物ぶつを相手にしているようなものじゃないか！

　獣はぼくたちの動どう揺ようを見み透すかすように全身の魔ま毛もうを揺ゆらめかせ、静座していた。

　しかしアイリーシュが、

「ふん、だったらなんだというのだ？」

　片腕に抱だき抱かかえていた《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミを宙に放って叫ぶ。

（アイリーシュ！）

「この世に完かん璧ぺきなものなぞ存在してたまるか！　人間のやることだ、弱点は必ずある！　だったらそれを突き止めて叩たたきのめしてやるまでだ！　──精神接続！　機械外装、装着開始！」

　否や、シャズナ区画の武器保管庫から多種多様の機械残骸が飛んでくる。鉄板、歯車、鉄柱などなど。セレーナが隠かくれている場所以外にも武器保管庫は幾いくつもあるから当然彼女は安全だ。これらはすべてヌイグルミを核かくに濃のう密みつに組み合わさり、瞬またたく間まに一体の機械巨きよ人じんを形成していった。

　巨人は地じ響ひびきを立てて、アイリーシュの衛士のごとく地面に降り立つ。

「今度はわたしの番だな、いくぞ！」

　真《ぺぽろってぃ世》の主しゆ砲ほうエネルギー充じゆう填てんには時間がかかるので、彼女がいま発射態勢に入っているのは補助火器類だ。機械依代の全補助火器の安全装置がガシャリと外れる音がして、その発射口を開いたアイリーシュが、

「真《ぺぽろってぃ世》！」

　凜りん然ぜんと叫んだ刹那、

「待て、撃つな！」

　ロイ隊長に制止される。

「なっ……っぐ!?」

　アイリーシュは寸前で緊きん急きゆう停止の想念を送り、おかげでなんとか補助火器発射は止められたものの発射と停止の矛む盾じゆんした二つの想念信号を連続送信されてしまった機械巨人は制御回路に混乱をきたしたらしく、危うく横転しそうになっている。

「なぜ、止めたんです!?」

　食ってかかるアイリーシュに、

「落ち着け、おまえの依代は火力に威い力りよくがありすぎる、こんな角度でぶっ放せばウルバスはどうなると思う？」

「！」

（！）

　内陸都市かなり奥おく地ちまで、どれだけの被ひ害がいが出ることか……。たとえ補助火器であったとしても。

「おまえは《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》を前に頭に血が昇のぼっている。……ま、俺もブランフォードを前にすりゃ似たようなもんだからな、偉えらそうには言えんが」

　この間ガルシアはただ静止していた。《紅き六瞳の獣》ともども。まるで自分たちが狙い撃ちされる危険性など皆かい無むとばかりに。

（くっそ……でもだとしたら、どうする……？）

　補助火器もだめなら、ましてこんな街中じゃ真《ぺぽろってぃ世》の主砲を使うどころか《全装填武器斉射ゼクトウエポン・フアイアル》を使用可能な《ぺぽろってぃ》最終形態、真《ぺぽろってぃ世》改にだってなれやしない……！

　前回の《紅き六瞳の獣》との戦いでは、《全装填武器斉射ゼクトウエポン・フアイアル》が決め手となったんだ。

（この切り札なしで、どうやってあんな強敵、打ち破る……？）

　あとはもうせいぜい真《ぺぽろってぃ世》の肉にく弾だん戦で対たい抗こうするほかないが、アイリーシュはまるで挫くじけず、

「……。だったら、腕わん力りよく勝負でとことんやり合うまでだ！」

　機械巨人の両りよう腕うでを持ち上げてぎゅっと握にぎり拳こぶしを作った。

　一方その頃ころ、練兵場跡あと地ちの少し離はなれた場所ではキャロンたちも死線に身を投じていた。



　　　　※



　キャロンたち三人と間合いを取って立っていたレインが静かに告げる。

「微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセ」

　次の瞬しゆん間かん、彼女の全身は生物の成長を早回しするような速度で変容してゆく。

　顔面や肉体などの生なま肌はだの部分は全体くまなく《生体甲かつ冑ちゆう》に覆おおわれてゆき、完全防御フルフエイスとなった頭部の兜かぶとには対の長く捻ねじれた角が生えてくる。

　後頭部から腰こしにかけては長い鬣たてがみが伸び、四し肢しは肥大化の対極の行程で細く引き締しまり、代わりに筋密度が増加して筋繊せん維いの一本一本のラインが明確になるほどとなり、その両手の爪つめは長く湾わん曲きよくして魔気漂ただよう刃やいばへと変形を遂とげる。

　戦せん闘とう形態の完全体となったレインはキャロンたちに兜を向け、

「初めに言っておく。わたしはおまえたちを微み塵じんも舐なめてはいない。《ＥｅＸイプセロンテン》での戦いぶりはみごとだった。おまえたちは立派な《想念士》だ」

　好敵手からの讃さん辞じにキャロンは緊きん張ちようの引きつり笑いを浮うかべ、

「あら、そう？　でもあたしたちは全然油断してくれてかまわないのよ。むしろ手加減して戦ってくれるなら大だい歓かん迎げいなんだけど」

「それはできん、わたしはガルシア様のために命を捧ささげる身だ」

「あたしたちもよ、カイムくんたちの邪魔はさせないわ。だから、あなたがわざわざあたしたちの誘さそいに乗ってきてくれたことには感謝するわ」

「礼にはおよばぬ、わたしとてガルシア様とルクオンの遺児の対決を邪魔したくはなかったからな」

　と、レインの生体甲冑の兜の奥からくぐもった声が漏もれ、

「できれば、……おまえたちとは戦いたくなかった。おまえたちは誇ほこりを知り、護まもるべきもののために命をかける。力及およばずとも友を見捨てず、恐きよう怖ふを胸に抱いだきながら必死になって敵に立ち向かう。おまえたちがあの《ＥｅＸイプセロンテン》での戦いで見せた英姿は、信念に殉じゆんじる我らカラルモ軍兵士となんら違ちがいはない」

「レイン……」

「……。だがこれは私情だ。あくまでわたしはガルシア陛下の臣、ガルシア様とともに歩み、ガルシア様とともに死ぬ、これ以外の生き方はわたしには見つからぬ」

　深い沈ちん黙もくが流れ、キャロンは友人に語りかけるみたいな優しい語り口で言った。

「……。そうね、わかってる、あなたにはあなたの信じる道があるんですものね」

　そして彼女は割り切れたようにつけ加える。

「安心なさい、カイムくんたちがきっとあなたのご主人様を止めてくれるから。そうしたらもうあたしたちが戦う必要はなくなるわ。だからそれまでは、あたしたちがあなたのことは止めてあげる」

「！」

「いい、約束して？　もしあたしたちがこの戦いに勝ったら、必ずあたしたちとちゃんと仲直りすること。なんのわだかまりもなく。そうして、あたしたちと友だちになるの」

「友だち……？」

　厚い甲冑の陰かげで表情は見えず、しかし明らかに困こん惑わくした声を出すレインに、

「そうよ、だってあなたって見るからに生まれた時からずーっとカラルモ軍指揮官やってましたって顔してるでしょ？　ガルシアさんだって。きっと《使命》に縛しばられて女の子らしいこと全然してこなかったんでしょう、ショッピングも、オシャレも、だからあたしがいろいろと教えてあげる。あなたたち年ねん齢れいだって、じつはあたしたちよりちょっと年上なくらいなんだから、背せ伸のびし過ぎよ。もちろん、シェイクトエリアのこととかめんどくさいこと、ぜんぶ片づいてからね」

　しばしの逡しゆん巡じゆんの後、

「……よかろう、おまえたちの仲間が真にガルシア様を止められるのなら、わたしはおまえに従おう」

　その返答に、キャロンだけでなくクーイとアイゼルも歓よろこびを露あらわにした。

「やったぜ、女の子を傷つけるための戦いなんざ最低だが、女の子に新しい人生を提供する手伝いってんならやる気になれるもんな」

「まったくの、同感だ」

「……勘かん違ちがいするな、あくまでおまえたちが勝てればの話だぞ。いくぞ！」

　レインは気合いの声をともなって、疾しつ風ぷう怒ど濤とうの勢いで練兵場跡地を駆かけ抜ぬける。

「わ、わっ、わ、ちょっと待ってよ！　こっちだって準備があるのに!?」

　大おお慌あわてでクーイのランチャーのサイドポケットを開き、その収納庫から《変性加工》の材料となる機械残ざん骸がいをごろごろ取り出すキャロンに、

「甘あまえるな、戦闘はもう始まっているのだぞ！」

　レインが一いつ喝かつし、彼女は進路上に建っていた厚い金属造りの物もの見み櫓やぐら向けて爪を一いつ閃せんさせる。するとものの見事に物見櫓は袈け裟さ斬ぎりにされ、斜ななめに分断され崩くずれ落ちたその断面はまるで鏡みたいだった。

「うっそ、鋭するどすぎ……ない!?」

「まだ四分の一の力も出していない」

　そこにアイゼルが、

「……。落ち着け、いままでのわたしとはもう違う」

　自分を奮い立たせるように自問自答したかと思うと猛もう然ぜんと前進し、

「キャロン！　クーイ！　ここは《直接戦闘型》のわたしが食い止める！」

　そのまま彼は仲間二人を後方に庇かばってレインとがっしり組み合った。《ＥｅＸイプセロンテン》攻こう防ぼう戦せんで果か敢かんに戦い勇気と責任感を学んだ彼に、

「クーイ！　サポート早く！」

「わーってるって」

　ランチャーを肩かたに担いで構えるクーイの前方でレインの湾曲した爪とアイゼルの掌てのひらが完全に組み合い、両者は力比べの状態になっている。その時。

「カイム！　気をとられるな！」

　ぼくの耳に、いきなりアイリーシュの声が飛びこんできた。

（え……？　うわっ!?）

　ほんのしばらくキャロンたちの戦いが気になっていただけなのに──《紅き六瞳の獣》はもう地面を蹴けってぼくの眼前にまで迫せまっていた。地表すれすれを。矢影と化して。が、

「ちぃっ！」

　すぐにアイリーシュが真《ぺぽろってぃ世》の拳で牽けん制せいし、機械巨きよ人じんの野太い両腕で獣の両りよう肩かたを押さえつけてくれる。──も、ただでさえ自重のある獣だ。これに疾しつ駆くの加速が加わり、アイリーシュの依より代しろは軋きしみを上げて大きく後方に仰のけ反ぞった。

（なんて、タックルだ……まともに喰くらったら危なかった……！）

　九死に一生を得ながらも、

（──あれ？）

　ぼくは不自然な挙動を感じた。

（どうしていま、獣は一度目みたいに跳ちよう躍やくしてこなかったんだ……!?）

　どうせ体当たりするなら地表を駆けてくるより、空中を跳躍して勢いをつけてきたほうが断然体重も乗る。もしこのジャンプタックルを受けていたならば、いかにアイリーシュの真《ぺぽろってぃ世》といえどもこれを受けとめきれなどしなかっただろう、そして《依代操作型》の天才ガルシアが、そんな好機を見み逃のがすはずがない。

（跳躍できなかったんじゃなくて、わざと跳とばさなかった……？）

　もしそうなのだとしたら。彼女が跳躍ではなく疾走を移動手段に選んだ理由、それは、

（……。角度だ）

　これしか、ない。獣を上に移動させれば角度がつき、アイリーシュの遠えん距きよ離り系攻こう撃げきに迎げい撃げきされるおそれがある。──いや、厳密にはガルシアは最初からこの角度の問題はわかっていただろう。問題は、であるならなぜ一度目の接近時には彼女は《紅き六瞳の獣》に跳躍させたのか、ってことなんだ。

（一度目と、二度目に、なにか違いはあるのか……？）

　ぼくは考えて、一つ思い当たる。

（……。真《ぺぽろってぃ世》の補助火器発射準備態勢が整っている、ということだ）

　ほかに差はない。でも、まてよ、なぜガルシアはこれを警けい戒かいする？　だっていま準備が整っている補助火器は真《ぺぽろってぃ世》主しゆ砲ほうとは比ひ較かくにならないほど威い力りよくの弱いものなんだよ……？

（そりゃあ火力に定評のあるアイリーシュの依代だ、命あ中たればウルバスに大打撃を与あたえるくらいの威力はある）

　そうであったとしても、《全装填武器斉射ゼクトウエポン・フアイアル》でやっと止とどめをさせたような《紅き六瞳の獣》が警戒するようなものだろうか……？

　ぼくは考えるほど、不信感が募つのる。そして一つの仮説に辿たどり着いた。

（よし、試してみる価値はある）

　獣を掴つかんでいる真《ぺぽろってぃ世》の握あく力りよくは、まだ保もちそうだ。

　確認したぼくは、第一〇連隊武器保管庫で待機してくれているセレーナへとこっそりイヤリングで連れん絡らくを取った。

「セレーナ、ね、セレーナ、聞こえるかい？」

　複数《罠トラツプ》の同時接続のダメージが残る隊長には、まだぎりぎりまで休んでいてもらいたい。また力を借りなければいけない時がきっとくると思うから。

　小声の早口で呼びかけるぼくの通信に、

『あ、はいですお兄ちゃん！　なにかご用ですか！』

　待ちに待っていた感じでセレーナが応答する。

「ぼくがいまから言うものを、例の携けい帯たい無線カメラでこっちに動画送信して欲しいんだ。無線の使い方は──」

　イヤリングの通信回線から無線の使用法を教えてすぐに、

『あ、見つけたです！　これですね！』

　ぼくが軍服から取りだしたこちら側の無線に動画が送られてきた。

　表示されたのはあらかじめ目録で確認しておいた《罠トラツプ》の一つだ。

「ありがとう、セレーナ！」

『いえいえどういたしましてです！』

（よし、これでこの《罠トラツプ》を……使えるぞ！）

《罠トラツプ》を使うのに距きよ離りはあまり関係ない。肝かん要ようなのは精神接続できるかだ。

　そしてこの精神接続に重要なのが距離よりもむしろ《罠トラツプ》の《正しい座標》と《イメージ》なんだ。その両方がこの動画なら補える。

（この《罠トラツプ》で、ぼくの予想を試してやる）

　ぼくは無事、遠距離精神接続を成功させると、

（こい！　《ジュバクノイマシメ》……奴やつの身体からだを貫つらぬくんだ！）

　思いきり心中で念じた。すると無線の向こうで《罠トラツプ》が動いたため、『わわわっ！』と驚おどろく妹の声が聞こえてくる。もちろん妹に《罠トラツプ》が当たらないよう細心の注意を払はらっている。数秒後、複数の《巨大な機械の鎖くさり》が上空から飛来する。

　尖せん端たんには碇いかり状じようの鎖がついていて、本来これで相手を捕ほ縛ばくし動けなくする《罠トラツプ》だけど、今回はこれを《投なげ槍やり》として使用する。

「いけ！」

　都合のいいことに《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》はまだ真《ぺぽろってぃ世》の剛ごう腕わんに押おさえつけられていて身動きできない。ぼくの号令一下、獣に一いつ斉せいにジュバクの槍がさし迫る。

「っ、……ガルマード！　戻もどりなさ──」

　ガルシアの呼び声より先に、ぼくの槍は次々と皮ひ膚ふ、筋肉、臓ぞう腑ふと突つき破やぶっていった。

「ガルマード!?」

　それが《紅き六瞳の獣》の正式な呼び名なのだろう。

　初めて見せるガルシアの焦あせり、主の焦しよう燥そうが伝でん播ぱしたかのように獣は激しく暴れ、機械巨人の腕うでから逃のがれようとする。その間にも全ぜん弾だん命中した《ジュバクノイマシメ》は今度は従来の役目である、捕縛の鎖となって魔ま獣じゆうの全身を縛りあげ始めた。

（いっそこのまま勝負が決まってくれれば、楽なんだけど）

　そこまでは虫がよすぎる、か。もともと《紅き六瞳の獣》との攻こう防ぼうで真《ぺぽろってぃ世》の両腕はオーバーヒート状態で、とうとう限界に達し獣を放してしまった。

　肩の自由を得るなり、《紅き六瞳の獣》は遠とお吠ぼえを発し全身を力ませる。

　すると今度は獣を締しめあげるぼくの《ジュバクノイマシメ》もまた、魔獣の筋肉の膨ぼう張ちようによって張力の限界に達し、そのすべてが一撃で弾はじけ飛んでしまった。

　解放された獣は即そく座ざに反転、ガルシアのもとへと地を駆けて帰き還かんする。

（くっそ……やはり一気に倒たおすにはいたらなかった、か）

　でも、成果はあった。

　ぼくは自身の仮説が正しかったことを、これで証明できていたんだ。

（やっぱりだ、復元の速度が鈍っている）

　アイリーシュの機械巨人に力任せに握にぎられていたぶん、最低でも亀き裂れつ骨折は免まぬかれていないはずの両肩も。ぼくの《罠トラツプ》で穴だらけとなった全身も。足の付け根は妙みような角度にねじ曲がり、皮膚や筋肉も穴だらけのまま、なかなか修復には至っていなかった。

　確信を得たぼくは叫さけぶ。

「アイリーシュ！　ロイ隊長！　……わかったよ、奴の弱点が！」

「弱点だと!?」

「言って……みろ、どういうことだ？」

　ロイ隊長に促うながされ、

「はい、奴は以前みたいに肉体の自己修復機能を持っていますが、その能力は前よりもだいぶ落ちているんです」

「落ちている？」

　聞き返したのはアイリーシュだ。

　彼女も《紅き六瞳の獣》の傷ついた身体へと目を向ける。

「たぶん、市街戦を想定しての改良と思うんだ。市街地では自由に肉体復元の材料となる機械残ざん骸がいが確保できないだろう？　だからこれを食べなくても自己修復できるようカラルモが改良を加えたんだよ。ここからは完全な憶おく測そくだけど、たぶん、あらかじめ再生の《原料》となるみたいなもの──機械残骸系の物質を獣の体内に埋うめこんでおいて、これを必要に応じて消化吸収するんじゃないかな」

「なるほど、事前に用意していたものなら機械残骸を喰くらう必要はないな！」

　アイリーシュと一いつ緒しよにロイ隊長も納得した様子で頷うなずいてくれた。

「ただこの方式にも欠点はあって、獣は体内の機械残骸物質で自家発電しているわけだから、当然エネルギーは限られてくる。最初に埋めこまれた電池以上の再生はできないってことなんだ」

　ここにこそ、ぼくたちの反撃の糸口はあった。アイリーシュが、

「……！　そうか、ならばこっちがしつこく攻撃をしかけていれば、やがて奴の復元能力が先に尽つきる、というわけか!?」

「だからこそさっきガルシアは、きみの補助火器でさえ慎しん重ちように避さけたんだ。これは、こっちの想像以上に獣の回復許容量は、小さいのかもしれないね」

（ただ、問題はここからなんだ……）

　獣の再生能力に限りがあることがわかったところで、これを削けずり奴を仕留める手だてがなければなんの意味も持たない。でもそれには無茶なお願いが……。

（ロイ隊長に、すがることになるんだけど）

「で、──俺にどうしてほしい？」

　ロイ隊長はぼくの視線を感じてか、自分から、聞いてくれた。

　ぼくが一番頼たのみにくい、頼み事を。

「……。はい、再生能力が弱まっている、といってもあくまでこれは非常に高いレベルでの話です。獣を確実に仕留めるにはやはりアイリーシュの主砲攻撃が有効と思われます。あれなら一撃で《紅き六瞳の獣》に致ち命めい傷しようを与えられるはずですから」

「俺にそのための援えん護ごをしろ、ということか」

「はい、……お身体のことさえ、クリアーできれば」

　複数《罠トラツプ》を使用するという、負担を。

　ロイ隊長はふっと笑い、

「だがおまえの案には二つの問題点がある。一つはどうやって《紅き六瞳の獣》を天空に移動させるかという点だ。アイリーシュの主砲を用いかつウルバスに被ひ害がいを出さないためには、最低でも標的を仰ぎよう角かく四五度以上には持ってこなければならん。ガルシアも角度の問題は充じゆう分ぶんに承知している。決して自ら獣を跳とばしてくることはない。もう一つ、アイリーシュの機械依より代しろは主砲エネルギー充じゆう填てんに時間がかかる。それまでどう獣を押さえる？」

「まず主砲エネルギー充填の問題ですが、こちらは事前にアイリーシュに主砲発射の準備をさせておくことで発射段階においてはタイムラグなしで発射できます」

「よかろう、獣を天に跳ばす案については？」

「それは──」

　ぼくの耳打ちを聞き終えた隊長は、

「原理的には、可能だ。あとはこのなまった身体がどこまで保つかだな」

　首関節を鳴らしながら了りよう承しようしてくれた隊長に、ぼくは頭を下げる。

「……。アイリーシュ、きみもぼくらを信じて欲しい。必ず奴を空中に誘さそいこむから」

「よかろう、わたしは真《ぺぽろってぃ世》の主砲エネルギー充填のみに集中しよう。……援護はできんから、そのつもりでいろ」

　こうしてぼくらは、決死の作戦を決行することとなった。

　この策を解かい析せきするなら三人がかりでも相手するのが厳しい《紅き六瞳の獣》を、一時的にとはいえ、ぼくとロイ隊長の二人だけで相手しなければいけなくなるんだ。

　そしてもし前線のぼくらが敗れれば、あとに残されたアイリーシュの命運も尽きる。

　三人はまさしく運命共同体だった。

「いくぞ」

　ロイ隊長の声を合図に、まずぼくと隊長はアイリーシュの真《ぺぽろってぃ世》を中心に左右へと散開する。こうしておけば《紅き六瞳の獣》の再生能力と比ひ肩けんする厄やつ介かいな《もう一つの業》を避けやすくすることができる。

　並行してアイリーシュは自分の機械依代の主砲発射態勢に入る。

　彼女が手旗信号の要領で腕を動かすと真《ぺぽろってぃ世》の両眼が点てん滅めつして大口が開き、その上下顎がく関節の内側で巨大な一本の砲ほう塔とうが閃ひらめいた。

「──やはりあなたたちは、手て強ごわいですね」

　ぼくらの陣じん形けいを一目見て、こちらの意図を看破したらしくガルシアが言う。

　彼女のもとにいた《紅き六瞳の獣》は一度目よりは時間がかかったものの、肉体の修復をもう終えようとしていた。

「できれば、あなたがたの戦闘力を奪うばうだけに留とどめたかった。わたし自身で戦えば、加減して戦えるとも思っていた。しかしそれは過ちだったと思い知らされました」

　ガルシアは信じられないくらい澄すみきった紫水晶アメジストの瞳ひとみでぼくを見て、

「カイムさん、あなたの名はレインから聞いています。……アイリーシュはよいパートナーに恵めぐまれたようですね」

　先手を取って《目標》を分散させたぼくを見み抜ぬいた彼女は、いきなり眉み間けんに皺しわを寄せる。明らかに、苦痛を堪こらえる表情だった。

「っ……っぐ！　っくあ……」

　陶とう器きのような肌はだが汗あせばみ、膝ひざを落としそうにさえなっている。

（あの苦しみかたは……）

《依代操作型》の原理から推定できる。《依代操作型》にもいろいろある。

　アイリーシュみたいに零ゼロから依代を創つくるタイプ。こちらの場合には機械をリモコン操作するイメージが近い。が、しかしガルシアのようにもともと存在していた有機生命体を制せい御ぎよ楔せつで操作する場合、互たがいの神経を直結させている状じよう況きようになるんだ。

　必然的に依代の痛みやダメージが幻げん痛つうの形で制御者にフィードバックされる。

（ぼくらがいままで《紅き六瞳の獣》に負わせたダメージが、ガルシアを襲おそっているんだ……）

　だとしたら、この人はなんて……精神力なんだ!?

　裂れつ傷しよう、重度の火傷やけど、骨折、それらがまとめてやってくる。常人なら発はつ狂きようしのたうち回っていてもおかしくないほどの激痛が彼女の体内を駆かけ巡めぐっているんだ。

　なのに……。これほどまでに毅き然ぜんと直立の姿勢を保ち続けているだけでも、遥はるかに人にん間げん離ばなれしている。

（あるいはこの精神力の源が、彼女の背負っている宿命の重さ……なのか？）

　ぼくは薄うすぼんやりとながら、このガルシア・ウィンフォードという人物を理解し始めていた。

　たぶん、彼女はこの苦痛を望んで受けている。自らへの罰ばつとして。

　人を傷つけ、多くの血を流し、五大エリアの分ぶん裂れつを招いた、自らへの贖しよく罪ざいとして。

　人を一人傷つけるたび、人の涙なみだを流させるたび、彼女は自分もまた同じだけの苦しみを、進んで背負ってきたんだ。言い訳もせず逃とう避ひもせずに。

（なんて、気高い人なんだ）

　それが伝わるから──。

　カラルモ軍の兵士たちも皆みな、レインを筆頭に、死をも厭いとわない覚かく悟ごで彼女に忠誠を誓ちかっているんだ。

（……。この人を止めたい……。こんな戦いで、この人を死なせちゃいけない）

　ぼくもまた、いつしかアイリーシュと気持ちを共有していた。

「もうわたしには、手加減をしてあなたがたと戦う余力はありません。ガルマードの再生能力にも限りがあります」

　悲ひ壮そうでも凜りんとしたガルシアの決意に、アイリーシュは堂々と応こたえた。

「遠えん慮りよしないでかかってくるといい、すべて受けとめてやる」

　もはやガルシアは無言で頷くほかなく、

（あれがくる！）

《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》がぼくらを一息に仕留めようと思ったら、もうあれしかない。

　もっとも危険で、もっともかわしにくいこの業、これのために、目標を分散させるために部隊を散開させた。

（危険でもこれを凌しのがなければ、勝利はないんだ……！）

　と、横に腕を払はらったガルシアの脇わきで《紅き六瞳の獣》が六つの妖よう眼がんを光らせる。

　全身の黒毛はざわざわと総毛立ち、四し肢しには異常な力こぶが盛り上がる。

　それは疑いようのない奴やつの最終兵器の予兆だった。

（《黄よ泉みの波は動どう》！）

　……ロイ隊長！　と目で合図するぼくに、

「──わかっている、やるぞ」

　ぼくと隊長が目配せし合った次の瞬しゆん間かん、



　！



　人造《掃そう討とう者しや》の全身から《魔ま弾だん》が弾はじけた。



　　　　※



　同刻。キャロンたちも死し闘とうの最さ中なかにあった。

「アイゼル！　クーイが撃うつわ！　離はなれて」

「助かる、そろそろ……腕うでが痺しびれて限界だったところだ！　……っであああ！」

　アイゼルはレインの胴どう体たいを蹴けり跳ばして掴つかみ合いの状態から脱だつし、自らも後方に跳ちよう躍やくして間合いを取る。そこに最良のタイミングを見極め、事前にキャロンの砲ほう弾だんを受け取っていたクーイがランチャーでこれを発射する。

　ランチャーはクーイ自じ慢まんの精密射しや撃げきの腕前でレインの身体からだの真ま芯しんを捉とらえるも、

「ちぃっ！」

　レインは手の爪つめで宙空を一ひと掻かきする。驚おどろくべきことに、クーイの放った砲弾は縦に真っ二つに分断されて、そのまま爆発することもなく地面に墜つい落らくした。これを見て、

「……どういうつもりだ？　きさまら、なにかしらの特とく殊しゆ砲弾でわたしを狙ねらったのではなかったのか？」

　砲弾は《特殊》どころか信管さえ抜ぬかれている様子だった。

　するとキャロンが白手て袋ぶくろでこね終えたばかりの新しい砲弾をクーイに手て渡わたし、

「これが、あたしたちの決めたあたしたちのやり方なの」

「おまえたちの、やり方？」

「いろいろ考えたんだけどね、やっぱりどんな特殊砲弾を使おうが結局はあなたに通じないじゃない？」

「戦わずして諦あきらめた、ということか？」

「違ちがうわ。どんな攻こう撃げきを受けても、あなたが死ぬまで戦い続けるって意味。手が折れようと、脚あしがやられようと、焼かれても傷つけられても、だったらそんな攻撃、あたしたちにとって意味がない」

「なに……？」

「そもそも、相手はあのレイン・アムルータよ？　ちゃちなトリモチや閃せん光こう弾だんに引っかかったりすると思う？　中ちゆう途と半はん端ぱな小細工やダメージで、あなたは止まらない。だったらいっそのこと正せい攻こう法ほうでいこうって、あたしたちはカイムくんを信じることにしたの」

「あの少年たちを？」

「見ればわかる。カイムくんたち、ガルシアさんになにかやろうとしてるわ。きっとそれは成功する。そしたらもうあたしたち戦う必要なくなるじゃない。だったらあたしたちにできることは、カイムくんたちがガルシアさんを止めるまで耐たえ忍しのぶこと。それだけでいい。そうするにはこの《爆発しない砲弾》を使うのが一番いいのよ。これなら造りがシンプルな分一番機械残ざん骸がいが節約できて、長期戦にはもってこいだもの」

　長期戦に向く代わりに、勝てる確率は《ゼロ》になる。

　それは仲間たちを信じ切らないと選せん択たくできない戦術だった。

「……。そんなもので、わたしの攻撃を凌しのぎきれると思うのか？」

　摺すり足でじりじりと詰つめ寄よるレインに、

「凌ぐわ。凌ぎきらないで勝手に死んだりしたら、カイムくんたち、あたしたちを許してくれないもの」

「そうか……」

　レインは黙もつ考こうした後、

「──ならば凌ぎきってみせるがいい、わたしはおまえたちを全力でねじ伏ふせよう」

　爪を振ふり翳かざし迫せまる彼女を迎むかえ、誰だれにも届かないくらいの小声でキャロンは呟つぶやいた。

　でもあまり長くは保もちそうにないから、なるたけ早くお願いね──と。

　それは、ぼくたちカイム・クイント側からは聞こえない場所で交わされていた会話だった。



　　　　※



　ぼくにはまるで、距きよ離りがあって聞こえないはずのキャロンとレインたちの会話が聞こえているような気がしていた。自分たちを信じて、奮戦してくれている彼女たちの声が。

（怖こわがっちゃだめだ、……これさえ凌げば、勝機はあるんだから）

　負けられない。ぼくらの勝利を信じて待つキャロンたちのためにも。

　なにより死という危険と等価交こう換かんでなければ、どうしてあれほどの覚悟を背負ったガルシア・ウィンフォードを倒たおせるだろう。

《黄泉の波動》というのは《紅き六瞳の獣》が全身の爪や体毛を四方に飛び散らせ、逃にげ場なく獲え物ものを貫つらぬく恐きよう怖ふの業だ。

　しかもこの体毛には遮しや蔽へい物にこちらが身を隠かくしていても自在に空中で軌き道どうを変えて襲いかかる誘ゆう導どう弾だんじみた能力もあり、さらには毛自体が強力な毒針となっていて軽く触ふれただけでも強きよう烈れつな麻ま痺ひ毒にやられてしまう。

　ただ、この業は全身の体毛や爪などを一呼吸で発射しつくしてしまうものだけに、一度使用したあとは復活にも時間がかかる。復元能力に制約のあるいまの獣の状態なら、これ一発使っただけでもうほとんど残存している再生エネルギーを消費しつくし、あとはもうアイリーシュの主砲を喰くらえば二度と復活できないだろう。

（それでもこの諸もろ刃はの剣つるぎをあえて使用せざるをえないほどに、いまのガルシアも追いつめられているということなんだ）

　ガルシアだって苦しい。ぼくらを仕留められないままじわじわと《紅き六瞳の獣》を負傷させられていったら、座して敗北を待つようなもの。だから彼女はこの業の使用に踏ふみ切ったんだ……！

　だったら負けるな！　という思いがぼくらを奮い立たせる起き爆ばく剤ざいとなる。

　そんな身構えるぼく、ロイ隊長、アイリーシュのもとに宙を埋うめつくすほどの魔ま獣じゆうの毒針が断続的に飛来する。

　体毛といっても一本一本が太くて、強度は真《ぺぽろってぃ世》の陰かげに退たい避ひしているアイリーシュの機械巨きよ人じんの外装に、容よう赦しやなく突つき刺ささっているほどだ。

　この体毛はガルシアの想念で自在に空中で軌道を変えられるものの、遮蔽物の陰に身を隠していれば目標の正確な位置までは掴めない。

　それを見み越こしてアイリーシュは真《ぺぽろってぃ世》の踵かかとの裏で身を伏せている。

　おかげで目算を見誤った毒針はアイリーシュのすぐ上方あたり、脹ふくら脛はぎから膝ひざの裏にかけては弧こを描えがいた軌道でどんどん突き刺さってゆくものの、そこから下、彼女自身は無傷でやり過ごせていた。

（が、所しよ詮せんは急場凌ぎだ）

　決着を、急がなきゃ！

　ぼくとロイ隊長はさっき獣に破は壊かいされた《ジュバクノイマシメ》の残骸をうまく利用して、これを遮蔽物に自分たちの身を隠していた。いい具合に鎖くさりの破片は練兵場跡あと地ちに万まん遍べんなく拡ひろがってくれていて、しかもところによっては重なり合ったりしていて身体を隠すにはぴったりだったんだ。鎖一つ一つの大きさも大人の腰こし回まわりくらいの太さがあり、碇いかりの部分に至ってはこれ一つで充じゆう分ぶんに人間一人覆おおい隠せる。

　ただ、じっとはしていない。

　どしゃぶりの雨を少しずつ、少しずつ雨あま粒つぶに耐えて匍ほ匐ふく前進するように。時にダッシュして。こまめに近場の遮蔽物を経由しては徐じよ々じよに、徐々にと前進してゆく。やがて、

「ようやく間合いもいい頃ころだ、そろそろ一仕事してくるとするか」

　ロイ隊長が声をかけてきた。

「……。お願いします」

「なんだその顔は、おまえが上官の心配をするなどあと《五年》早いんだよ」

　五年で隊長に追いつけるとも取れる言葉に、ぼくは喜んでいいのか困っていいのかわからなかった。

「隊長……」

「不景気な顔してないで、そっちの準備をしておけ」

　ロイ隊長はそのまま飛び出した。毒矢が雨あめ霰あられと飛んでくる遮蔽物の外へと。と、

「右腕拳ライトアルム、烈風ウインデル、左腕拳レフトアルム、火炎フアイアル！　──大火炎竜巻フアイアルストルム！」

《紅き六瞳の獣》の真正面から、両りよう腕うでを前方に突きだして《一人連れん携けい攻撃》に入る。

　すると隊長の両手首から先ほどみたいに右腕から烈れつ風ぷう、左腕から火か炎えんが迸ほとばしり、火炎の大おお竜たつ巻まきは宙空を飛来する獣の毒針を焼き散らしつつ魔獣目がけて一直線に進んでいった。

（いいぞ、へたに身を隠しているより大火炎竜巻フアイアルストルムさえ撃っていれば、ある程度なら前方からくる獣の毒針も迎げい撃げきできる！）

　ある程度なら、だが。ぼくは急ぎ、セレーナと通信をつなげたままだった携けい帯たい無線の動画画面を見る。

（……！　セレーナ！）

　妹は泣きそうな──

　それでいて決して泣くまいと我が慢まんしているような眼まな差ざしで、ぼくと繋つながる無線のカメラレンズをじっと見ていた。きっといままで、こちらの集中力を切らしてはいけないと声をかけるのを我慢してくれていたのだろう。

　しかしぼくと目があった瞬間我慢の限界がきたらしく、

『お兄ちゃん！』

　くしゃりと顔を歪ゆがめ涙なみだぐんだ声で、妹は積もりに積もっていた感情を爆発させた。

「ぼくはだいじょうぶだよ、それより──」

『あ、はい、話は聞いていたです！　また新しい《罠トラツプ》ですね！』

　セレーナはすぐにぼくが指定した《罠トラツプ》を映しに行ってくれた。

　よし、これでこちらの準備は整った、あとはロイ隊長の健けん闘とうを祈いのるばかりだ！

　ロイ隊長の放った大火炎竜巻フアイアルストルムに、

「──大火炎竜巻フアイアルストルム、みごとな業ですが一度見ました、もうガルマードには命あ中たりません」

　ガルシアは冷静に獣けものを左右に奔は走しらせてこの炎ほのおをかわす。ただし絶対に上には跳とばさない。こちらの狙いを充分に意図しての動きだ。

　その間にも彼女は《黄よ泉みの波は動どう》を途と切ぎれさせないよう、第二射、第三射と微び妙みように毒針発射のタイミングをずらしては攻撃を継けい続ぞくしていた。

　ロイ隊長は二発もの大火炎竜巻フアイアルストルムでもはや疲ひ労ろうの極みにある顔をしながらも、

「はっ……攻撃……移動……回かい避ひ……機械みたいに精密な動きだ……あんたもよくその体調で、そこまでの集中力を維い持じできるもんだ……」

「……。あなたこそよく立っていられますね？　残りの《想そう念ねん士し》生命を使い果たしますよ……？」

　すると隊長は沈ちん黙もくのあと、小さな声で祈り始めた。

　──ウェッシュ、マグレガー、バルト、ガイエンタール、ゲイン、ハインツ、ドゥーズ、ブロイゼン、イーシュ、クルズ、ワインズマン、コール、シミュート、テューダー、ゼル、レムリア……。

（あの一六人の、名前だ……）

「ロイ、どうしてあなたはそこまで……」

「同じことを、……繰くり返さないためさ」

　死にかけていた隊長の瞳ひとみに気力が戻もどる。

「だから、しつこくやらせてもらうぜ……！　大火炎竜巻フアイアルストルム！」

「くっ!?」

　それからも──

　隊長は前進を続け、さらに三発目、四発目と大火炎竜巻フアイアルストルムを撃うち続けた。

　自殺行こう為いにも見える、無む謀ぼうさで。ぼくは正視に耐えかね、

「隊長！　もう……やめ──」

「カイム！」

　アイリーシュが、叱しつ責せきする。

　そう、だった……。ここでロイ隊長を止めれば、隊長はなんのためにここまで……！

「……。我らの隊長だ、我らが信じずしてどうする」

「アイリーシュ……」

　彼女はじっと腕を組み、依より代しろのエネルギーを溜ため続け、ひたすら自分の出番を待ち続けた。ガルシアは魂たましいを転化して連発される隊長の大火炎竜巻フアイアルストルムを寸すん分ぶん違たがわぬ正確さで右へ左へと獣を動かし、かわし続ける。その一発ごとに隊長の顔面は蒼そう白はくとなり、相討ちでガルシアの白い肌はだもまた蒼あおみがかっていく。互たがいに一歩も譲ゆずらない、死への階段を駆かけ下りる戦い。一撃、一動に限られた余命を封ふう入にゆうし続けるような攻こう防ぼうにぼくたちの息が詰まる。

　しかしどうしても、ぼくたちが隊長に加勢するわけにはいかないんだ……。

　ぼくたちにはぼくたちの、役割があるのだから……！　やがて、

「……！　うっ……っわあ!?」

　ぼくの右腕に走る激痛──。しまった……！

　見れば、《黄泉の波動》の体毛が一本、ぼくの二の腕に突き刺さってしまっていた。

（まずい……油断したつもりは……なかったのに！）

　隊長の攻防に、見入り過ぎた……。──と思った時には、

（……えっ!?）

　悲鳴をあげる間もなく、今度はがくんと膝から力が抜ぬける。

（麻ま……痺ひ!?　どう……して？）

　地面にくずおれながらぼくはかろうじて、腕から獣の体毛だけは引き抜く。すると傷口からどす黒い瘴しよう気きの煙けむりが立ち昇のぼり、アイリーシュたちも気がついた。

「カイム!?」

『お兄ちゃん!?』

「だい……じょうぶ……まだ生きてる」

　伝えはしたものの、でも、っぐ、なんだ……!?　この強烈な……虚きよ脱だつ感は……!?

（前に喰くらった時には、ここまでの感覚は……なかった、のに）

　ほぼ間を置かず、

「ぐっ……っああ!?」

　今度はアイリーシュの左肩に《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》の毒針が突き刺さってしまっていた。

　さらには隊長までも、

「……っぐあ!?　っちぃ！」

　心臓付近に被ひ弾だんする。

「アイリーシュ！　隊長!?」

　なんて、ことだ……！　被弾したぼくに気を取られて、アイリーシュが被弾、それを案じてロイ隊長も攻撃を喰らうという最悪の連れん鎖さを引き起こしてしまった……。

（これじゃあぼくが……足を引っ張ってしまったも同然じゃないか……！）

　しかしアイリーシュが即そく座ざに、毒針を抜き棄すてながら声をかけてきてくれる。

「おまえのせい……ではない、時間の問題だった……それにおまえも知っているはずだ、わたしにはこの毒への耐たい性せいがある……とな！」

　そうだった、彼女には《災さい厄やくの日》に心臓に撃ちこまれた《紅き六瞳の獣》の爪つめのおかげで、多少なりともこの毒への耐性があるんだった。彼女は隠かくれていてももう無む駄だとばかりに矜きよう持じを見せて、あえて伏ふせの体勢から立ち上がってみせる。

（そうだ……よ、ここで《紅き六瞳の獣》を倒たおせれば……彼女の心臓だってなんとか治るかもしれないんだ！）

　アイリーシュの心臓の爪は手術ではもう切と除れない。

　でも獣が死ねば獣から送られてくる生体エネルギーの流入が止まり、百に一つの可能性であっても、爪は自然に剥はく離りする希望があるんだ。

　彼女は疼うずく左肩を押おさえつつも頑がんとして、真《ぺぽろってぃ世》のエネルギー充じゆう填てんをし続けた。もう少し、あとほんの僅わずかで、エネルギー充填は完かん了りようするのだから。

（それにしても）

　耐性のあるアイリーシュでさえ、その苦しみようは尋じん常じようではなかった。

　以前喰らった時にはもう少し効果が出るまで間があったのに。

（……どうして急に、こんなに《黄泉の波動》の毒素が強まったんだ……!?）

　するとぼくらを代表するロイ隊長にガルシアが告げた。

　隊長も、ガルシアに負けない精神力で麻ま痺ひ毒に耐たえていまだ立っている。

「あなたたちの受けた《黄泉の波動》もまた、《再生能力》同様強力に改良されているのです。もはや勝負ありました、──どうか降こう伏ふくしてください。このままでは心臓、呼吸筋まで麻痺し死に至ります」

　言って彼女は黒衣の外がい套とうの内側から錠じよう剤ざいのシートを取り出した。

「ですが、わたしの持つこの解毒剤さえ飲めば助かります」

「さあて、俺としては……ぜひ受けたいところなんだがね。絶対に首を縦に振ふらない頑固者が後ろで睨にらんでいてね」

　ロイ隊長はアイリーシュを親指で指す。

「当然だ……降伏は……できん」

「なぜです!?　わかっているのですか、アイリーシュ!?　このままではあなたたちは……！」

　するとアイリーシュは《敵》にではなく、実の《姉》に語りかけるような、とても戦せん闘とう中とは思えない柔にゆう和わな表情で返答した。

「決まっている……もし、ここでわたしたちが降伏すれば……あなたを殺す以外のやりかたで止めてくれる人間が……いなくなってしまうからだ」

「！」

　愕がく然ぜんと目を見開くガルシアに、ロイ隊長が言った。

「心配しなさんな……どのみち俺たちにはあと《一連れん携けい分》の攻撃能力しか残されていない。それで勝負は決まるさ」

「では、……すぐにでもその攻撃を凌しのいでこの戦いを終わらせましょう。そのあとには、無理矢理にでもあなたたちにはこの解毒剤を飲んでもらいます」

　ガルシアの前でロイ隊長は両りよう腕うでを前に突つき出す。

（これで、最後だ）

　ぼくもまた、地面に寝ね転ころんだまま仕上げに取りかかっていた。

（隊長が動いてからでは間に合わない）

　だから前もって《罠トラツプ》を発射しておく。それだけに一撃必中、失敗は許されない。

　ぼくは妹がずっと映してくれていた携帯無線の《罠トラツプ》に向かって心中で命じた。

（こい！）

　動画画面に表示されていたのは、一本の大きな《機械の樹木》だ。

　そこの枝が撓しなり、丸い金属果実が十数個、まとめて樹木から放たれる。

（……あとは隊長、まかせましたよ）

「じゃあ……行くぜ……」



    

  
    
      　攻撃態勢に入るロイ隊長に、

「なぜ、そこまでその業に固こ執しゆうを……？　その業が通用しないことはもうわかっているはずです。わたしがガルマードをアイリーシュの射角に入れないことも」

「ああ、あんたが制御している限りそうだろうな」

　アイリーシュももう、真《ぺぽろってぃ世》のエネルギー充填を終えていた。

　いつでも主しゆ砲ほうを発射できる。と、

「──右腕拳ライトアルム、烈風ウインデル、左腕拳レフトアルム、火炎フアイアル！」

　隊長が動いた。本当に麻痺毒に侵おかされているのか、と疑いたくなるほどの磨みがき抜かれた動きで、一気に獣との間合いを狭せばめる。そして前方に最大級の火か炎えん竜たつ巻まきを発射するも、

「ガルマード！」

　一分の隙すきも見せないガルシアに、最後の大おお仕じ掛かけもかわされてしまう。

　主の思念を受け取った《紅き六瞳の獣》は体毛の端はしを焦こがす、すれすれの横移動で攻撃をかわし、すぐさまガルシアのもとへとサイドステップで戻る。主とロイ隊長の距きよ離りがだいぶ狭まり、護まもるべき主人自ら大火炎竜巻フアイアルストルムの余波から横に跳ちよう躍やくして避よけなければいけないほど危険な状じよう況きように陥おちいっていたからだ。

　が、主を優先するその最小限の動きが裏目に出た。

　右腕拳ライトアルム、烈風ウインデル、左腕拳レフトアルム、火炎フアイアル、そして、隊長の言葉には続きがあった──

「──胸中心セントラル、機械槍スパイアー」

「!?」

　愕然とするガルシア。寸すん毫ごうの間も置かず、隊長の軍服の胸部、中心線の着衣の継つぎ目めから人の胴どう回まわりほどの太い《機械の槍やり》が飛び出してくる。

「なっ!?」

　不意を突かれたガルシアは体勢を立てなおすべく機き敏びんに獣を後方に戻そうとするが──さすがに、一歩遅おそい。

「──避よけきれんよ、この間合いでは」

　隊長の機械槍スパイアーは、《紅き六瞳の獣》の喉のど元もと深くへと食いこんでいた。

「隠されし第三の《罠》シークレテイブ・ザ・サード・トラツプ……そんな……!?」

　それはもう、半ば人の業ではない。

「だからこいつは一生に一度……せいぜい二度……使えるくらいの裏技だ……すまんね、反則業で」

　しかしガルシアもまだ負けたわけではない。機械槍スパイアーの威い力りよくでは《紅き六瞳の獣》を仕留めるにはいたらない。だから必死に体勢の挽ばん回かいを試みる。

「……っく！」

　獣の耐たい久きゆう力を信じ、ガルシアがこれをなおも下がらせようとしたその時、

（……！　命あ中たってた！）

「っ!?」

　戦いの詰みメイトを告げ報しらせる乾かわいた音が鳴なり響ひびく。パキン、と。

　それは獣の首に埋うめこまれた金属──制せい御ぎよ楔せつが砕くだけ散ちった音だった。

　ぼくがロイ隊長にお願いしたことは、最初から、獣にダメージを与あたえることではなかったんだ。ぼくが隊長に頼たのんだのは、どんなやり方でもいいので制御楔を破壊して欲しいという内容だった。

「しま……った……！」

　宙で飛散する金属片を見たガルシアが、放心する。

　次の瞬しゆん間かん、ぼくが事前に呼んでいた《罠トラツプ》が最高のタイミングで飛来した。

（──きた！）

　ぼくはその《罠トラツプ》の名を満を持して叫さけんだ。

「焼き包め……《モウエンノダクリュウ》！　ただし……絶対にガルシアを傷つけるな！　狙ねらうのは《紅き六瞳の獣》だ……！」

　飛来した円形の金属果実群、《モウエンノダクリュウ》は寸分の狂くるいもなく《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》の足下に着ちやく弾だんし、かと思うと猛もう烈れつな火炎を巻き起こして炸さく裂れつする。

　炎ほのおはすぐに獣を取り囲む高い紅ぐ蓮れんの壁かべと化し、直後、狼ろう狽ばいした《紅き六瞳の獣》は生物の本能とも呼べる動きで火炎地じ獄ごくの監かん獄ごくより逃のがれるべく、天高く跳躍していた。

「いけない！　ガルマード!?」

「ガルシア、あんたの制御下にあったなら……間ま違ちがってもこんなおそまつな動きを……獣はしなかっただろうな……しかしいまの奴やつはただの《野や獣じゆう》だ」

　制御楔を失った魔ま獣じゆうは一切のガルシアの命令を受けつけずどんどん高度を増していく。

「では最初から……あなたはわたしとガルマードの制御を切り離はなすことが目的で……？」

「俺とあんたじゃあ……釣つり合いが取れなさすぎる……俺の相討ちの相手には……機械の楔くさびあたりがちょうどよかったんでね……」

　そこでとうとうロイ隊長は力ちから尽つき、地面に倒れ伏してしまった。

（アイリーシュ……あとは……まかせた……この戦いをきみの手で……！）

　ぼくの心の声が聞こえたように、

「──真《ぺぽろってぃ世》主砲発射用意──目標《紅き六瞳の獣》。方位角そのまま、仰ぎよう角かく、修正七〇度」

　頭部を上方に角度修正した機械巨きよ人じんの口こう腔こうに無数の光こう芒ぼうが集まり、

「発射！」

　その瞬間、虹にじ色いろの閃せん光こうが解き放たれ、《紅き六瞳の獣》は跡あと形かたもなく消散していた。



    

  
    
      　　ウルバスの破は壊かい、そして再さい生せいへ
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「ガルシア様！」

　微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセを解いたレインが色を失い、ガルシアのもとへと駆かけ寄よってくる。

　放心のガルシアは腹心の呼びかけに我に返り、瞼まぶたを閉じて思案に暮れると、

「レイン、──カラルモ全軍に、戦闘の停止命令を」

　ややあってから眼めを開いて命じた。

「ガルシア、様」

「ガルマードを失いました、……わたしの敗北です。それとこれを」

　頼みの矛ほこと盾たてを永遠に消失したガルシアは黒衣の内側から錠剤のシートを取りだし、

「ガルマードの解毒薬です。一刻も早くアイリーシュたちに」

　命じられたレインは敬礼すると、軍服の腰こし元もとに備えつけの銃じゆう型がたの信号弾だんを発射する。

　天に打ちあがった一条の光が炸裂してしばらくすると四方から聞こえていた銃声や砲ほう弾だんの音がぴたりとやみ、シャズナに静せい寂じやくが訪れた。

　レインはアイリーシュ、ぼく、ロイ隊長と順番に解毒薬を渡わたして廻まわり、なんとかぼくたちは自力でこれを飲みこむ。

（助かった……）

　錠剤の解毒作用は劇的で、ぼくらは瞬またたく間まに立ち上がれるまでに回復した。

　とはいっても全身ぼろぼろだ。身体からだの節々は痛むし、傷だらけ、なにより極度の疲ひ労ろうと緊きん張ちようで精神接続に必要な精神エネルギーがもう、ぼくらには絞しぼりかすくらいしか残っていなかった。

「カイムくん、やったわね！　……こちらもおかげで、命拾いしたわ」

　遅おくれてぼくらのところにキャロン、クーイ、アイゼルと、互たがいに肩かたを貸し合って来る。彼らもぼくらに負けず劣おとらず疲労困こん憊ぱいで、アイゼルに至っては機械装そう甲こうが兜かぶとといい甲かつ冑ちゆうといいレインの爪つめで全身切り刻まれていた。と、

「……。っぐ！」

　呻うめき、よろめくガルシアのもとに、

「ガルシア様!?」

　レインが急ぎ近づき、寄り添そって身体を支える。

「だいじょうぶ、です……手傷を負っているわけではありません」

　するとふらつきつつも踏ふん張ばって立っていたアイリーシュが声をかけた。

「おまえたちは敗れた。敗れた以上わたしたちに従ってもらおう」

「アイリーシュ……」

　ガルシアに、

「カラルモと我らは手を取り合うのだ。ウルバスに、真の平和をもたらすために」

　ガルシアはいまだ心のなかに大きな迷いがあるようだった。

　簡単に翻ひるがえすことなどできない、それほどまでの葛かつ藤とうが。

「ウルバスのことはなんとかする。わたしは世の中のことなどわからない小こ娘むすめかもしれない。それでもわたしはあなたを、あなたを縛しばりつけていた運命から解き放ってやりたいのだ」

　なんとかできる根こん拠きよなんてない。ないと承知のうえで決意表明を切々とぶつけるアイリーシュに、しかしそれでもガルシアからの返答はなかった。

　するとロイ隊長が声をかけた。

「あんた、この戦いで死ぬ気だったんじゃないか？」

　びくり、とガルシアの肩が動く。

「《依より代しろ操作型》の最大の弱点は、依代に比べて制御者自身が遥はるかに脆ぜい弱じやくだということだ。そのことを《依代操作型》の天才であるあんたが知らないはずがない」

　制御楔を使えるガルシアは、自ら戦場に出てこなくても充じゆう分ぶん獣けものを戦わせられた。

　自動制御で《戦う命令》だけを楔に入力しておけばいいのだ。

　なのにわざわざガルシアは直接戦場に乗りこんできた。

「自動制御じゃ単純な命令しかできんから、誤ってアイリーシュを殺しちまう危険性がある、だからこれを防ぐために操作を自分自身でやりたかった、そういう事情もあっただろうが──」

　ロイ隊長は見み透すかすように、

「あんた、同時に、無意識だったかも知れないが心の奥おく底そこでは死を望んでいたんじゃないのか……？　自分の使命に疲つかれ果ててな。しかし責任の放ほう棄きは無責任だ。投げ出すことはできない。……あんた、そのせめぎ合いに疲れ果てていたんだ」

　イークレオンの遺産の《継けい承しよう者しや》として。五大エリアの指導者として。

《災さい厄やくの日》に重き、血の十じゆう字じ架かを背負った者として。

　自分の使命は投げ出せない、投げ出すことなど許されない環かん境きようと、その一方で重圧の苦しみに嘖さいなまれ、数あま多たの贖しよく罪ざいをたった一人、双そう肩けんに担い続けなければいけなかった心の限界──

　相反する二つの感情のせめぎ合いにあってガルシアは孤こ独どくに耐たえ続け、それこそ生まれた瞬間、カラルモの指導者として後の運命を決定づけられた時から彼女は孤独な戦いを強いられてきたんだ。

　力を貸してくれる仲間はいただろう。信じられる腹心もいただろう。

　しかし真の意味で《継承者》ガルシアの重責を彼女と分かち合えた者はいない。

　全人類の未来を背負うというのは、それほど重いことなんだ。

（この人はずっと、ぼくらの想像もつかないくらいの深い闇やみの底で……孤独に戦ってきたんだ）

　盟友ルクオン、腹心レインですら到とう達たつできない苦境で。自死すら認められない境きよう遇ぐうで。彼女は永く自分を殺してきた。

　自分というものをすべて犠ぎ牲せいにして、たとえばぼくにはセレーナがいてくれた。甘あまいものを食べて、料理を楽しんだりもできた。でもそんな、普ふ通つうの女の人として生まれていたらもっと得られていたかもしれない平へい凡ぼんな幸せも、日常も、なにもかも放棄して。

　ただひたすらウルバスのために、生きてきたんだ。

　その苦しみを表には出さず、彼女は一人、胸の奥底に沈しずめてきた。

（だから、いつしか身も心もぼろぼろになって、疲れ果てていたんだ）

　選せん択たくを許されない《責任の放棄》を無意識下で望んでしまうくらいに。

「……。ガルシア様、申し訳ありません、……わたくしが不ふ甲が斐いないばかりに」

　レインが痛つう恨こんの極みの表情で詫わびた。敗北したことか。あるいは自分が主の苦しみを引き受けきることができなかったことか。

「……。そういえばアイリーシュ、心臓は……どうなったの？」

　ぼくはどうしても気き掛がかりで、聞いてしまう。

　ガルシアのことがどうでもよかったわけじゃない。

　ただぼくにとってはこれもまた、いま聞いておかなければいけないことだったんだ。

「以前言ってたよね？　《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》を倒たおせば、きみの心臓に食いこんだ《爪》も、もしかしたら剥はがれるかもしれないって」

　宿願を果たしたいま、彼女の心臓は本当に健康を取り戻もどせたのだろうか。

　明日の命も知れない我が身に怯おびえる心配は、なくなったんだろうか。

「わからん、……自分では、とくに変わった感覚はないが」

　困こん惑わくするアイリーシュに、するとやっとガルシアが口を開いた。険しい声音で。

「残念ながら、……アイリーシュ、あなたの心臓は救われていません」

「！」

「！」

　ぼくとアイリーシュが大きな衝しよう撃げきを受け、キャロンたちやロイ隊長もガルシアに見入っている。

「あなたを救えるものでしたら、……すぐにでもそうしていました。たとえガルマードを自らの手で葬ほうむることになろうとも。ですがガルマードを殺しても、あなたの心臓の爪は《生き続ける》のです」

　そう……だよ、ガルシアなら三年前、もしそれで彼女が助かるなら自分の依代を殺してでもそうしていたはずだ。

「どういう、ことだ？」

「三年前爪を放ったのはわたしではなく、ガルマードを暴走させたシェイクトエリア軍《想そう念ねん士し》です。獣の爪は《想念士》の想念によって《動き》獣の生体エネルギーによって《生きる》小型《罠トラツプ》と考えてください。あの爪程度の大きさであれば、爪自体のエネルギーだけで充分に半永久的に動き続けるのです。そして爪を動かす《想念士》の想念もまた、すでに爪に入力済みの自動制せい御ぎよのようなもの」

（自動制御……そん、な……）

　じゃあいままでなんのために、アイリーシュは……。

　彼女を救う手だてはもう、ないってことなのか……!?

　しかしアイリーシュは微み塵じんも悲観などしていなかった。

「そうか、──だったら別のやりかたを探すまでだ」

　まるで至極当然のことのように言ってのける。

　悔くやみも、力みもなく。淡たん々たんと、自然体で。

　本当ならやっと辿たどり着いた希望の光が寸前で断たれ、誰だれよりも絶望に追いこまれていてもおかしくない時なのに。ガルシアは驚おどろき、

「アイリーシュ……」

　すると、

「どうしてこんな風に落ち着いていられるか、あなたは不思議か？　だがそうしてくれたのはあなたなのだ」

「わたし、ですか……？」

　当惑のガルシアにアイリーシュは懐ふところに大切にしまっていた、一通の手紙を取りだして手渡す。手紙の封ふうを開けて中身を開くガルシアに、

「覚えているだろうか、あなたがわたしに送ってくれた手紙だ。わたしはこれを読んで勇気づけられ、前向きに生きる希望を与あたえられたのだ。以来片時も離はなさずにいた」

　ゴールドマリーの芳ほう香こうほの香かおる、その手紙。ガルシアは読んだ。



　──粛しゆく啓けい、アイリーシュ・シエラール嬢じよう。



　いまあなたは人生において最も苦しく困難な状じよう況きように直面していることだろう。

　こんな手紙を軽々しく、あなたに対して書き記すのが憚はばかられるほどに。

　それでもわたしはあなたに生きて欲しい。

　生き抜ぬいてもらいたい。

　運命とは受け入れるものではない。

　自分の手で切り開くものだから。

　流されるのではなく。立ち向かうものだから。

　わたしもまたあなたと共に、自分の運命に殉じゆんじて戦っている。

　だからこそあなたにもまた、どうか無限の可能性を秘めたあなただけの未来を勝ち取って欲しいのだ。

　願わくば、この贈おくり物ものがあなたにとって生きる希か望てとならんことを──



「……！　これ、は……」

　ガルシアの手紙を持つ手が揺ゆれる。

　アイリーシュは物静かに諭さとした。

「ガルシア、あなたは自分の言葉に責任を持つべきだ。あなたはわたしに《生きて欲しい》と願った。その願いこそが、いまのわたしがあなたに捧ささげる願いなのだ」

　アイリーシュの顔に、復ふく讐しゆう心しんも、怒いかりも、一切存在していなかった。ただ切に、

「わたしはあなたに幸せになって欲しい。ウルバスのこと、民のこと、そんな他人の幸せを考えるだけでなく。自分のことなど世界を救うために犠牲にしていいなどと考えるのではなく。わたしはあなた自身にも、自分の幸せを掴つかんで欲しいのだ。あなたがわたしに、わたしの幸せを願ってこの手紙を送ってくれたように」

　ゴールドマリーの花言葉は──



《あなたの未来に両手で抱かかえきれないほどの幸せを》



「……！　アイリーシュ、わたしは……」

　永く押おしこめられていた感情が溢あふれ出す。ガルシアは言葉に詰つまり、口もとを手で押さえ、涙なみだを堪こらえるためか、──天を仰あおぎ見た。その時、だった。

「ロイ隊長！」

　第一〇連隊《想念士》が狼ろう狽ばいした様子で駆かけこんでくる。

「……。どうした？」

　異変を察するロイ隊長に、

「敵てき影えいです！　シェイクトエリア直属軍、第一五連隊とおぼしき《想念士》部隊と、正体不明の軍勢、およそ数千！　シャズナ区画北方ルート《ＥｅＸイプセロンテン》方面より最短直線でこちらに向かっています！」

「なに!?」

　それはガルシアとレイン、ぼくたちアイリーシュ小隊にとっても変事を告げる報しらせだった。
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　とにかくぼくらは第一〇連隊《想念士》が敵影を見たという見張り塔とう──シャズナ区画の物もの見み櫓やぐらに昇のぼる。ロイ隊長、アイリーシュ小隊、ガルシア、レインという面々だ。

　五階建てビルの屋上くらいある物見櫓には専用の電子双そう眼がん鏡きようも設置されていて、これで順次確認すると確かに敵の軍勢が見えた。

　一五連隊の《想念士》部隊に加えて、これの専用《罠トラツプ》を運うん搬ぱんしている第七連隊輸送部隊、といってもいつもぼくらに味方してくれる《ＥｅＸイプセロンテン》のおじいさんたち部隊とは別部隊だけれど。

　そして一際異い彩さいを放っていたのが、正体不明の歩兵部隊だった。

　第一五連隊は戦力としては中ちゆう核かくかもしれないが人数自体は総動員しても二〇〇名ほどしかいない。大勢を占しめているのはこちらの正体不明部隊のほうだ。

　種別でいえば機き甲こう部隊だろうか、鈍どん重じゆうそうだがその分強度に秀ひいでていそうな、そんな感じの無骨な全身機械装甲を装備している。

　それがざっと二〇〇〇から三〇〇〇。こんな人数の《直接戦せん闘とう型》がシェイクトエリア軍を掻かき集めてもいるわけない。彼らは特とく殊しゆ歩兵の一部隊と見るのが正しいだろう。

　すると自分も双眼鏡で視認したガルシアが険しく口走った。

「あれは、……たぶんプラセータ・ルクオン・インダストリーの新型兵器です！」

「プラセータ・ルクオン・インダストリー!?」

　聞き捨てならないアイリーシュに、

「ルクオン社はつい先さき頃ごろ《ＥｅＸイプセロンテン》に新たな拠きよ点てんを設立していました。表向きはシェイクトエリア方面の新事業所ということでしたが、その内実は諜ちよう報ほう活動の拠点と一体化した、軍事生産工場でもあったのです」

　アイリーシュとぼくとで出かけた、ゴスタフとレインに出で逢あったあのホテル会場の事業所だ。

「軍事生産工場……とはどういう話だ!?」

　アイリーシュに、今度はレインが説明する。

「わたしはあのホテル会場で、シェイクトエリアと裏で繋つながりのあると思われていた奴やつらの動向を調査していたのだ。ルクオン社とシェイクトエリアが陰かげで手を組んでいたのは、先に話した通りだからな。シェイクトエリアと手を組む以上当然奴らは、カラルモとぶつかることになる。それを見み越こして奴らは対カラルモ用軍事兵器開発を三年前から推し進め、兵器の搬入をおこなっていた、というのが正解だろうな」

　あっていると、思う。《ＥｅＸイプセロンテン》でぼくたちやレイン隊を苦しめた機械触しよく手しゆだってルクオン社開発の新型兵器だったんだから。

　双眼鏡を覗のぞいてみると軍用車両に搭とう乗じようした短く刈かりこんだ銀ぎん髪ぱつの指揮官──エリア放送や軍の式典で何度が見かけたことがある、第一五連隊連隊長ブランフォード・マシュタルと並んで、見覚えのある一人の超巨漢が行軍している。

　頭は完全に禿はげあがり、全身ぶよぶよの脂し肪ぼう過か多ただ。

　その肉体の不ふ均きん衡こうさは頭頂部にまで脂肪がついていそうなほどで、あまりの肥満ぶりに自力で歩けず戦車みたいな電動車くるま椅い子すに乗っていた。

　あの醜しゆう悪あくな姿は忘れようにも忘れられない。

（ゴスタフ・ボルム……！）

　アイリーシュのお父さんを暗殺してルクオン社を乗っ取った諸悪の根源だ。

（社長自ら、前線に来たのか）

　それにしても異彩を放っていたのは、ゴスタフが戦車じみた電動車椅子をさらに湖軍や河川水軍で使うような巨大戦艦型飛行物体に乗せていた、ということだった。

　真《ぺぽろってぃ世》改よりも断然大きくて、三さん角かく錐すい型をしている。前方にはバランスが不自然なほど巨大で長い砲ほう塔とうがついていた。ガルシアが、

「彼らは疲ひ弊へいしきったわたしたちを、一挙に叩たたこうという腹づもりなのでしょう。監かん視しし、待たれていたのかもしれません」

　敵の目もく論ろ見みに気づけなかった迂う闊かつさを悔くやむ。《シェルター独どく占せん》を目論む彼らにとって、カラルモ軍と《国境なき独立想そう念ねん士し団だん》はなにより目障りな存在なのだから。

　ロイ隊長が冷静に分ぶん析せきし、

「人数自体はまあ、こちらが上だがな。しかしあの短期集中決戦でこっちは半病人揃ぞろいだ。ほとんどの《想念士》が精神エネルギーも枯こ渇かつしてまともに戦える状態じゃない」

　しかも向こうは無傷の一五連隊に加え、ルクオン社開発の兵器部隊まで投入しているんだ。とても勝ち目のないことくらい、ぼくにでもわかる。

　しかしアイリーシュが、

「考えようによっては、ここで奴らと出逢えたのはいい機会かもしれんぞ。わたしとしてはかえってこの戦いで、ルクオン社の件ともども、すべてに決着をつけてやるつもりだ」

　確かにここには、あの《災さい厄やくの日》に絡からんだ当事者のほとんどが揃そろっている。

　ロイ隊長も気力が萎なえるどころかぼくがぞっとするほどの殺気を漂ただよわせていた。

「ブランフォード・マシュタル、……俺おれは、奴には借りが大きすぎる」

　隊長はガルシアに問いかけ、

「で、ここからはあんたらと共同戦線が張れる、という解かい釈しやくでいいわけだな？　奴らは共通の敵だ。ここでやられちまえばウルバス救済もなにもないと思うがな」

　ガルシアも、もう拒こばみはしなかった。

「もとより、わたしたちはあなたたちに敗北した身です。身も心も。アイリーシュ──」

　ガルシアは彼女を見つめ、

「いまのわたしにはもう、……ウルバスを救う力はありません。ですがウルバスには新しい希望が生まれました。わたしはその希望に力ちから添ぞえし、最後まで彼女の救世のやりかたを見届けたいと思います。それがわたしに与えられた、新しい責務と考えますから」

　ガルシアは自分が新しい救世の継けい承しよう者しやに敗や北ぶれたことを、むしろ嬉うれしそうに語った。

　こうして第一〇連隊とカラルモ軍は手を結ぶことになり、ぼくらは最終決戦を挑いどむことになったんだ。
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　カラルモ軍と手を組んだぼくたちはシャズナ区画北ほく端たんに戦力を集中させ、第一五連隊・ゴスタフ連合軍を迎むかえ撃うつことにする。

　先のカラルモと第一〇連隊の戦いですでに北端部防ぼう壁へきは大半が崩くずれさり、どうせ敵軍が素通りできる状態だ。だったらシャズナ北部の都市部そのものを遮しや蔽へい物ぶつとし兵力を運用させたほうが戦いやすい。戦力を集中させた狙ねらいは敵の標的が《シャズナの制圧》ではなく、ぼくらの《殲せん滅めつ》にあるのが確定的だったからだ。

　ならば手て薄うすな東、西、南から迂う回かいしてシャズナに侵しん入にゆうされようと今回の戦いじゃ負けじゃない。それより疲弊しきったこちらの部隊が各個撃げき破はされることのほうを恐おそれたんだ。これはロイ隊長、ガルシアさん、レイン、アイリーシュに、およばずながらぼくの意見も加えた話し合いの結果決まった戦術だった。

　とはいえ、いくら戦力を集中させてもこちらが半病人の集まりであることに変わりはない。苦戦は必至だった。

「うおーい、運んできたぞい。これでほとんど全部じゃ」

　第七連隊のおじいさん軍団がトレーラーで数台分もの機械残ざん骸がい類をぼくらのもとに届けてくれる。一見多そうに見えるが、本格的な戦闘となったら日にち没ぼつまで保もつか保たないかくらいの分量だ。ほかの物資弾だん薬やくも残り少なく心細いことこの上ないが、泣きごとも言っていられない。

　ロイ隊長、ガルシアさん、レインにアイリーシュ、指揮官と呼ばれる人たちは兵たちの手前みんな毅き然ぜんと指揮していた。本当は全員が立っているのもやっとの状態なのに。

　渦か中ちゆう、ぼくはセレーナのことに思いを巡めぐらせる。彼女をそばに呼ぶべきか、このまま隠かくれていてもらうべきか。考えた末、

（うん、セレーナにはやっぱりまだ、第一〇連隊武器保管庫に隠れていてもらったほうがいいな）

　今度の敵はカラルモ軍と真逆でなにをしてくるかわからないんだから。

　ふと気がつけば、みんな決戦を前に自分の心と向き合っていた。

「……。もうすぐこの戦いに区切りがつきそうなの。きっとあなたの仇かたきはとるわ、そしたらまた一いつ緒しよにリムルダル湖に行きましょ」

　ぼくの隣となりではキャロンが、虚こ空くうに向かって優しく囁ささやいていた。

　たぶん、──彼女はいまは亡き弟さんの幻げん影えいを見ているのかもしれない。

「歴史家志望としては、この歴史的一戦に身を投じられたことを歓よろこぶべきか、哀かなしむべきか」

　アイゼルは宝物の《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》を胸もとから取り出すと、いまの心境を忘れないようにページに書き記し、機械装甲の奥おくへと戻もどす。

　このウルバスの重大な分ぶん岐き点てんとなるかもしれない戦いの結末もまた、必ず生きて書き記すと、そんな風に自分に誓ちかいを立てて。

　するとクーイがぽつりとぼくに話しかけてきた。あいかわらずマイペースにランチャーを磨みがきながらも、

「俺さ、親父おやじのことでずっと劣れつ等とう感かん持ってたんだ」

　クーイのお父さん、──専守防衛部隊第一四連隊所属、レンドルフ・ヨアヒムさんだ。

「《災厄の日》が起きちまったのは、もしかしてみんなが言うように、……本当に親父が外がい壁へき防衛の任務から逃にげだしちまって、そのせいなんじゃないかって。ずっと思っててさ。だけど親父を信じたい気持ちもずっとあって、だから親父がそんな卑ひ怯きよう者ものじゃないって、それを証明したくて俺、《想念士》になったんだ」

「クーイ……」

　クーイはランチャー磨きの手を止めると、肩かたに担いだこのサイドポケットから一つの金属球を取り出す。

「これは……」

「《キオクヨトワニ》だ。こいつは《災厄の日》のあと、シェイクトエリアの《Ｅｅイプセロンスリー》近きん郊こうで死んでた親父の遺体のそばに転がってたものなんだ。きっと、親父の最期の瞬しゆん間かんが映っている。でもいままでこいつを怖こわくて、見られなかった。だけどいまなら……。俺、ロイ隊長に話を聞いて、一四連隊は逃げだしたんじゃなくって、《Ｅｅイプセロンスリー》から政府の陰いん謀ぼうで離はなれさせられていただけなんだってわかって、だから俺、こいつを見る勇気が湧わいてきたんだ」

　ぼくは話を聞いて、

「……。クーイ、だいじょうぶだよ、お父さんは絶対にきみや、きみの家族を見捨てて逃げるような卑怯者なんかじゃない」

　ぼくは本心で思っていた。だって。……ぼくのお父さんだって、お母さんだって、そうだったんだから。家族とみんなを護まもるために、最後の最後まで命いのち懸がけで戦っていた。

「……。さんきゅ、なんかそう言ってもらえるとさらに勇気湧いてくるわ」

　クーイが礼を言った、その時だった。

　ブワ────ンと大気が鳴動する。音、というより空気が直接振しん動どうする感覚に近い。肌はだにはちりちりと静電気が走るみたいな感覚があって、直後、ガルシアさんが叫さけんだ。

「……!?　いけない！　全軍、散開してください！」

「えっ、なに、なにごと!?　きゃああっ！」

　一いつ瞬しゆん、なにが起きたかわからない。ぼくらの頭上、かなり上空を一条の光の柱が突つき抜ぬけてゆく。アイリーシュの真《ぺぽろってぃ世》の主砲をさらに三つ、四つ束ね合わせたほどもある巨きよ大だいなエネルギーの固まりだ。光はシャズナ上空を抜けると南へ、南へと進み、やがてぼくらが目で追いきれない地平の彼方かなたにまで飛び去った。

「どう、したのよ……いまの？　べつにあたしたち……どうともなってないけど」

　キャロンが漏もらした直後、



（！）



　閃せん光こう。視界が一瞬で白はく濁だくする。ぼくらの南方、数千マルテルほどの空で気がつけば積乱雲雲底高度に匹ひつ敵てきするほどのきのこ雲が立ち上っていた。数瞬の時間差を経て、

（うっ!?　っぐ……わああっつ!?）

　建造物の外壁、樹木、防ぼう護ご柵さくといったありとあらゆる物体を引き剥はがし、薙なぎ倒たおしながら強きよう烈れつな爆ばく風ふうが一挙にぼくらの待機していた地点へと到とう達たつする。

「伏ふせろ！」

　アイリーシュの絶ぜつ叫きよう。暴風の猛もう威いにぼくらは伏せるというより、ほとんど叩き伏せられるように地面に倒れ、這はいつくばって建物の陰かげに身を隠し、掴つかまれるものに掴まる。

　アイリーシュは真《ぺぽろってぃ世》をありったけの力で踏ふん張ばらせて、爆風に乗ってくる危険な散乱物、鉄板や柱の類たぐいから身近にいたぼくらだけでも護ってくれた。

（なん、だったんだ……いまのは!?）

　起きあがりつつもまだガクガクと膝ひざが笑っている。一言で表すなら《人外の業》──しばらく経たってようやく風も収まったところで、カラルモ軍兵士が青ざめた表情でガルシアさんのもとに現れた。彼はなにごとかを耳打ちして去り、するとガルシアさんは驚きよう愕がくしてぼくらを振ふり返る。

「カラルモ南部の都市アルファスタとの通信が、──途と絶だえたそうです」

（え……？　通信が？）

　それって、どういう……。

　事情の呑のみこめないぼくと、

「ガルシア様!?」

　衝しよう撃げきを受けるレイン。ガルシアさんは、

「アルファスタはわたしたちがここに来る直前、軍備を再編成した最前線の都市です。同区、いずれの駐ちゆう屯とん基き地ちに連れん絡らくを入れても応答がないとのことでした」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのガルシアさんに、ぼくが言う。

「じゃあまさか……あの光で……」

　黒衣のカラルモ軍指導者は頷うなずいた。

（まさか消しよう滅めつ……？）

　信じ、られない。だってあれが兵器だったとしても、たった一撃で都市を丸ごと一つ吹ふき飛ばせる、そんなものがこの世界に存在してたなんて。アイリーシュの真《ぺぽろってぃ世》改にも破壊力だけならそれくらいのものはある。

　これを平然と、使用できる人間がいることに、ぼくは驚おどろいていた。

（《災さい厄やくの日》と、同じだ）

　人の命なんてけし粒つぶほどにも思ってない。その時、

「ガルシア様、敵軍接近！　シャズナ区画境界線を通過いたしました！」

　斥せつ候こうに出ていたカラルモ軍兵士の報告がくる。

　数刻と経たないうちに、ブランフォード・ゴスタフ連合軍がぼくらの前に姿を現した。

「待たせたか、──俺たちの挨あい拶さつは気に入ってもらえたか？」

　こちらと一定の間合いを保って進軍停止した数千の機き甲こう部隊の中軍に二〇〇名の第一五連隊《想そう念ねん士し》たちがいて、その中心にいた二人の人物が進み出てくる。

　乗っていた軍用特とく殊しゆ車両の助手席から飛び降りてくる筋肉質の将校、ブランフォード・マシュタルと、

「あれはわたくしめの開発したこの《完全念動機体ゲルセナ》の主しゆ砲ほうです、どうです、《想念士》ならずともあれだけの破壊力を秘めたる兵器、ほかにございません」

　三さん角かく錐すいの戦艦型飛行物体を動かしていたゴスタフ・ボルムだ。

（あの尖せん端たんに装着された不自然なまでに大きな砲ほう塔とうが、アルファスタを消滅させたというのか……？）

　ぼくたちの背後ではいまだ数千、あるいは万もの人たちの墓標のごとく天に巨きよ大だいなきのこ雲が揺ゆらめいていた。

　ガルシア・ウィンフォードの手が、手足である依より代しろを失ってもなお音もなく腰こしに帯びた儀ぎ礼れい用の剣けんに伸びるも、それをアイリーシュが秘ひそかに手で押おさえ、

「ゴスタフ、きさま父の、ルクオン社の力をこんなものに……」

　しかし小こ娘むすめの戯たわ言ごとにまともに耳を傾かたむける連中ではなかった。

　ブランフォードはアイリーシュをまるで無視してガルシアに、

「感謝して欲しいものだな、ほかの雑ざ魚こどもはいくら殺そうとかまわんがこちらの目当てはおまえの持っている《その剣の中身》だ」

（剣の中身……？　例のマイクロチップのこと？）



    

  
    
      「そこに《シェルター起動キー》が収められていることは調べがついている」

（シェルターの起動キーも、ここに入ってたんだ……）

「だからあえて、わたしたちを狙わなかったというわけですか？」

「その鍵かぎだけは消し炭にしてしまうと困るんでね。鍵さえ奪うばえばおまえたちも同じにしてやる」

　やはりこいつらの目的は、──自分たちだけが五大エリアのシェルターを独どく占せんして、助かるつもりなんだ……！

　ゴスタフは高笑いし、

「我らは新天地に移り住むのです。よってこのような古ぼけた監獄がどうなろうと、そこの住人どもが何人死のうと、一切関係がない。アルファスタを消したおかげであなたたちの補給路は断たれました」

　彼は完全念動機体ゲルセナといったか、それと接続していた電動車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけを開きなかに入っていた丸焼きの鶏にわとりを一口で丸呑みした。

　ゴスタフの後頭部と《完全念動機体ゲルセナ》は何本ものコードで結ばれている。

《完全念動機体》というだけに、あのコードが精神接続の代わりになって《想念士》と《罠トラツプ》のような関係を維い持じできているのかもしれない。

「こいつの性能は素晴らしいですよ、アイリーシュ嬢じよう、あなたの依代は主砲一発撃うつのにいちいち《想念士》が半死半生でしょう？　わたしの場合、少し頭に思い浮うかべただけでボン、ですからね」

　ボン、のところで上向けた自らの掌てのひらを開く仕し種ぐさを見せたゴスタフに、

「……。どうせ、父の技術の転用だろう。きさまら低脳どもに一からそれを開発できる頭などあるものか。そして父がもしそれのプロトタイプを開発していたのだとしたら、それは間ま違ちがいなくこのウルバスを護るためだ。ウルバスを護り、これを狙ねらう敵を撃破し、そのために……。おまえたちのように、ウルバスの民を抹まつ殺さつするためではない」

「そのお父上の技術をもとにした兵器であなたがたは死ぬのです。娘むすめ冥みよう利りにつきるじゃありませんか。ついでに言っておきますとこいつらも、お父上が《無む窮きゆう領りよう域いき》で安全に作業できるようにと開発されていた、いまはわたしの忠実な僕しもべです」

　ゴスタフは背後に居並ぶ機甲部隊を振り返り限りなく下品に笑う。

　たしかに敵軍の中ちゆう核かく、機甲部隊はこうして間近に見るとなかに人が入っているようには思えない。微び動どうだにしない直立姿勢もどこか平面的で機械的であるけれど、それ以前に手や脚あしの関節部分には極きよく端たんに細かったり配線が見えている箇か所しよもあって、あれでは物理的になかに人が入れないだろう。

（そうか、アイリーシュのお父さんは対《希望の園アーセルヴア》戦を想定して、これらの開発準備を進めていたのかもしれない）

　それが反対にウルバスの民を傷つける使い方に用いられてしまって、アイリーシュのお父さんの気持ちまで踏みにじって……こいつら、なんて奴やつらだ！

（でも、あれが一般人操作型の兵器とすると、機甲部隊もゴスタフの念動で動いているのだろうか……？）

　一見して敵軍に、ルクオン社の人間はゴスタフ一人しかいない。

（選せん抜ばつされた社員を操縦者に選ぶとかじゃなく、わざわざ自分自身でゴスタフが戦場に出てきたってことは、このゲルセナと機甲部隊をあくまで自分専用の《私兵》としておきたかったんだ）

　念動で制せい御ぎよする機体も機甲部隊も持ち主に強力な力を与あたえてしまう。

　その力を与えたくなかった相手というのは当然ブランフォードや一五連隊も含ふくまれる。

（ブランフォード・ゴスタフ連合軍といっても、この二人うまくいっている、というわけではないんだな）

　逆で、互たがいに背中を見せられないくらいに警けい戒かいし合っている仲なのかもしれない。

　これはシェルターの収容人数に限りがある、という事情から逆算して考えてみればわかる。きっと収容能力に限りのあるシェルター奪だつ取しゆ計画を、奴らは同じシェイクトエリア軍上層部、またはルクオン社同士でも、限られた人間にしか伝えていないんだ。

　全員にシェルターの存在を伝えてしまえば、やはり入れる者と入れない者とで諍いさかいが起きてしまう。ましてそんな《入れない側の人間》にゲルセナや機甲部隊のような超ちよう兵器を渡わたしてしまえば、最後のシェルター争奪戦において、自分で自分の首を絞しめる結果になりかねない。

（待てよ、じゃあルクオン社の人間はゲルセナを操るのがゴスタフなら、彼一人しかシェルターに入れない、ってことなのか……!?）

　収容能力以前に自分以外の誰だれも信じていないから、奴は人任せにせず、自分自身で超兵器を持ちこんだんだ。

（これはぼくの思う以上に、奴らの軋あつ轢れきは深いのかもしれない……。……！　じゃああるいは、ブランフォードのほうも……？）

　ぼくは恐おそろしい想像をしてしまい、冷然と佇たたずむブランフォードを見る。

　奴らがシェルターの収容者を絞しぼるのは、なにも収容人数の問題だけじゃない。

　二万人で一〇年間生きられる食しよく糧りよう備び蓄ちくや設備なら、二〇〇〇人なら全員が一〇〇年間、死ぬまで安あん泰たいだろう。しかしそんな問題だけじゃなく、シェルター奪取後に考えを巡めぐらせれば、そこでは既き存そんの権力構造の一切が意味を持たなくなる権力階層ヒエラルキーの《大変革パラダイムシフト》が起こる、と予測されるんだ。

　そしてこの《大変革パラダイムシフト》に勝利する者こそ、真にシェルターの実権を握にぎる者になるんだ。

　かりにシェルターを奪取したのがシェイクトエリア上層部の一部の政治家、軍関係者、ブランフォード・マシュタル隊、ゴスタフとしてだ。

　シェイクトエリア上層部というウルバス崩ほう壊かい後にはなんら意味をなさなくなる肩かた書がきに、シェルター奪取後、はたして第一五連隊という強力な配下を持つブランフォードや超兵器を操るゴスタフが、おとなしく従っているだろうか……？　と、なると、

（まさか……。ブランフォードがシェイクトエリアの暗部ともいえる《災厄の日》やシャズナ襲しゆう撃げきなどの実行役を買って出ていたのは、このため……だったのでは？）

　シェイクトエリア上層部への忠誠心などではなく。

　ゴスタフが、超兵器を引き連れてきたのだって。

　必ずしも総力をあげてぼくたちを打ち破るためだけじゃなく、その先まで見み据すえた行動だったのではないだろうか。

（シェルター奪取後に自分の地位と権力、なにより命を護まもるため……）

　となると、ブランフォードにとって邪じや魔ま者ものとなるのは、ぼくらよりもむしろ……。

「ゴスタフ、わたしは絶対におまえを倒たおし、プラセータ・ルクオン・インダストリーを取り戻もどしてみせる！　総そう帥すいルクオンの娘として！」

　宣言するアイリーシュに、

「滑こつ稽けいですね、役員のくせにお父上が開発なさっていたものすらろくにわかっていなかった小娘が」

　ゴスタフが鼻で笑って返した、瞬しゆん間かんだった。

「アイリーシュ・シエラール、おまえの望みを叶かなえてやろうか？」

　ゴスタフの機体の脇わきで佇んでいたブランフォードが、突とつ然ぜん、低空で静止していたゲルセナの翼つばさに飛び乗った。

「ブ、ブランフォード……なんの真ま似ねだ……!?」

　当とう惑わくするゴスタフにブランフォードは犬歯を剥むき出す凶きよう悪あくな笑みを浮かべると、自分の掌をいきなり彼の脳天に押しつける。

　掌には複雑な機械がはめこまれているのが一瞬垣かい間ま見えた。

（あれは、《罠トラツプ》……？）

　刹せつ那な、

「吸収融合アブソーブ」

「……!?　っぎゃああああああああっつ!?」

　ゴスタフが白しろ眼めとなって悲鳴をあげ、ブランフォードの掌の機械から何十という機械触しよく手しゆが延びてきてゴスタフの頭ず蓋がいへと食いこんでゆく。

（そういえば、ブランフォードはどんなタイプの《想そう念ねん士し》なんだ……!?）

「ブ、ブラン……フォード……きさま……裏切るのかぁぁああああっつ!?」

「人聞きの悪いことを言うな、俺もきさまも互いに利用し合っていただけだ。俺にとってはきさまに居座られるほうが目障りなんでね。ウルバス崩壊後に君臨する指導者は一人でいい」

「わたしを殺せばぁあああ……プラセータ議会はううぅ動かせんぞぉああ……!?」

「そんなものは必要ない、滅ほろびゆくこちらの世界の同盟国など知ったことか。──安心しろ、おまえのゲルセナと機き甲こう部隊は俺がもらってやる」

「きさ……ま……！　！　……！　……!?」

　ブランフォードの機械触手はどんどん増ぞう殖しよくしてゴスタフの巨きよ躯くを呑のみこみ、ついには巨漢の悲鳴も失うせ、気がつけばブランフォードはゴスタフを丸ごと吸収した掌の触手を通じてゲルセナと完全に一体化していた。

　ブランフォードは感触を確かめるように、自分の掌から延びる触手をうねらせている。

「いい具合だ、思い通りに動かせる」

　彼が恍こう惚こつと喋しやべるとゲルセナ尖せん端たん部の主しゆ砲ほうが伸しん長ちようし、発射態勢を整えた。

「機甲部隊への《念動》とやらも問題ないようだ。おまえたちの相手は俺が、まとめてしてやる」

　いまやブランフォードは自らが神となったような傲ごう慢まんさで、地上のぼくたちを見おろし、宣告した。

「きさま……ゴスタフを！」

　怒いかりを滾たぎらせるアイリーシュに、

「なんだ、望み通り復ふく讐しゆうの手助けをしてやったまでだぞ？」

「誰が殺せと言った！　奴には生きて！　一生を懸かけてウルバスのために償わさせてやるつもりだったのだ！」

「別に殺してはいない。生きている、とも言い難いがな。奴は俺のためにゲルセナと機甲部隊を操る制せい御ぎよ塔とうだ」

　ブランフォードが機械触手をうねらせるとその隙すき間まから、完全に鉱こう化かし変わり果てたゴスタフの姿が現れた。

（……！　あんな状態でも、生きているのか……？）

　楽に死ねたほうが、どれだけましか知れない。

（吸収融合アブソーブ、恐ろしい力だ……ほかのどんな《想念士》ともタイプが違ちがう……しいていうなら相手の能力を手に入れる《吸収型》とでも呼ぶような）

　アイリーシュは問いつめる。

「シェイクトエリア政府は、きさまの行動を了りよう解かいしているのか？」

「なぜ奴らの了解をとる必要がある？　俺はガルシアから起動キーを奪うばい、そのまま部下たちとシェルターに入るつもりだ。奴らはシェルターの外で《終末の刻とき》を迎むかえる。死にゆく亡ぼう霊れいどもに遠えん慮りよは不要だ」

　やっぱり……。こいつは、シェイクトエリア上層部に素直にシェルターを譲ゆずる気なんてなかったんだ……！

　憤いきどおるぼくと裏腹に、アイリーシュは心の落ち着きを取り戻していった。

「ではおまえを倒せばこの戦争自体にかたがつくのだな。シェイクトエリア軍のなかでおまえに従うのはここにいる奴らのみ。そしてシェイクトエリア政府はシェルターの秘密を隠いん蔽ぺいするために、おまえたち以外の部隊にはシェルターの存在を明らかにしていない」

　第一五連隊さえ倒してほかの連隊にシェイクトエリア上層部のおこなってきた真実を伝えれば、彼らだって上層部に従ってはいないだろう。

「倒せればな。ゲルセナの威い力りよくは見たはずだ。ゴスタフの機甲部隊とて《直接戦せん闘とう型》と同じ耐たい久きゆう力りよく、《間接戦闘型》と同じ火器能力を持ち、なおかつ人間と違い疲つかれ知らずの兵力だ。俺の第一五連隊《想念士》も加わる。死にかけのおまえたちに破れるか？」

　だがアイリーシュの着眼点は意外なものだった。

「いや、かえってありがたいと思っている。ようはきさまらの主力が人間ではないということだ。兵器を壊こわすぶんにはいちいち人の命を奪わないよう気き遣づかう必要がないからな」

　そういう、考え方もあったんだ──

　思いきり、暴れることもできる。

　逆転の発想、勢いづくアイリーシュ小隊のメンバーたちに、

「ならばやってみせるがいい。だがガルシアの起動キーさえ得れば、おまえたちなどゲルセナの一撃で焼やき払はらわれること忘れるな」

　こうして──最終戦の火ひ蓋ぶたは切って落とされた。



　　　　４



「やれ。ガルシア以外の人間も、都市も、すべて灰かい燼じんに帰きしてかまわん」

　ブランフォードの命令は、ただ一言だった。

　そしてこれはシャズナのみならず、全ウルバスの都市が範はん疇ちゆうに含ふくまれる。

　規則正しく陣じん形けいを組んだ機甲部隊がザッザッザと土つち煙けむりをあげてこちらに接近し、これを盾たてに一五連隊の《想念士》たちが直接戦闘や間接戦闘の《罠トラツプ》を装着して攻せめ寄よせてくる。　抗こうする第一〇連隊とカラルモ軍部隊でまだなんとか精神接続のできる人間が砲ほう撃げきや小しよう銃じゆう型《罠トラツプ》の斉せい射しやを繰くり返し、かつ、軍全体の動きとしてはぼくらは徐じよ々じよに後退しつつ間合いを保つ。ロイ隊長が叫さけび、

「敵の狙ねらいはガルシアだ！　なににも優先してガルシアを護れ！」

　レインも微粒機械変形ナノ・メタモルフオルセを行いつつ陣じん頭とう指し揮きを執とる。

「精神接続のできなくなった者は下がらせろ！　できる者が前に出て弾だん幕まくを張れ！　戦えなくなった者を戦える者が庇かばいながら、戦線を維い持じするのだ！」

　訓練されたカラルモ軍兵士も熟練の第一〇連隊《想念士》たちも両指揮官の言葉によく動き、ガルシアを中軍の一番奥おく、最も守りの堅かたい場所へと《直接戦闘型》と《間接戦闘型》の混成部隊で速やかに防ぼう御ぎよした。

「撃うて──！」

　戦場に轟とどろく裂れつ帛ぱくの声。《間接戦闘型》で精神接続のできる者たちが弾幕の波状攻こう撃げきをしかけ、対面する敵機甲部隊に集中砲火を浴びせる。一方の敵機甲部隊は片かた腕うでが筒つつ型がたになっており、突然全部隊がこれを垂直に構えたかと思うと、群むら雲くものごとく実弾型の砲弾が掃そう射しやされてくる。──ものの、

「庇え！」

　すぐさま《直接戦闘型》《想念士》たちが《間接戦闘型》《想念士》たちの前に躍おどり出て、進んで自らの身体からだを盾とし、敵機甲部隊の砲弾を受け止めた。鼓こ膜まくの破れそうな爆ばく音おんの連れん鎖さ。機械装甲のおかげでなんとか命は取り留めたものの、その計り知れない威力に多くの《直接戦闘型》《想念士》たちが昏こん倒とうしたり吹ふき飛ばされていく。それでも順次復活するなり新たな《直接戦闘型》が新たな《間接戦闘型》の生ける防ぼう御ぎよ壁へきとなり。

《間接戦闘型》は《間接戦闘型》で至し近きん距きよ離りで大砲を撃ち合うような圧あつ迫ぱく感かんに晒さらされながらもその場に踏ふみ止とどまり、陣形を維持し、彼らは一人として持ち場を放ほう棄きせずに波状攻撃をしかけ続けた。

　一つの綻ほころびが全軍の崩壊を招く。一人の逃とう走そうが全員の死を招く。

　決死の連帯感を共有しているように。

　究極の連れん携けいは所属部隊の区別も無くし、傷ついたカラルモ軍兵士をまだ無傷の第一〇連隊兵士が、弱った第一〇連隊兵士を精強なカラルモ軍兵士が、あるいは同軍の兵士が同軍の兵士を、身を挺ていして庇い合う姿がそこにはあった。レインは味方を鼓こ舞ぶし、

「怯ひるむな！　撃ち返せ！　所しよ詮せんは機械人形マシナ・ドールだ、人間が敗れるはずがない！　ガルシア様と防御陣形の維持に必要な以外の《直接戦闘型》──半分はわたしに続け！」

　自ら先陣を切って敵機甲部隊に斬きりこんでゆく。瞬まばたきするあいだに戦場を縦断し、敵機甲部隊の前線ラインまで到とう達たつしたレインは、気合い一いつ閃せん渾こん身しんの力で《刃やいばの爪つめ》を最初の一機目の機甲兵装甲胴どう体たい部分へとぶつけるも、

「っぐ……!?　な……に!?」

　アイゼルの機械装甲さえ完かん膚ぷ無なきまでに切り裂さいた彼女の爪が、簡単に弾はじき返されてしまう。──のみならず、その根元からただの一撃で五指ともに折られてしまっていた。

（なんて、硬かたさだ！）

　見ればさっきから《間接戦闘型》が直撃させている砲弾や機銃掃射も、ほとんど効果がない。装甲を少し焦こがしたり変形させたりしている程度だ。が、レインは怯まず、

「っ……ならば、知覚吸入コピレーシヨン！」

　彼女はすかさず機甲兵の装甲に手を触ふれ、その性質を取りこむ。

　すぐにレインの失った爪に《機甲兵の装甲強度》を加えた新たな爪が生えてきて、またも彼女はこれを先程と同じ機甲兵の脳天目がけて振ふり下ろした。

「っで……やあああああああっつ！」

　果断の斬ざん撃げき。レインの爪はまたも折れるも、今回は敵機甲兵の装甲もまた、頭頂から股こ間かんまで両断されていた。

「無敵……というわけではなさそうだな。ならば同じ要領を繰り返すだけの話だ」

　見切ったレインは休む間もなく、新たなる機甲兵に目標を定め新しい《爪》を知覚吸入コピレーシヨンし、二体目、三体目と奮ふん迅じんの勢いで敵中奥深くへと斬り進んでいった。

（だが、このままじゃまずい、レイン将軍だけが一人先行し過ぎている）

　彼女以外の《直接戦闘型》《想念士》はいまだ敵機甲部隊の最前列の防衛戦を突とつ破ぱできずにいた。知覚吸入コピレーシヨン能力がないだけに無理もないのだが、このままではレイン将軍が孤こ立りつしてしまう。そこに、

「わたしもレイン将軍の援えん軍ぐんに出てこよう」

　それまでは間接戦闘型部隊の盾となっていたアイゼルが進み出た。彼自身先のレインとの死し闘とうで機械装甲がだいぶ切り刻まれ、そこに機甲部隊の砲撃も受けていて《直接戦闘型》としてのスペックはいまは半分前後ほどに落ちているはずなのだが、

「いくら将軍でも一人であの数は無理だ、見殺しにはできん。カイム、あとのことは頼たのんだぞ」

　ぼくに言い残し、彼は死地にも等しい敵軍の直ただ中なかに突撃していった。

　そんな彼の英姿をクーイとキャロンは意外そうに見送りながら、

「あの臆おく病びようだったアイゼルが、信じられんぜ」

「でもあたしたちも、負けていられないわね」

　秘めた思いがあったのか、二人もぼくたちを振り返る。

「あのままじゃ奴やつの戦死も確定的だぜ、──でもよ、腕のいい《間接戦闘型》の援護がありゃ話は別だ」

「クーイの弾たまはあたしが造んないといけないから、前線に突撃してく《間接戦闘型》と《変性加工型》なんて聞いたことないけど、一度戦場の花形みたいなこういう役回り、やってみたかったのよね……」

「クーイ、キャロン……」

　それでもすぐには決心がつかない。近づけば射程が短く威力も増してこれまでの攻撃でダメージを与あたえられなかった機甲部隊にもダメージを与えられるかもしれないが、あくまで生身の彼らはアイゼルやレインと違い、たった一撃で即そく致ち命めい傷しようになるんだ。

（やっぱり無む謀ぼう過ぎるよ、クーイ、キャロン……）

　制止するべきかどうか。ぼくが迷っているうちに、クーイはランチャーのサイドポケットからおもむろに、お父さんの形見の品──《キオクヨトワニ》を取り出す。

　彼はしみじみとこれを眺ながめて、呟つぶやいた。

「俺さ、情けない話……。告白するといままで誰だれよりも臆病モンだったんだよな、あんなにからかってたアイゼルよりもさ、──周りの連中が言う噂うわさを信じちまって、親父おやじが役目を投げ出しちまって、そんな仲間や家族を見捨てて逃にげるような親父の血が、俺にも流れてるんじゃないかって……。それを認めるのが怖こわかった」

（クーイ……）

「だからさ、ビビってんのがバレちまったらかっこわりーから、それを誤ご魔ま化かそうとしていつもやたら軽口叩たたいたりしててよ、へへっ」

　彼は手にした《キオクヨトワニ》を起動する。すると古びて壊れかけていたのか、金属球からは時折ノイズ混じりに、辛かろうじて見聞き出来るほどの掠かすれた映像と声が現れた。



　一人の傷だらけの《想そう念ねん士し》が《無む窮きゆう領りよう域いき》で戦い、もがいている。

　顔面といわず。身体といわず。

　自らの血で朱しゆに染まり、絶望的な数の《掃そう討とう者しや》に囲まれて。

　それでも彼は一歩も後退せずに最後の一発まで砲弾を撃ちつくし、弾を失えばランチャーそのものを武器として振り回し。

　戦って。戦って。戦い抜ぬいた。血が枯かれ果てるほどに戦って。

　そうまでして彼が踏み止まろうとしていた理由が──

　明らかとなる。彼の背後、もうすぐ目の前には《Ｅｅイプセロンスリー》があった。

　自分がここで食い止めなければ、次に襲おそわれるのはあの街だ。

　あそこには自分がこの世で一番護まもらなければいけないものがある。

　だから……。

　いつしか地に倒たおれ伏ふしていた《想念士》の周りからは、《掃討者》の群は消えていた。全身という全身に致ち命めい傷しようを受けた彼にこれ以上関かかわらずとも、彼の命がやがて燃えつきるのは明白だったからで、これを放置して《掃討者》たちは街に向かったのだ。

　しかしそれでも。《想念士》は残された最後の灯ともし火びを、少しでも自らの余命を永らえさせるために使うのではなく──

　一歩でも《Ｅｅイプセロンスリー》に近づくために燃やし続けた。もう立つ力もなくなった四し肢しを這はうようにして懸けん命めいに動かして。緩かん慢まんな動きで。自分を残していった《掃討者》たちを追いかけようと。

　這い進んで。這い進んで。最期の瞬しゆん間かんまで這い進んで──ついに、命こと切れた。

　その彼のランチャーから、あたかもお守りのように砲ほう身しんに貼はりつけてあった一枚の写真が剥はがれ落ちる。一番見やすい場所にいつでも見られるように貼られていた、その写真が風に吹かれて消える直前、一瞬だけ《キオクヨトワニ》側に飛ばされてきて大きく映る。その写真には《都市防衛》という責務以上に彼が護ろうとした──彼の妻と、息子むすこと思おぼしき《赤毛の少年》の姿が写っていた。



　そこで映像が途と切ぎれる。しばし佇たたずんでいたクーイは、

「──これで怖いもんはなくなった、行ってくる」

　感かん慨がい無む量りようで言い残し、ランチャーを肩かたにしっかりと担いで最前線へと走っていった。

「クーイ……！」

「だいじょーぶよカイムくん、あのばか調子にのって特とつ攻こうしかけるみたいなことやらかしたら、あたしが蹴け飛とばしてでも連れ帰ってくるから」

　キャロンは片目を瞑つぶって、クーイを追いかけていった。

（どうする！　ぼくも……行ったほうがいいのか!?）

　気が逸はやるぼくにアイリーシュが、心を押おし殺して声をかけてくる。

「落ち着け、おまえの役目は戦場全体を見み渡わたし、ここぞという時に味方に指示を与えるものだ。《罠トラツプ》を使える精神エネルギーにも限りがある、いざという時にとっておけ」

　伝えてくる彼女自身も、いまは腕を組んでじっと真《ぺぽろってぃ世》を休ませている。敵味方入り乱れる大軍同士の混戦では味方やウルバスの都市そのものを巻まき添ぞえにしてしまうため、肉にく弾だん戦でこれを使うことさえできない。だがきっと機械巨きよ人じんを必要とする機会はやってくる。だからいまはその時のために、充じゆう分ぶん力を蓄たくわえておくんだ。

　そんな戦せん況きようを黙だまって見ていたガルシアだったが、

「……くっ！」

　耐たえきれなくなったのか、自らも最前線に赴おもむこうと足を踏み出す。

　それをほとんど同時に、ロイ隊長が彼女の腕を掴つかんで諫いさめた。

「ロイ!?」

「だめだ、あんたが出ていったら奴らはなんのために戦ってるんだ」

「ですが……!?　これ以上わたしを護るために……！」

「あんたがやられちまったらこの戦いくさは負ける。あんたがシェルターキーを奪うばわれちまった瞬間に、全軍ゲルセナの主しゆ砲ほうで丸焼きだ」

「しかし……」

「それにあんたはもう依より代しろをやられちまった、足手まといにしかならん。だから、──俺が行こう」

「……!?」

　隊長の意外な言葉に、

「ですが、あなたも隠されし第三の《罠》シークレテイブ・ザ・サード・トラツプで、もう力を使い果たして……!?」

「……。そうだが、俺は《誓ちかい》を立てちまったんでね」

「誓い……？」

　問うガルシアに、隊長は苦き過去に想おもいを馳はせるように双そう眸ぼうを閉じ。

　しばらくして答えた。

「俺はもう、──二度と自分の部下を目の前で殺させはしない。……あいつらと、そう約束した」

（……！　ロイ隊長……）

　ロイ隊長は自分が首からかけていたペンダントを外してガルシアに握にぎらせる。

「これは……？」

「こいつが俺の代わりにあんたを護ってくれる。こいつらは、いつも俺を護ってくれた」

　ガルシアがペンダントを開くと、そこには二桁連隊ダブルナンバーの軍服を着た長い白金髪プラチナブロンドの女性がロイ隊長と一いつ緒しよに写っていた。

（レムリアさんだ……）

　こうして並べてみると、ガルシアとレムリアさんってよく似てる。

　顔立ちというより、気配……というのかな。大人びていて、芯しんが強そうで。

　長い白金髪プナチナブロンドと白しら髪かみも色合いからしてそっくりだ。

「ペンダントに収まりきらないんで写真はあいにく二人分だが、御ご利り益やくはこの後ろに本当なら写っている俺の部下、第一〇連隊四〇人分ある」

「四〇人……。……！　この方が、あなたにペンダントを……？　もしかして、あなたの──」

「……。……。……」

　隊長はあえて答えず、ただ寂さみしげな笑みだけ浮うかべて伝えた。

「──一つ言っておきたいことがある。あんたは自分の幸せを他人のために放ほう棄きしちまうような不器用な女だ。だが、そんな女に命を護られて、……。代わりに、そいつの代わりに死んでやれなかったことをずっと悔くいているような男もいる。──だから、命は大切にしてくれ」

　──もしかしたら、ロイ隊長はガルシアに昔のレムリアさんの面おも影かげを重ねていたのかもしれない。

　隊長はガルシアの腰こしから儀ぎ礼れい用の剣けんを取り外す。

「あ……」

「ペンダントの代わりに、こいつは俺が借りていく」

　隊長は剣の柄つかに入っていたマイクロチップとカード型の鍵かぎをガルシアに渡わたし、

「こいつが噂のマイクロチップと、シェルターの起動キーか、こいつらは返しとこう」

　彼は剣だけを構えてぎらりとブランフォードを振ふり返った。そして叫さけぶ。

「──右腕拳ライトアルム、烈風ウインデル、左腕拳レフトアルム、火炎フアイアル！」

　たぶん、最後の複合精神接続だ──でも、ガルシアの剣を触しよく媒ばいにすることで、その一回を持続させることができるかもしれない！　刀身の周りを渦うず巻まくように炎ほのおと風が乱らん舞ぶし、これなら少しは長持ちする！

「いくぞ、ブランフォード！」

「ロイ……！」

　ガルシアの声に被かぶるようにそこにさらに心強い援えん軍ぐんが到とう着ちやくする。

　第七連隊のトレーラーが全輪を駆く動どうさせ、ぎゃりぎゃりとタイヤを横よこ滑すべりさせつつほとんど横転しそうな勢いで突つっ込こんできた。

「待たせたの！　機械人形マシナ・ドールを持ってきてやったぞい！」

　運転席の窓を開けて意い気き揚よう々ようと叫んだのは第七連隊のおじいさんだ。

「おじいさん！　機械人形マシナ・ドールって……!?」

　叫ぶぼくに、

「ロイのやつがの、こんな時のために第八連隊研究開発部で造らせとった分ぶん離り独立行動型、戦せん闘とう用機械人形マシナ・ドールじゃ。たかだが数十体じゃがの、疲つかれ知らずの攻こう撃げき部隊じゃ、役に立つぞい！」

（分離独立行動型、戦闘用機械人形マシナ・ドール……！）

「まあまだ実用試験もやっとらんかったのでカラルモさんとの戦いでも使うのを躊躇ためらっとったんじゃが、この際そんなこと言ってられんじゃろ」

　さっそく運転席から降りておじいさんがトレーラーの荷台を開けると、なかからメイドによく似た衣装の女性型機械人形マシナ・ドールが五〇体強、現れた。

　アイリーシュのツインテールがピクン、と、獲え物ものを捉とらえる触しよつ覚かくのように動く。

「そこのツインテールの嬢じようちゃん、サービスで嬢ちゃん向けにわざわざ《可愛かわいい》外装をロイのやつが発注しとったんじゃ。操れるのは《依代操作型》の嬢ちゃんだけじゃしの、大事なのはテンションじゃからな」

　声をかけられ、天の助けとばかりアイリーシュが喜色を浮かべる。

「すまん！　借り受ける！」

　やった……なんて、ありがたいんだ！　分離独立行動型ってことは、最初に命令さえ入力しておけばあとは自動制せい御ぎよで敵と戦わせることができる。その後の真《ぺぽろってぃ世》の制御の障害になることはない！

　アイリーシュはさっそく機械人形マシナ・ドールと精神接続し、

「機械人形マシナ・ドール！　防御陣じん形けい！　おまえたちの仕事はひたすらガルシアを護ることだ！　《攻せめ》は考えなくていい！　とにかく鎧よろいのように十と重え二は十た重えに貼りついていろ！」

　一いつ括かつ命令をくだすと五〇体強の機械人形マシナ・ドールすべてがガルシアの周囲で円陣を組み、全方位からの攻撃に対応する。爆ばく風ふうで飛んでくる破片があれば頼たのもしくこれを腕うででたたき落とし、一五連隊《想そう念ねん士し》たちが機き甲こう部隊と仕し掛かけてくる機き銃じゆう掃そう射しやも、彼女たちが頑がん丈じようなボディで跳はね返した。これならそうそう、ガルシアを狙ねらえはしないだろう。

　そんな万全の護りを背にロイ隊長は剣を両手持ちに構え、敵軍最後列に陣取っていたブランフォード目がけほかの敵には目もくれず戦場を駆かけ抜ぬける。

　雲うん霞かのように群がってくる機甲兵を斬きって、斬って、斬りまくり、切れ味だけならこの《炎と風の剣》のほうがレインの爪つめよりも上だ。

　そうしてロイ隊長が中央にいたレインやアイゼルも援護して敵の防御陣をついに突とつ破ぱし、全兵士中一番にブランフォードのもとへと到達する。

「ブランフォード！」

　ロングコートをたなびかせ剣を大上段に掲かかげながらロイ隊長はゲルセナの主しゆ翼よくから仇きゆう敵てきの待つ操縦席へと跳とび昇のぼっていく。

「ふん、やはりおまえが来たか……ロイ・ブルーモア」

　そして間合い充分、魂こん魄ぱくの気合いをこめて隊長はガルシアの剣を振り降ろし、

「仲間たちの仇かたき……無念、いま晴らさせてもらう！」

「できるかな？」

　連れん携けいで、遅おそまきながらブランフォードの直下に到達していたレインも機体の下から自ら爪を切断して、

「はっ！」

　小刀のようにブランフォードに投げつける。さらに、

「でっやあああああああ！」

　アイゼルがレインの肩を踏ふみ台だいに借りて機体に飛び乗って、背後から拳こぶしを打ちこみ、

「援護するぜ、アイゼル！　連隊長！」

　クーイもキャロンの砲ほう弾だんを装そう填てんして発射する。

　計ったように暗あん黙もくの連携で、ほかのカラルモ軍、第一〇連隊のなかで敵の総大将ブランフォードになんとか攻撃の届きそうな者たちも全員が、威い力りよくは別にして一点集中攻撃をしかける。ビーム砲、実弾、火か炎えん弾、徹てつ甲こう弾とありとあらゆる手段で。

（いける、これだけの攻撃が命あ中たれば……あのゲルセナがどんな超ちよう兵器だからって、通用しないはずがない！）

　まして……生身のブランフォード本体を襲おそえば！　ぼくは手に汗あせ握にぎるも、

「馬ば鹿かどもめ」

「なっ!?」

　ロイ隊長の切っ先が紙一重でブランフォードを両断するというところでゲルセナの搭とう乗じよう席全体を機体から飛び出してきた半円形の《透とう明めいな防護膜まく》が覆おおい、剣は柔やわらかなクッションに衝しよう撃げきを吸収されるように弾はじかれてしまう。機体に命中した他の砲弾や実弾もぐにゅりと外装に食いこみはしたもののそこまでで、強固な弾力によって押おし戻もどされ。

　かつ、レーザーや火炎に至っては、

「……!?　いかん、避よけろ！」

　ロイ隊長が叫び、

（危ない！　っつ、っわああああ!?）

　ぼくやアイリーシュ、ガルシアはとっさに身を伏ふせる。

　レーザーや火炎の類は鏡に反射する要領ですべて跳ね返され、これを放った間接戦闘型《想念士》やその周囲にいた《直接戦闘型》《想念士》へと襲いかかり戦場は一いつ瞬しゆんにして阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化す。避けきれずにレーザーに四し肢しを貫つらぬかれる者、炎に外装を焼かれる者、ぼくらも機械人形マシナ・ドールが万全の布ふ陣じんを布しいてくれていなかったら危なかった。

（なんだ……いまのは！　ルクオン社の新素材の、力か!?）

　火炎や砲弾をも跳ね返す弾力性という名の強固さと、レーザーを反射させる光学的要素を組みこんだ特とく殊しゆ表面コーティング──

「なんだ、ありゃ！　あれじゃあ迂う闊かつに……攻撃できねえじゃねえか!?」

　ロイ隊長、レイン、アイゼル、キャロンにクーイ、みんなそれぞれ地面に伏せたり横に跳んだりして無事だったものの、

（どうする、あれじゃあ本当に……手の出しようがない！）

　するとロイ隊長が、

「戦術変へん更こうだ！　ブランフォードの攻撃は《直接戦闘型》主体とする！　《間接戦闘型》は第一五連隊《想念士》部隊と機甲兵の足止めに専念しろ！」

　なるほど、実剣で斬りつけるぶんにはたとえ跳ね返されても味方に被ひ害がいはおよばない。

（だがあの機甲兵の囲みを破るのは、容易じゃないぞ……！）

　現にいまだあそこを抜けたのは、ロイ隊長と、隊長の援護を受けたレイン、アイゼルの三人のみだ。

（実質、三人頼だのみってことか……！）

「我らだけでやるしかあるまい……いつまでも、疲れ知らずの機甲部隊相手に味方も保もたん」

　肚はらを括くくったレインが地上からゲルセナの主翼に跳び乗り、切断バージで跳ばしてしまった爪をまた新たに生やす。彼女は先にゲルセナに乗っていたアイゼルを見て、

「ふ……おまえに先を越こされるとは、思ってなかったぞ」

「先程は肩かたを貸していただいてありがとうございました、誰だれかのおかげで対人の実戦経験は、だいぶ修しゆ羅ら場ばを潜くぐらせていただきましたから」

「よし、三人がかりでしかけるぞ！」

　ロイ隊長の合図でブランフォードの透明な防護膜目がけ、再度隊長の剣、レインの爪、アイゼルの拳で三人は攻撃をしかけるも、──やはり防護膜をへこませられてもこれを破るには至らなかった。

（あの弾力が、なまじな硬かたさよりあらゆる衝撃を吸収してしまうんだ）

　それを余よ裕ゆうで傍ぼう観かんするブランフォードは、

「いつまでも、おまえらと遊んでいられんのでな」

　搭乗席に貼はりつく三人をまるで無視してゲルセナの機体を横よこ軸じく回転させ、方位角を修正する。すると念動が送られたのか、機体尖せん端たんについていたあの特大主砲全体に火花が散り怪あやしげに発光し始めた。

（主砲発射態勢に、入ってる!?　でも、奴やつはまだシェルターの鍵を……！）

　次の瞬間、

（うっ!?）

　そこかしこであがる──

　悲鳴と、猛もう烈れつな爆風。目も眩くらむ閃せん光こう。ゲルセナの主砲が発射され、今度は西側──

　地理で言うウルバスの中心地、地下にガイナ・ソドムの眠ねむっているという《天高き封ふう印いんの苗なえ床どこ》方面の地平の彼方かなたで破は滅めつ的なきのこ雲が立ち昇る。

（狙いを外した……!?　それとも、わざとか……!?）

　それからもブランフォードは手当たり次第に、主砲を乱発しだした。東、西、北、その先にカラルモがあろうと、シェイクトエリアがあろうと、なにもなかったとしても、お構いなしに。ぼくらが止める手段を持たないのをいいことに。

（奴の攻撃に法則性が見えない……でも狙いを外すにしては雑過ぎる、やはりわざとぼくらに命あ中てないようにしている……!?）

　でも、だとしたらなんの、ために？

　まさか、こちらの兵の動どう揺ようを誘さそうために？

　いや、そんな理由であそこまで大規模な破は壊かいを繰くり返すはずがない。

（この一連の攻撃で、……一体何人のウルバス人が死んでいるんだ!?　殺されているだけじゃない、こうやって破壊された都市だって再建するのにどれだけの時間がかかるか！）

　このままではいずれウルバスが、人の住めない世界になってしまう、どんな理由があったとしてもあんな破壊をしかけていいはずがない……！

「くそっ……背に腹はかえられん、いっそ真《ぺぽろってぃ世》の主砲で奴を吹ふっ飛ばしてやるか!?」

　一か八かの賭かけに出ようとするアイリーシュに、

「だめだよ、奴の角度が浅すぎる！　いま撃うてば間ま違ちがいなくウルバス内陸まで被害がおよぶ！」

「じゃあ、どうすればいい!?」

　その時だった。甲かん高だかい警告音みたいな音が、ガルシアのほうから聞こえてきた。

（この音は……？）

　すると彼女は血相を変え、シェルターの起動キーと一いつ緒しよに手にしていたイークレオンの遺産《マイクロチップ》を見ている。

「どうか、したんですかガルシアさん」

　ぼくの声も耳に入らない様子で、彼女は心ここにあらずといった感じで呻うめいた。

「そん、な……ガイナ・ソドムが……」

　その目は呆ぼう然ぜんと、虚こ空くうに向けられている。

「ガイナ・ソドムだと!?　ガイナ・ソドムが、どうした!?」

　アイリーシュに怒ど鳴なられ、やっとガルシアは聞こえたようで、

「──たったいま、ガイナ・ソドムが《起動を開始》しました」

「！」

「！」

　ぼくとアイリーシュの時間が一瞬停とまり、

「いま、なんて言った……！」

「ガルシア様!?」

　ロイ隊長とレインも戦場の鬨ときの声を裂さいて声を張り上げる。

　キャロンとクーイも大声で、

「どういう、こと!?」

「ガイナ・ソドムって……言ったのか!?　そんなにも《終末の刻とき》は迫せまってたのかよ!?」

　アイゼルは魂たましいの抜けた顔でゲルセナ搭乗席に掴つかまっている。ガルシアは、

「いえ、違ちがいます、おそらくはブランフォード・マシュタルの無差別攻こう撃げきでレイスフェーダ人の設定していたガイナ・ソドムの《警けい戒かいライン》を越こえてしまったのだと思います」

《警戒ライン》とは、ウルバスの破壊や軍備増強などでウルバス人の軍事レベルが《レイスフェーダ人への脅きよう威い》と見なされる場合に、ガイナ・ソドムが自動的に起動するよう設定されていた数値のことだろう。

　ある程度の破壊や危機であれば、レイスフェーダ人は第二の《暁あかつきの人》を派は遣けんしてこれの調停を試みたかもしれない。だがブランフォードの超兵器による破壊はレイスフェーダ人に《調停不可能の回答》を導き出させるに充じゆう分ぶんなものだったんだ。

（まさか、ブランフォードの目的は……このガイナ・ソドムの起動だったのか!?）

　シェルターの起動キーを奪うばいシェルター独どく占せんに成功したとしても。

　ウルバスにカラルモやほかの軍隊が生き残っていれば、後にシェルターがどんな攻撃を受けたり、または再奪だつ還かんされるかわからない。

　しかしウルバス人を全滅させておけばもうシェルターがあとで狙ねらわれる心配はない。

（シェルターの入手とウルバス人の全滅を同時にやることが、ブランフォードにとって最良の策だったんだ……）

　ガルシアさんは、

「これを、見てください」

　近くにいたぼくとアイリーシュにイークレオンのマイクロチップを差し出した。

　そこにはぼくらの見たことのない数字──たぶんレイスフェーダの文字だろう──でタイマーらしきものが刻まれていて、目まぐるしく数値が入れ替かわっていた。

（カウント・ダウンが、進んでいる？）

「この数字はガイナ・ソドム起動までの残り時間です」

「で、あとどのくらいあるんです？」

「──数十秒、といったところです」

　レイスフェーダ文字を翻ほん訳やくするガルシアに、

「数十秒!?　防ぎようが、ないではないか!?」

「そんな……！　っぐ……なんて、ことだ……」

　その数十秒は瞬またたく間まに過ぎ去り、おそらくは《天高き封印の苗床》方面を震しん源げん地とした巨きよ大だい地じ震しんに戦場全体が見み舞まわれる。続けざま破滅の前兆か、ウルバスの空が西から徐じよ々じよに東へと日食のように暗く染まっていった。

　未み曾ぞ有うの天変地異にカラルモ軍兵士、第一〇連隊《想そう念ねん士し》たちはもちろんのこと、なにも報しらされていなかった敵軍の一五連隊《想念士》たちまでもが激しく動揺している。

　数秒後、一際大きい揺ゆれがあったかと思うと、

（！　あれは）

　闇やみに染まったウルバスの西の空に、夕ゆう陽ひが沈しずむのと逆の動きで《双子の月ルナ・マルダ》を思わせる巨大で発光する人工天体が浮ふ遊ゆうしてきた。ガルシアが慄りつ然ぜんと呟つぶやく。

「ガイナ・ソドム……」

「！　あれが……」

「ガイナ・ソドム……」

　ぼくも、アイリーシュも、呻くことしかできなかった。

　ほかのすべての戦場の兵士たちも、皆みな呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。魂の脱ぬけ殻がらと化して。

　ややもしないうちに、異変が起こる。

「っぐ、がはっ！　っかはっ……っがはあ!?」

「っぐ、っっは！　っかは……っつは！　がは！」

　戦場のいたるところで兵士たちが咳せきこみ始め、蹲うずくまったり胸を掻かきむしったりしている。

（なんだ、これは!?）

　ぼくの身体からだにも、それは襲おそってきた。胸を焼かれ、肺はい腑ふを力ずくでむしり取られてしまうような痛みと熱さ、そして次々に込み上げてくる咳せき、

（っぐ……この……感覚には……覚えがある！）

　以前、《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》と戦って、抗こう体たい錠じよう剤ざいが切れた時だ。

　あの時は、アイリーシュに錠剤を飲ませてもらって九死に一生を得たけれど……。

（どうしていま……こんな時に……？　抗体錠剤はまだ、切れていないはず……なのに）

　アイリーシュもぼくと同じく激しく咽むせていて、ロイ隊長、レイン、キャロンにクーイにアイゼルも同様だ。するとガルシアがアイリーシュに肩を貸しながら、

「ガイナ・ソドムは……抗体錠剤さえ効かない強力な金きん属ぞく粉ふんを放出し……全ウルバス人を無傷で鉱こう化かしてしまう……大量殺さつ戮りく兵器なのです……！　ウルバスの都市には被ひ害がいを与あたえず……素体だけを安全に収容するための……」

「……！　じゃあ鉱化したぼくらを……レイスフェーダ人は収容して……自分たちの素体に……!?」

　第一五連隊の兵士たちはまったく予想外の地じ獄ごくの苦しみにのたうち回り、主人であるブランフォードのゲルセナの周りに群がる。

「ブランフォード……様……これはどういう……!?」

「助……けてください」

「残念だがそれはできん。こうしておけばあと半刻と経たたず、この戦いに確実な勝利をもたらすことができる。あとはガルシアから起動キーを回収して立ち去るだけだ。安心しろ、俺はゲルセナの密閉空間のおかげで長く保もつ、おまえたちの分まで生き延びてやる」

　非情のリーダーに、

「そん……な……ブランフォード様……！」

「っぐ……っくはっつ！　がはっ、かはっ！」

（ブランフォード！　……なんて……やつだ！）

　味方までも……捨て石に……！

　このままでは、あまりにも無念だ……死んでも死にきれない！

　気が遠くなりそうな咳による呼吸困難に耐たえアイリーシュが、

「ガルシア、もう……助かる手だてはないのか!?　このままでは本当に……全滅だ！」

　するとガルシアは、

「一つだけ、……望みはあります……微かすかではありますが」

「微かでもなんでもいい……やり方を教えてくれ……！」

「ですがこれをするには、まずあのブランフォードをなんとかできなければ……！」

　なにをするにもあの男に邪じや魔まされてしまう。八はつ方ぽう塞ふさがりと思われたその時、

「お兄ちゃん！」

　戦場に耳慣れた声が響ひびき、見ればセレーナがぼくのほうへと駆かけ寄よってきた。

「セレーナ!?　どうして……！」

「戦争が始まって、さっき地じ震しんがあって、そしたらお空が真っ暗になって……！」

（そうか、だから不安になって）

　彼女もまた激しく咳きこみながら、

「セレーナ……お兄ちゃんたちの言う《ガイナ・ソドム》とか、シェルターとか、なんのことかわからないですが、一人で待っているなんてできなかったです……！」

　言うなりセレーナはぼくの胸に飛びこんで、泣きじゃくった。

（そっか、全部通信で聞いてたんだ……）

　ぼくにしてみれば、ガイナ・ソドムの効力に関しても屋内にいるぶん、まだそこにいてくれたほうがセレーナにとっては安全だと思ってた。

（でもセレーナは、そんなことよりぼくたちと一緒にいたかったんだ）



    

  
    
      　彼女は泣きながらぼくの胸にしがみついて訴うつたえる。

「戦いのこととか、マイクロチップとか、セレーナにはどうすればいいか全然わからないです！　でもセレーナはお兄ちゃんの妹で、イーサ父さんとルイズ母さんの血を受け継ついだ家族です！　だから……お兄ちゃんにはもう、セレーナに隠かくし事ごとをしないで欲しいんです……！」

　勝手に気を遣つかって、勝手に庇かばっているつもりになっていた。でも──セレーナは、ぼくの知らないうちにこんなに強くなっていたんだ。

「ごめんセレーナ……これからはいつも、一緒にいよう」

　ぼくは心から謝って妹の髪かみの毛を何度も梳すいてやった。

（こんなところでくじけちゃだめだ、いままでなんのために……がんばってきたんだ！）

　ぼくの心に闘とう志しが宿る。

　ガルシアは言っていた。ここでブランフォードさえ倒たおせば、道は開けるかもしれないんだ。だったらそれに、全力をつくすのみだ……！

　するとぼくの腕うでに抱だかれていたセレーナが言った。

「お兄ちゃん、セレーナには……あの機体の《弱点》がわかるですよ」

「え……？」

「なんだか見えるんです、チカチカと、あの軍人さんの腕から延びている機械の触しよく手しゆ、あれと機体の継ぎ目あたりがさっきからずーっと。あの飛行機を止めるにはどうしたらいいんだろうって、考えてたら」

　そう、か……！

　前に《紅き六瞳の獣》と戦ってた時も、似たようなことがあった！

　金属粉に侵おかされてぼくが疑似鉱化病になった時だ。《紅き六瞳の獣》の再生能力を打ち破れなくて、いまみたいに絶体絶命の状じよう況きように陥おちいっていて、その時獣の弱点である下の双そう眼がんが光って見えたことがあったんだ。状況から考えて、それは鉱化病患者だけに感じ取れる金属微び粒りゆう子しからの《機械の記き憶おく》だってわかったんだけど、

（セレーナはあの時のぼくと違ちがって、本物の鉱化病患者だ。彼女の体内に蓄たくわえられた機械の記憶はぼくなんか比ひ較かくにならないくらいに深いものなんだ）

　そしてあのゲルセナは間違いなく《無む窮きゆう領りよう域いき》の《罠トラツプ》を解かい析せきして開発されている。

　ウルバスにおいて最さい先せん端たんの超ちよう兵器が《無窮領域》の機械技術の応用無くして造られることなど、考えられないからだ。ならばその基となった《罠トラツプ》の知識をセレーナが持っていてもなんら不思議じゃない。

　セレーナを全面的に信じるぼくは、咳を堪こらえて叫さけんだ。

「隊長！　ブランフォードの触手と……ゲルセナの接合面を狙ねらって下さい！　セレーナがそう言ってるんです！」

　隊長はなぜ、とは聞かなかった。

「よし、いくぞ、三人、一点……集中だ！」

　ロイ隊長が火か炎えん逆巻く剣けんを振ふり上げ、レインとアイゼルが頷うなずく。

「断て！」

「っつ……っつあああ！」

「っでっ……やああぁああああっつ！」

　剣、爪つめ、拳こぶし、三人の攻こう撃げきが一極集中するや、搭とう乗じよう席せきの防護膜まくを彼らがさっきまで狙っていた時とはまったく異なる手て応ごたえを《聴ちよう覚かくを通じて》ぼくは感じ取る。

　弾だん力りよくある物体に跳はね返されるのではなく、ぶつり、と太い配線が切断される音だ。

　視線を向けると、ゲルセナの機体と触手は完全に斬きり離はなされていた。

（やった、初めて傷らしい傷を与えたぞ……！）

　ブランフォードは、

「悪あがきだな、その程度の傷、俺の触手は何度でも再生して接続できる」

　意に介かいさず触手の尖せん端たんを再生してゲルセナに延ばすも、──それは彼の大きな油断だった。彼はまだ自分の喉のど元もとに抉えぐりこんだ刃やいばのことを知らない。

「やめるんだ……ブランフォード……その機体の自動修復機能はもう崩ほう壊かいしている！　その触手を繋つなげば……命を落とすぞ！」

　ぼくは警告するも、

「は、……世よ迷まい言ごとだな」

　ブランフォードは触手と機体を繋げてしまう。

（──ブランフォード）

　直後、

「っつ……ぐ!?　これは……っぐ……っああああああ!?」

　ブランフォードが喉元を押さえ、目を見開いた。

「これは、……っぐ……っがっつあ!?　あああああああっつ!?」

　絶ぜつ叫きようするブランフォードの顔面や胴どう体たい、四し肢しが異常に盛り上がり、かと思えば縮小し、搭乗席内で苦しみ暴れる。そうかと思うと彼の肩かたに魚の顔ができ、腕が植物の蔓つるへと変化し、やがては顔面の横半分が岩となり、もう半分がかさかさの紙となり、次第に判別不能の存在へと変わり果ててゆく。

　それは、ゲルセナの自動修復機能の《誤情報バグデータの逆流と暴走》だった。

（ゲルセナはブランフォードからの念動信号で機体を操縦、修復するんだ……しかし一いつ旦たんその信号を送受信する触手が《不測の断線》をさせられたため、パーソナルコンソールでいう強制終しゆう了りよう時の誤作動みたいなものが発生したんだ）

　不測の誤作動によってゲルセナはブランフォード自身をも破損した機体の一部と見なし修復に入ってしまった。誤った設計図に基づいて。

　ブランフォードの変化の最終局面、彼の触手の外膜を破ってなかから鉱化したゴスタフが現れる。彼は生きているように──見えているだけで実際には誤情報バグデータに基づいてゲルセナに操作されているに過ぎないが──ブランフォードの背後から組みつき、

「ブランフォォォドオオオオオオぉぉあああああ」

「や……めろ……き……さ……マカォォあこ」

　両者はそのまま細さい胞ぼうレベルで一体化していった。

　ぼくがそっと怯おびえるセレーナの視線を手で覆おおい隠すなか、二人の肉体は完全に攪かく拌はんされ動物、植物、鉱物とあらゆるものが入り交じる有機物とも無機物ともいえない《あいまいなもの》となって──ついには息絶えた。

（終わった……これで勝ったんだ……）

　彼らの死にともなって指揮する念動を失った機き甲こう兵たちも一いつ斉せいに機能停止していく。ゲルセナは地上へと緩ゆるやかに墜つい落らくし、ロイ隊長たちは機体から飛び降りて事なきを得た。

　残るは第一五連隊の《想そう念ねん士し》たちだけだが、ブランフォードに裏切られ、ガイナ・ソドムで瀕ひん死しに喘あえぐ彼らは地上に力無く座りこむばかりでもう戦意と呼べるものは残っていなかった。

　勝利の余よ韻いんに浸ひたる間もなく、ガルシアが戦場全体に向けて叫ぶ。

「ここにいるすべての者たちに伝えます！　ガイナ・ソドムが……起動しました！　ですがまだ時間はあります……ガイナ・ソドムは万が一の誤作動の時止める余よ裕ゆうを持たせるために……レイスフェーダ人はあえて放射する金きん属ぞく粉ふんを即そく死し濃のう度どには設定していなかったんです……！」

　まだぼくたちのほとんどが生き残っている事実がガルシアの言葉の正しさを裏づけていた。だったら最後の最後まで……諦あきらめちゃだめだ。

　ここからでは見えない、ウルバス中の都市で。すべてのウルバス市民もまた、ぼくたちと同じようにいま生死の危機に瀕ひんしているはずだ……！

「で……ガルシアさん……助かるには……ぼくたちは、どうすれば……！」

　すると彼女のそばに戦せん闘とう形態維い持じの限界に達したのだろう、変身が解けながらレインが馳はせ参さんじる。彼女の携けい帯たい端たん末まつを借り受けたガルシアがこれに自分のマイクロチップを接続して起動させると、端末からはぼくたちも一度見たウルバスとガイナ・ソドムの相関関係を現す立体映像が戦場の地面へと投射された。

　周囲にロイ隊長以下、アイリーシュ小隊の面々、そばに寄れる限りのカラルモ軍、第一〇連隊兵士たちが集まってくる。そこに、

「あなたたちも、集まってください……この計画は大勢の《想念士》の結束が必要です」

　ガルシアは第一五連隊の《想念士》たちも呼び寄せる。目的を見失い、死に直面していた彼らは、消極的ながらもふらふらと周囲の輪に集まってきた。

　緩やかに横回転するウルバス立体模型の地下に、万まん遍べんなくガイナ・ソドムを示す赤い光点が埋うまっている。最初にレインに見せてもらった時《天高き封ふう印いんの苗なえ床どこ》の真下に埋まっていたあの一際大きな赤い固まりは──

　いまは模型上消しよう滅めつしていて、現在、現物はぼくらの頭上で燦さん然ぜんと輝かがやいていた。

　一通り人数が揃そろったところで、

「ガイナ・ソドムのシステムは……この天空で照り輝く《本体》の人工天体と……地下にあるサブ・システムの両方により金属粉を発生させることで……天と、地とから、万遍なくウルバス全体を殲せん滅めつさせる……ものなのです」

　ガルシアは説明しながら、

「そしてこれの効果を打ち消すことのできる唯ゆい一いつの可能性、……究極の《罠トラツプ》がウルバスには存在します……」

　彼女が指差したのはぼくが最初に映像を見た時《謎なぞの物体》と思っていた、《天高き封印の苗床》の地下に赤い光のガイナ・ソドムと並行して存在していたもう一つの《青い光》だった。

（究極の《罠トラツプ》……そんなものが、このウルバスに）

「この《罠トラツプ》はたぶん……レイスフェーダ人がガイナ・ソドムの誤作動防止や緊きん急きゆう停止用に備えていたもの……なのでしょう。映像の青い光点はその《罠トラツプ》を起動させるための精神エネルギー《送信装置》に過ぎません。そしてその本体は──」

　するとガルシアはおもむろに空を見上げ、ある一点を指差した。

　ガイナ・ソドムの影えい響きようで日食状態にある闇やみの空に、空が暗いがゆえに日中でも皓こう々こうと照り目立つ双子の月ルナ・マルダを。

「究極の《罠トラツプ》──その名は、人工衛星天体《双子の月ルナ・マルダ》」



　！



（人工衛星天体……《双子の月ルナ・マルダ》……？）

「あの月の片割れは本物で……もう一つは、レイスフェーダ人が遠い過去に打ち上げた最大にして最古の人工天体型《罠トラツプ》なのです……」

「で……あれを起動させられれば、ぼくたちは助かるんですか……？」

　問いかけるぼくに、

「《双子の月ルナ・マルダ》はガイナ・ソドムの対極の存在と……イークレオンの遺産に記録されています……詳しよう細さいまでは残されていませんでしたが……どのみちわたしたちはこの可能性に賭かけるしかないでしょう」

　彼女は難しい顔で、

「ただし……この《罠トラツプ》の起動には非常に多くの《想念士》の精神エネルギーが一つとなることが絶対条件です……。利己的な戦争を始めたシェイクトエリア軍も、《独裁者》ガルシアに率いられたカラルモも……これら《想念士》の想おもいを結集させる核かくとはなりえません……これまでの歴史においても、万が一この《罠トラツプ》の起動に失敗したらと……存在は明らかでも使うことができませんでした……。ですが……《不殺の戦い》を貫つらぬき通した、あなたたちならば……」

　すべてを託たくす眼まな差ざしで、ガルシアはアイリーシュを見た。

「アイリーシュ、あなたならば……」

（ぼくたちが、《想念士》たちの精神エネルギーを結集させる核に……？）

　あれだけの人工衛星天体だ、起動にはウルバス中に存在するほぼすべての《想念士》の精神エネルギーが必要となるだろう……。それでも足りないくらい、かもしれない。

　そんな重要な任務をぼくらがやり遂とげることができるの、か。でも──

（やるしか、ないんだ……ほかに方法は……ない）

　聞いていたロイ隊長が、不意に、アイリーシュに《継けい承しよう者しや》の証あかしであるガルシアの儀ぎ礼れい用の剣を渡わたす。炎ほのおと烈れつ風ぷうはもう消えていた。

「俺は最後までブランフォードへの《殺意》を消すことができなかった。この役目は本当に《不殺》を貫いたおまえたちの役目だ。あとのことは頼たのんだ……」

　一呼吸置いて、彼はアイリーシュをこう呼んで送り出す。

「二代目《国境なき独立想念士団》団長、最初で最後の大仕事だ」

　そこに、レインも声をかける。

「わたしも及およばずながら協力しよう、本来の名に……戻もどってな」

「本来の、名？」

　問うアイリーシュに、

「我が正式の名は……レイン・アムルータ・デュエル・アッダルだ」

　アイリーシュ小隊全員の声が重なる。



　──アッダル!?　──



「アッダル王家の連中は……恥はずかしくも世捨て人同然に世せ俗ぞくのことから離れ……ガイナ・ソドムによる滅めつ亡ぼうの日に抗あらがおうともせず……《安らかに終末の刻ときを迎むかえる》などと戯たわ言ごとを言っていた……そんな祖国に納得がいかずわたしはガルシア様のもとで、……幼少の頃ころよりウルバスを救う方策を探し求めたのだ……。だがいまなら祖国の者たちも目が覚めただろう……アッダルの者たちはわたしが説得する……。ついでに言えば、カラルモとエイズナはガルシア様に従い……プラセータ議会はゴスタフ亡きあとの混乱に見み舞まわれる、そこをルクオンの後こう継けい者しや……アイリーシュ、おまえの言葉で動かすのだ……。残るシェイクトエリアの協力は未知数だが……かといって奴やつらとて、このままなにもせず死にたくはあるまい……」

　そう……だよ、もうどこのエリアが敵とか味方とか言ってる場合じゃないんだから。

　ここにいる一五連隊の彼らも、充じゆう分ぶんそのあたりの状じよう況きようは理解している様子だった。

　だいたいシェルターを専有しようとしていたのは……ごく一部の上層部だけで……ほかの大多数の部隊に罪はない、彼らは皆みななにも知らされずにいただけなんだから……。

　思いながら、

（それにしても驚おどろいた、レインが……アッダル王家の人だったなんて……）

　でもガルシアの腹心としてあの若さでいるくらいだから……並の人物のはずはないのだけれど……。

「──よかろう」

　諸もろ々もろ聞いて剣けんを受け取ったアイリーシュは、彼らの気持ちを受けとめてこれを天高く掲かかげ、

「やるぞ……《双子の月ルナ・マルダ》起動……開始だ！」

「もちろんあたしたちアイリーシュ小隊のみんなも……全面協力するわよ」

　キャロンが励はげまし、

「セレーナも《想念士》ではありませんが……全面協力するです……ね、お兄……ちゃん……」

　セレーナが不安そうながらも一生懸けん命めい気持ちを守もり立ててぼくの手を握にぎってくる。

（だいじょうぶ……アイリーシュなら……絶対にやり遂げるさ）

　と、ロイ隊長が、

「で、肝かん心じん要かなめのやり方だが、どうやって世界中の《想念士》に……報しらせる？」

　するとレインが、

「ガルシア様が以前演説された際、エリア放送の無線回線に強制介かい入にゆうしたことがある……あれと同じ方法をとろう……あれなら一斉に放送を五大エリアに流せる」

　しかしひょっこり輪の最前列に来ていた第七連隊のおじいさんが、

「口を挟はさむようじゃがの、そんな機材や《罠トラツプ》がどこに……あるんじゃ？　主立ったもんはみんな今回の連戦で使っちまったぞい？　それに五大エリア全部に放送届かせるとなると、かなりの出力が必要じゃの……」

　そういえば、こんなところまでつきあってもらったおじいさんだったけど──。

　とうとうここまで名前を聞かず終じまいだったな。でもそれでこそ第七連隊連隊歌にもある《我ら光差さぬ者たちなれど、名もなき者たちなれど》──なれどその想い報いを求めず名めい誉よを欲ほつせず、ただひたすらに愛し護まもるべきもののために、──の歌詞にふさわしいのかもしれない。おじいさんの意見はわかるものの、そうはいってもいまさらほかの区画まで新しい機材を取りに行っている暇ひまなんてない。だがアイリーシュが、

「方法はある、わたしの真《ぺぽろってぃ世》を電波塔とうにするのだ……エネルギーを最大出力にして……主しゆ砲ほうを撃うつのではなく、世界にメッセージを発信するために使えば……なんとかなるだろう……」

（そうか、その手があった……か！）

「ただしこれほどの出力を出すとなると、わたしも真《ぺぽろってぃ世》の依より代しろ状態を維い持じするので精せい一いつ杯ぱいだ……無線を発信する操作は、誰だれか別の者に頼まねばな……」

　その役目には、すぐさまぼくが立候補した。

「それはぼくが引き受けるよ……アイリーシュのパートナーはぼくなんだ……ぼくが真《ぺぽろってぃ世》のことは一番よくわかっている……それにこんな時のために……精神エネルギーを温存しておいたんだから……」

　話は決まった。アイリーシュが剣を掴つかんだまま指令を出す。

「真《ぺぽろってぃ世》最大出力、《電波発信モード》起動……！」

　すると真《ぺぽろってぃ世》の両りよう翼よくが真《ぺぽろってぃ世》改に匹ひつ敵てきするほど左右に長大に延びて、機械巨きよ人じんは後頭部を限界まで反らして顔面を垂直にまで傾かたむける。

　その口から最大まで延長された主砲砲塔が姿を現した。

（本当ならこんな使い方こそが、……。武器としてじゃなく、平和と命を護るために……そんな使い道が、この《ぺぽろってぃ世》にとっては理想的だったのかもしれない）

　アンテナの準備が整った真《ぺぽろってぃ世》《電波送信モード》の背中側に、アイリーシュは廻まわりこむ。機械巨人が首を反らしたおかげで依代の両眼は背中側にきていた。その普ふ段だんは攻こう撃げき用レーザーを発射したりする左右の眼が、いまはカメラモードに切り替かわっていてアイリーシュを撮さつ影えいしている。

　ガイナ・ソドムがウルバスに闇をもたらしていたのは、ここから発生する濃こい金属微び粒りゆう子しが日照を遮さえぎっていたせいだ。その厚く垂れこめた雲の合間から《双子の月ルナ・マルダ》が顔を覗のぞかせた瞬しゆん間かん、これをきっかけにアイリーシュが合図した。

「《双子の月ルナ・マルダ》起動用精神エネルギー送信開始！　ならびに放送電波……最大エネルギーで発信！」

（ぐっ……っ……やるぞ！）

　彼女のかけ声を受けてぼくが真《ぺぽろってぃ世》電波送信モードに精神接続して起動を促うながす想念を送ると、機械巨人の双そう眼がんが明めい滅めつして強烈な精神的負荷が逆流してくる。

　濁だく流りゆうを上流に向かって遡さかのぼるような抵てい抗こう感に、

（これ、は……思っていたよりも厄やつ介かい……だぞ……!?）

　精神エネルギーの消しよう耗もうが激しい……けど、絶対にもたせる！　アイリーシュの放送が終わるまで……！

　こうして彼女は依代の双眼カメラに向かって訴うつたえかけた。

「聞いて欲しい、ウルバスの民よ！　わたしはアイリーシュ・シエラール、旧シェイクトエリア第一〇連隊小隊長、そしてつい先刻、結成間もない《国境なき独立想そう念ねん士し団だん》第二代団長に就任した者だ！　現在ウルバスは、最悪の大量殺さつ戮りく兵器ガイナ・ソドムによって放出された金きん属ぞく粉ふんにより危機的状況にある！　これを回避しウルバス人の滅亡を免まぬかれるには、あなたたちウルバスの同どう胞ほうによる協力が必要なのだ！」

　アイリーシュはこみあげる咳せきを堪こらえ、毅き然ぜんと振ふる舞まった。

「大量殺戮兵器、ガイナ・ソドム、聞き慣れない言葉と意味不明の状況の連続……混乱していることと思う！　しかし詳くわしい説明をいましている暇はない！　わたしが全ウルバス人に約束できることは、いまからわたしたちが使おうとしているこの《罠トラツプ》さえ起動できれば、あなたたちを救えるということだ！　あなたちの愛する家族！　友人！　護りたいもの！　しかしそれには精神エネルギーが圧あつ倒とう的てきに不足している、だからその力をあなたたちに貸して欲しいのだ！　わたしのためにとはいわない！　自分と、自分の大切な護るべきもののために！　その《罠トラツプ》の精神エネルギー送信装置は《天高き封ふう印いんの苗なえ床どこ》の地下深くに眠ねむっている……《想念士》ならばこれを感じ取れるはずだ！　だからそこに向けて《起動》の精神接続を試みて欲しい！」

　すがるように訴えるアイリーシュの周りに、ガルシア、レイン、ロイ隊長、各勢力の代表者たちも集まって立ち並ぶ。

「ウルバスのみなさん、シェイクトエリアとカラルモの戦争はこのガルシア・ウィンフォードの名において終結を宣言します。エイズナの解放もまた、ここに約束します。そしてこのアイリーシュ・シエラールの言葉に耳を傾けてください。彼女の言葉はわたしたちの総意です、彼女の持つ《継けい承しよう者しや》の剣こそはその証」

「レイン・アムルータ・デュエル・アッダルだ。アッダル国民およびウルバス人民に告ぐ。アッダルは神官王家の名に懸かけて、これより永世中立の言を撤てつ回かいし、過去の無責任な立場を謝罪し、五大エリアおよびアイリーシュ・シエラールと命運をともにすることをここに誓ちかう」

「旧シェイクトエリア第一〇連隊連隊長、ロイ・ブルーモアだ。《国境なき独立想念士団》の後見役を務めさせてもらっている。アイリーシュ・シエラールの言葉のすべてが真実であることを我ら三人の名前をもって保証しよう」

　アイリーシュ一人では、説得力を持ちえなかったかもしれない。

　しかし全ウルバスに顔と名の知れ渡わたるこの三人が彼女に協力したことで、放送成功の可能性は飛ひ躍やく的てきに増した。

　こうしてぼくらのすべての願いを託たくした送信は終しゆう了りようする。ロイ隊長が、

「一応、俺とガルシア、レイン名義でそれぞれ個別に本国の軍部にも無線通信を入れておいた。エイズナとプラセータ議会にもな。《想念士》が在ざい籍せきしてるのは九割以上が各国軍隊だ、これでかなりの助力は期待できるだろう」

　陰かげながらサポートしてくれていたロイ隊長たちにアイリーシュは感謝して頭を下げ、あとは……ぼくたちの戦いだけだ……！

　ぼくとアイリーシュは一度放送を終えたあともウルバスのあらゆる人たちが放送を見み逃のがすことのないよう、一人でも多くの人に協力してもらえるように、真《ぺぽろってぃ世》のハードディスクに録画されていた放送内容を再送信し続ける。

　身体からだから加速度的に力が抜ぬけていき、精神エネルギー不足で目眩めまいがしてくる。

　アイリーシュも前例のない長時間の依代状態維い持じに血の気の失うせきった顔で、それでも彼女は機械巨人のアンテナ状態を維持し続けていた。

（がんばれ……アイリーシュ……ぼくも……負けはしない……から……！）

　するとキャロンが自分も起動の想念を《天高き封印の苗床》地下に向けて送りながら、

「でも、こっちからの放送だけだとなんだか一方的で……向こうからのリアクションがわからない分……少し不安よね？」

　クーイとアイゼルも精神エネルギー送信を開始しつつ、

「だよなー。なんかしらこう、オッケーなのかだめなのか……反応を聞かせて欲しいもんだよな……？」

「いまは信じるしか、道はない……がな……」

「カイムくん、だいじょうぶかしら……？　身体、心配だわ」

　ぼくの身を案じてくれるキャロンに、クーイが突とつ然ぜん鼻を掻かいて言いにくそうに伝える。

「なあ、誤解すんなよ、……これっておまえのために言ってやんだかんな？」

「……？　なによ、もってまわった言いかたね」

「……。あのよ、……カイムのやつはやめといたほうがいいぜ」

「へ、なによ……それ？」

　唐とう突とつな言葉に目を丸くするキャロンに、

「か、勘かん違ちがいすんなよ、おまえがひでー目に遭あわないために、なんつーかその、手間を省いてやってんだぜ……？　……カイムの奴やつには、まー、あの《ツンデレ隊長さん》がいるからな……」

　すると意味を理解したのかキャロンが鼻息荒あらく、

「あ、あんた、……こ、この苦しい時になに急に……わけわかんないこと言いだしてんの!?　しかもっ、カイムくんの目の前で!?」

　怒いかりと羞しゆう恥ち心しんからか顔面真っ赤にしている彼女に、

「っせーな！　お、おめーに見こみが無さそうだから人が気き遣づかって忠告して……やってんじゃねーか!?」

「そ、それがよけーなお世話だってんのよ!?　あ、あんた一体、何様のつもり……!?」

「だっ、だからっ！　望みのねえ理想高すぎる奴よりも！　それよかもっと、《無難》で妥だ協きようできそうな男がそばにいるんじゃねえの……って言ってんだよ！」

　最後はヤケ気味に怒ど鳴なるクーイに、

「え、……え!?」

（え、……!?）

　目も合わせていられなくなってそっぽを向いてしまうクーイと、唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんのキャロンを見て、ぼくは驚おどろいた。

（……クーイって、キャロンのことが好きだったんだ）

　全然、気づかなかった、ぼくって鈍どん感かん過ぎるのだろうか……。でもずっと同じ養成学校にいて密接に連れん携けい組んでた二人なんだから、そ、それも充じゆう分ぶんありえるの、かな……。

（……。てか、いつの間にかぼくが原因で大おお喧げん嘩かになっちゃってるんだけど……）

　するとぼくのそばで形だけでもグッと拳こぶしを握にぎり締しめるガンバルポーズを決めて、精神エネルギーを送るフリをしていたセレーナが声をかけてきた。

「わあぉ……お兄ちゃん、モテモテですね……」

「セレーナ……」

　キャロンは照てれ隠かくしか、

「そ、そうだ、ア、アイゼル！　あたしより……あなたはどうなのよ!?　アイゼル、あなたちっとも浮ういた話とか聞かないわよね？　あなたも彼女の一人くらい……作っておいたほうがいいんじゃない？」

　話を変えるダシにされてしまったアイゼルは意外に照れるでもなく逆に真ま面じ目めに頷うなずき、

「ふむ、考えてみるとわたしはずっと《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》の執しつ筆ぴつばかりにかまけていたからな……キャロン、きみの言うとおりこういう時こそ人生を振り返るのには、いいかもしれない……」

「え、え……ちょ、ちょと、アイゼル……!?」

　自分で煽あおっておいて驚いているキャロンを尻しり目めに、彼はすたすたとある人物のもとへと歩いていった。

　なんと。レイン・アムルータ、カラルモ軍上級大将のところに。

（ま、まさか、アイゼル……）

　彼はロイ隊長らとともに精神エネルギーの送信に入っていた彼女の目の前まで近づくと、いきなり《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》のメモ用と思おぼしきノートを機械装そう甲こうの懐ふところから取り出し、

「そういうわけで、《交こう換かん日記》から始めてください」

「なっ……!?」

　驚きよう愕がくしたレインは激しく動どう揺ようし、一いつ瞬しゆん、精神接続を乱しかけている。

「な、なんだ……きさまは!?　い、いきなり現れて、ぜ、全然話の流れが見えん……!?」

「話の流れが見えなくて恐きよう縮しゆくですが、わたしは本気です、からかっているわけではありません」

「な……!?」

　言われたカラルモ軍上級大将の顔面が、耳たぶまで紅潮していく。

（文章好きの……アイゼルだけに……交換日記……？）

　拳を交えているあいだに……歪ゆがんだ（？）愛情でも芽生えてしまった……のだろうか？

　二人の様子を眺ながめているうちにキャロンも応おう援えんしだした。

「ま、まあ……でも……いいんじゃない？　そういえば、レインには……戦争終わったらいろんなこと教えてあげるって約束してたもんね……どー見てもあなた、恋れん愛あい経験ゼロでしょ……？　だったら似たようなアイゼルとちょうどいいじゃない？　しかも彼は真面目で優しい男の子よ……？　見た目もイケメンだし……」

　セレーナはもはや頭の中が沸ふつ騰とうしそうなのか、真っ赤になって自分の顔を両手で覆おおっていた。

「わあ……なんだかみなさん……急展開です……ウルバスがこんな時に」

　すると意外なほど冷静だったアイリーシュが教える。

「こんな時だからこそ……だ」

「え……？　アイリーシュお姉ちゃん……？」

「皆みな、一分一秒を大切に、思い残すことのないようにしているのだ……諦あきらめているのではない……限られた時間、限られた命で生きる自分たちというものを……いまほど実感している時はないのだろう……。そしてこんな一人一人の思いの積み重ねこそが……大きな、明日へと生きる希望と強さになる……」

「なるほど……。そういう話なら、セレーナも自分が鉱こう化か病びようですから……よくわかるですよ！　いつだって、自分がいま一番したいことをやりたいって、思ってましたから」

「そんなわけだからわたしも、素直になろう……カイム」

　彼女は突然ぼくを振ふり返る。

「え……？」

　す、素直って、一体……？

「わたしにはおまえが必要だ……もしウルバスが救われたなら……戦争に疲ひ弊へいし、ガイナ・ソドムとブランフォードに破は壊かいされたこの世界の復興が《国境なき独立想そう念ねん士し団だん》の大仕事となるだろう……ルクオン社も再建せねばならん……それにはわたし一人の力では無理だ……」

「アイリー……シュ……」

「それはきっと一生かけての大仕事になるぞ……忠誠を誓えるか？」

　わぁお、と眼めをきらきら輝かがやかせるセレーナの前で、ぼくはあまりに驚いて一瞬言葉が出てこなかったんだけれど──

　だけど、結局は初めから答えなんて決まっていたように返事をしたんだ。

「忠誠、誓うよ」

　笑顔で。

　ぼくたちにはきっと明日がやってくる。それを前提とした、彼女の約束に。

　アイリーシュと初めて会った時のことが走そう馬ま灯とうみたいに甦よみがえる。最初は清せい楚そなドレス姿に騙だまされて。いきなり頭ず突つきで家から拉ら致ちされて。口が悪くてロイ連隊長のところまで耳を引っぱって連行されて。

　ほんとに初めて会った時にはなんて乱暴でおっかない子なんだろうって思ったんだけれど。でも、いつの間にか──。ぼくにとってこの意地っ張りで、わがままで、だけど本当はとても思いやりがあって優しい女の子が、一いつ緒しよにいてくれなくてはならないかけがえのない存在になっていたんだ──。

　見ていたロイ隊長が、

「は……なんていうか、こんな時でも平静を失わない奴らだ……頼たのもしい限り……だ」

　傍かたわらにガルシアが佇たたずむ。

「きっと、あなたという自由な上官がいたおかげでしょう、わたしはあの子に、……レインになにも教えてあげられなかったことを……申し訳なく思います」

「あんた自身、いろいろ学ぶ必要があるんじゃないのか……？　人生の楽しさってやつを、もっとな」

　言葉をかけるロイ隊長にガルシアははっとし、長い長い沈ちん黙もくがあって。

　よくよく注視しなければわからないほど、本当に、ほんの微かすかではあったけれど確かに──。──彼女は、微笑ほほえんだんだ。

「そう、ですね、──そのためにも《未来》を護まもらないと」

　彼女のその微び笑しようが、いつかもっと大きな、心からの笑顔になることを。──ぼくはそうあったら、と思ったんだ。と、彼女は自分の手にするマイクロチップを見て驚き、

「……！　ロイ、これを見てください！」

　ぼくも覗のぞいてみると、彼女のマイクロチップにはガイナ・ソドムのカウントダウンともう一つ、レイスフェーダ文字のカウンターが表示されていた。

　数字は読めなくても、はっきりと桁けた数すうが増えているのがわかった。これを見て、

「あの放送の効果があったようです、少しずつ……数字が増えていってます」

　この数字が、人工衛星天体《双子の月ルナ・マルダ》の起動に必要な精神エネルギーを示すカウントなんだ。そうだよ、みんなが一つになってがんばってるんだ……起動しないはずがない！　ぼくたちの周りではカラルモ軍も、第一〇連隊も、第一五連隊の《想念士》たちまでもきちんと一丸となって精神接続を試みていた。主義も主張も関係ない。

　自分たちが生き残るために。でもそれで……いいんだ！

　が、あと少し──

　もう少しでカウントの桁数が表示限界まで満たされるというところで、カウントの増加が極きよく端たんに鈍どん化かしてしまう。ガルシアの顔が曇くもり、ロイ隊長が尋たずねる。

「どうなってる？」

「……たぶん、前もって手を回していた各エリアの軍所属、《想念士》たちのすべての精神エネルギーが……出で揃そろってしまったのでしょう」

　各エリア軍に所属している以外の《想念士》となると、あとはもう除隊済みの人材とか、自己流で《想念士》の鍛たん錬れんだけ積んでいるとか、でもそういう人たちには申し訳ないけれど現役で正規の《想念士》たちに比べたら、あってないような精神エネルギーしか持ち合わせていない。

（ということは……もう……いくらがんばっても《双子の月ルナ・マルダ》は起動できないって、ことなのか……!?）

　だとしたら、ぼくたちはなんのためにここまで、やってきたんだ……？

　ぼくが《想念士》になったことも、みんなが努力してきたことも、ロイ隊長、《災さい厄やくの日》命と引き替かえに市民たちを護ったレムリアさんたち第一〇連隊の人たち、ガルシア、病気と戦ってきたセレーナ、アイリーシュ、父さんに母さん……！

　それがこんな、あと一歩のところで……！　ぼくは悔くやしさのあまり叫さけんでいた。

「どうして……だよ！　なんで……足りないんだ！　あと少し！　あと少しの精神エネルギーでいいのに……！」

　その直後だった──

（え……？）

　一度は停とまりかけていた精神エネルギーのカウントが、再び上じよう昇しようを始める。

　ふと想念を集中させれば再送信を繰くり返していた真《ぺぽろってぃ世》のハードディスク録画映像に、さっきぼくが叫んだ《言葉》がぼくの気持ちが強すぎたのか、被かぶさるように干かん渉しようして送信されてしまっていることに気がついた。

　ガルシアの持つチップのカウンターは一番最初の最も勢いづいていた頃ころ、いいや、それをも上回るほどの桁数が倍増する勢いで回転していく。

（これは、一体……!?）

　そのまま桁数の上昇速度は加速度的に増してゆき、息吐つく間もなくあっと言う間に、僅わずか足りなかった起動カウントを埋うめつくした。《双子の月ルナ・マルダ》起動準備完かん了りようを告げ報しらせると思しきアラームがガルシアのマイクロチップから鳴なり響ひびく。

（なんで、こんなことが……!?　《想念士》はもう残されて、いないはずなのに……！）

　わけのわからないぼくに、突とつ然ぜん、閃ひらめいたみたいにアイリーシュが叫んだ。

「……!?　ウルバス人だ！　……《想念士》のものではない……一いつ般ぱんのウルバス人がこのエネルギーを送りこんでいるのだ!?」

（！）

　ウルバス人が……。

（さっきのぼくの言葉を聴きいて）

　ぼくは信じがたい思いに駆かられながらも、どこか心の中で納得していた。

　誰だれだって、人は心のなかに精神エネルギーを持っているんだ。そこに《想念士》も一般人も違ちがいはない。

　ただこれを上手く使うには技術がいる。量だって一般人と《想念士》とでは桁違いに持っているものに差がある。しかし区別されるのはそこだけだ。

　精神エネルギーの源は心の力。その気持ちの純じゆん粋すいさや強さは《想念士》だって《一般人》だって変わりはしない。そしてみんなは思ってくれたんだ。

　あと少し、あと少しだけ精神エネルギーが足りないのなら、自分たちでなんとかしようと。

　やり方なんてわからなくても。

　ただがむしゃらに念じてみるだけでもいい。じっとしていることなんてできない。

　それがぼくたちの、たとえ小さな粒つぶ一つ分くらいであったとしても、役に立ってくれればいい、と。

　ウルバス中に生きている全ウルバスの人たち。子どもも、年を重ねた人も、男の人も、女の人も、一つ一つは小さくても、その思いが結集すれば大きな力が生まれる。

　みんなの気持ちはただこの一点において結ばれていたんだ。



　──生きたい。ただ生きたい。自分たちはこんなわけのわからないもののために犠ぎ牲せいになるために生まれてきていたわけではないんだ──



　その思いが究極に高まった瞬しゆん間かん、足りなかった僅かな桁を一〇〇倍して埋めてなお有り余るウルバス五〇〇万の民の《声なき心の声》となって発火し爆はぜた。

　もうぼくたちの指先や……肌はだの一部が……金属化を始めている……。

　いくらガイナ・ソドムの金きん属ぞく粉ふんが即そく死し濃のう度どではないといったって、もう限界だ……。

　アイリーシュが、全ウルバス人の意志を代弁して剣けんを天に掲かかげ叫ぶ。

「《双子の月ルナ・マルダ》始動！」

　寸すん毫ごうの間もおかず、アイリーシュの声に呼応して双子の月ルナ・マルダのうち一つが燦さん然ぜんと輝いた。

　太陽さえも凌しのぐほとの眩まばゆさを発し、続けざま、人工天体から光の雨がウルバス全土に向けて余すところなく降り注ぐ。

　天よりもたらされた恵めぐみの雫しずくは想像を絶する奇き跡せきを起こした。

　最初の恩おん寵ちようは、ガイナ・ソドムの効力の停止だ。

　あれほど苦しかった呼吸がもとに戻もどり、濃のう縮しゆくされた金属微び粒りゆう子しで日食の闇やみと化していた空もまた、群むら雲くもが散り消えるように晴はれ渡わたった。

　のみならず奇跡は次なる奇跡の呼び水となる。セレーナが興奮して、

「お兄ちゃん……!?　これ……見てくださいです！」

「セレーナ？　これは……！」

　なんと、鉱こう化か病びようにかかって以来ずっと消えることのなかった妹の右手の刻印、金属化した手の甲こうが生来の柔やわらかくて張りのある肌に戻っていた。

　しかも妹が怖こわ々ごわと力をこめると指先が自由に動き、ガイナ・ソドムによって金属化していた不可逆的と思われていたぼくたちの身体からだもまた元通りに回復していったんだ……！

（すべての機械の効力が、中和されている……!?）

　その時ぼくは気づく。

（……!?　《罠トラツプ》と精神接続している感覚が、感じられない）

　こんなこと、《想念士》になって以来初めての経験だった。

　ほかの《想念士》たちも皆みな戸と惑まどっている。アイゼルの機械装そう甲こうががらがらと崩くずれて地面に飛散し、クーイのランチャーからは機械部分が削そげ落ちて核かくとなるリュック部分だけが残っている。アイリーシュの真《ぺぽろってぃ世》も巨きよ人じんを形造る機械装甲が分解されて崩れ落ち、その中心にあったヌイグルミだけがぱさりと彼女の足下に落ちた。

　ほかの直接戦せん闘とう型《想念士》や間接戦闘型《想念士》も似た事態に見み舞まわれている。

　アイリーシュはヌイグルミを拾い上げつつ、自分の心臓を手で押おさえ、

「なくなって、いる」

「なくなっているって、どうしたのアイリーシュ？」

「あれだけあった心臓の異物感が、綺き麗れいに消え去っているのだ」

　彼女は忘我の状態で答えた。

「えっ!?　本……当？　アイリーシュ！」

「お姉ちゃん!?」

　渦か中ちゆう、ガルシアが謎なぞの解明に到とう達たつした。

「──やっとわかりました、《双子の月ルナ・マルダ》の真の力が。《双子の月ルナ・マルダ》はあらゆる《機械生命》の活動を停止させるものだったのです。だから金属粉は無害な塵ちりとなり、人を蝕むしばむ鉱化病は癒いえ、アイリーシュの心臓も癒いやされたのです──」

（それじゃあもう、アイリーシュは……！　この先死の爪つめのことで心配する必要はなくなったんだ……！）

　これも、ウルバスのすべての人たちが協力してくれたおかげだ。

　ぼくは彼らに言葉で言い尽つくせぬ感謝の思いを抱いだきながら、嬉うれしさのあまり、つい彼女の両手を取っていた。

「……やったよアイリーシュ、よかったじゃないか！」

「こ、こら、い、いきなりなにをする!?」

　ぼくはもちろんセレーナも引っぱって三人で輪を作り、

「セレーナおめでとう！　これから先はなんでもできるんだ！　なんでも！　街に出ることも！　友だちと遊ぶことも！　やりたいことを、好きなだけ、ずっとずっとできるんだよ！」

　本当に、永かった──

「じゃあセレーナは、この先もずうっとお兄ちゃんと一いつ緒しよにいられるですね!?」

「もちろんだよ！　この先もいつまでも、ずっと一緒だ！」

　兄妹きようだいは歓よろこんで抱だき締しめ合い、アイリーシュももうなにも言わず、ぼくらと身を寄せて抱き合っていた。

　あまりにも大きな歓び過ぎて、実感することすらできない。

（……！　それじゃあもしかして……！）

　気がついたぼくは大急ぎで、ウルバスの外がい壁へきの方角へと走る。

「どうしたカイム!?」

「お兄ちゃん!?」

　アイリーシュたちに呼ばれ、

「みんなもついて来て！」

　ぼくらは揃そろって外壁通用門を出た。

　そこでぼくたちが見たものは、



　──────！



（！　っ、これは……！）



　翠みどり溢あふれる一面の園──



　人を拒こばみ続けた不毛の領域は、色とりどりの花が咲さき乱みだれ、甘あまい草の香かおりを微び風ふうが運ぶ翠の絨じゆう毯たんが視界一いつ杯ぱいどこまでも拡ひろがっていた。キャロンが呆ぼう然ぜんと、

「《無む窮きゆう領りよう域いき》が……消えてなくなっちゃった……」

　ぼくは万感の思いで頷うなずく。

「《双子の月ルナ・マルダ》の力によってこの世からすべての機械生命が消しよう滅めつしたんだ。《無窮領域》の《罠トラツプ》も、レイスフェーダ人の遺伝子工学と機械生命技術の結けつ晶しよう──《掃そう討とう者しや》もおそらくは」

　そして《罠トラツプ》を失ったいまこの瞬間、ぼくたち《想そう念ねん士し》もただの人となった。

　でも、それでいい。ウルバスの戦乱は終わりを告げたんだ。

　もうこの力を使う必要などないのだから。《無窮領域》に向けても。人に向けても。

　アイリーシュは感かん慨がい深ぶかげに、これまで自分のためにつくしてくれた依より代しろのヌイグルミを抱き締めていた。抱き締めて、抱き締めて、充じゆう分ぶんすぎるほど温ぬくもりを味わってから彼女の唇くちびるが小さく動く。《いままでありがとう》と。

　抜ぬけるような蒼そう穹きゆうを見上げるぼくらの視線の先で、最後に《双子の月ルナ・マルダ》が星砂となって崩れさり──

　本当に、この世界からすべての《罠トラツプ》は消失した。

　もう抗こう体たい錠じよう剤ざいも、送風装置エアダクトも必要ない。

　清せい涼りようで瑞みず々みずしい空気を全員で心ゆくまで胸一杯に満まん喫きつし、ガルシアが告げた。

「《双子の月ルナ・マルダ》とは、まさに世界再生のための《罠トラツプ》だったのかもしれませんね。レイスフェーダ人がやがて移り住むつもりでいた、この世界を楽園に生まれ変わらせるための」





　いつしか清らかな大気の拡がりを感じてか。

　ウルバス城じよう塞さい型都市国家の内側から外壁を越こえて飛来してきた小鳥たちが、ぼくたちの頭上を幾いく度どとなく旋回していた──



    

  
    
      　エピローグ




　後日。ウルバスの戦争はガルシアさんの戦争終結宣言通り終わりを告げたんだ。

　もともとシェルターの奪うばい合いから始まったこの戦争、ウルバスが安住の地となった時点でその戦いの目的は失われた。

　その後、ウルバスの民はガルシアさんたちによって自分たちがレイスフェーダ人の素体であった事実を公表され、当初は相当混乱していたけれど。

　でもいまは全ウルバス人が一つとなって世界の建て直しに励はげんでいる。

　これまでの《無窮領域》との戦いや、ガイナ・ソドム、ブランフォードたちによって疲ひ弊へいしきった世界を復興させるには、過去を振ふり返ったり立ち止まったりしている余よ裕ゆうなんてないのだから。いまや《無窮領域》は危険な領域ではなく──

　ウルバスという有限の監かん獄ごくに閉じこめられていたぼくたちにとって、そこは無限に等しい開かい拓たく地ちとなっていた。

　新たな都市を建造して、道を整備し、作物を植えて、やるべきことは山ほどある。

　その合間、誰だれもがほんの一時の時間、仕事の手を休めるたびに豊かな自然を満喫し、人工加工されていない空気の美お味いしさに感動し、野原に気持ちよく寝ね転ころがった。

　そんなウルバス再建の主導的役割を担ったのが、《国境なき独立想念士団》だ。

　もう《想念士》という存在は、なくなってしまったんだけれど。

　でも象しよう徴ちよう的てきな意味合いは大きい。

　世界のために尽じん力りよくした、とウルバスの人たちは考えている。ぼくたちにしてみれば照てれ臭くさいような話だったんだけれど、……でも、ぼくらがささやかながらでもウルバス人が団結する礎いしずえになれるのなら、やれる限り役に立ちたいと思っていた。

　具体的な役目としては政治的な意見役オブザーバーといった感じで、そんなぼくらと共同歩調をとり新生ウルバスの実質的指導者となったのがガルシアさんたちだ。

　ガイナ・ソドム起動後のウルバスの政治体制は、五大エリア代表者たちによる合議制の形式が取られた。

　カラルモのガルシア、カラルモの将軍職とアッダル王家の政務を兼けん任にんするレイン、旧エイズナの代表もフェイクの戦争から復帰した。そしてシェイクトエリアの代表者は今回の功労者ロイ隊長が嫌々ながらやらされていて……。

《災さい厄やくの日》その他諸もろ々もろ、シェイクトエリアの責任によるところは大きくて。

　旧首しゆ脳のう陣じんをそのままにしておいたんじゃ民意と対外的支持が得られないとの理由で、こうなったんだ。で、残るプラセータの代表者なんだけど──

　その時。

「あ、お兄ちゃん……見つけたです！　まーたこんなところでサボってたですか!?　ずるいですよ～～セレーナたちばっかり働かせて！」

　かつての《無窮領域》の原っぱで気持ちよく寝転んで。

　日向ひなたぼっこしていたぼくの《草むらの枕まくら元もと》に、病気だった頃ころとはみちがえるほど元気な顔色をした妹が立った。ぼくはいけない、と思い咄とつ嗟さに目を閉じて寝たふりするも、

「んもう～～自覚あるですか？　お兄ちゃんだっていまや《国境なき独立想念士団》副団長さんなんですからね？」

　セレーナは拾った葉っぱでぼくの鼻をくしゅくしゅ擦こすって攻せめてくる。

　くすぐったさに耐たえかねたぼくは目を開けて、

「はは、ぼくはいいんだよ、なにせ団長さんがやる気あるからね」

「そういうわけにはいかないですよ、街のお掃そう除じしたり、第七連隊のおじーちゃんたちと資材運んだり、草むしりとか本部の床ゆか磨みがきとか、仕事はいっぱいあるですからね？」

　ぼくは心の中で乾かわいた笑いを漏もらす。

　……。結局、雑用が多いんだなあ。

「ごめんよ、でもなんだかあんまり気持ちよくって」

「で、お兄ちゃんはこんなところで、なにしてたですか？」

「うん、新しいスイーツのレシピが浮うかびそうだったからね、考えをまとめてたんだ」

　諦あきらめたようにぼくの隣となりに横座りしたセレーナの脚あしにバッタが止まる。

　平和で穏おだやかな時間を満喫できることが、こんなにも素晴らしいことだったなんて。

　セレーナは、

「──冗じよう談だんですよ。お兄ちゃんはずっと働きっぱなしだったですから、もう三年間も。当分はゆっくりとお休みしていてください」

　残念ながら──

　ぼくの父さんも母さんも、《双子の月ルナ・マルダ》の力をもってしても甦よみがえることはなかった。時間が経たちすぎていたのだろう、兄妹揃そろって確かめに行った時にはもう塵ちりとなって消えていて。

　でもぼくとしては不幸を哀かなしむのではなく、セレーナだけでも助かってくれたという幸福のほうを歓びたい。暫しばらくして、

「なんだ、カイムきさま、やっぱりそこにいたか」

　逆光の日ひ射ざしを背に少女が現れる。ツインテールの結び目にリボンを結わえ、初めて出逢った時みたいに純白のドレスを着ている。

「アイリーシュ、よく、ここがわかったね？」

「サボり屋のおまえがきそうな場所くらい見当がつく。そもそもセレーナの洋服のボタン全部には、このわたし特製《可愛かわいいもの発信器》をつけているからな」

「ええっ、そんなものついてたですか!?　この洋服お姉ちゃんのプレゼントですが……。ちっとも知らなかったです……」

「セレーナみたいに可愛い娘むすめにはなにがあるかわからないから、危険だからな」

　主張する彼女にぼくが目を細めると、彼女は困り顔で訴うつたえてくる。

「な、なんだ、人のことをまじまじと見てきおって！」

「うん、……とってもさ、似合ってるなって思って、その格好」

　その瞬しゆん間かん、

「な!?」

　アイリーシュの声がでんぐり返る。彼女の頬ほおは恥はじらいに薄うすく染まり、

「な、な、お、お、おまえは……なにをいきなり!?」

「え、ぼく……？」

「お、おまえだ！　おまえまだ、その《天然こっ恥ぱずかしくなる台詞せりふをさらりと言えてしまう病》が……治ってないのか!?　い、一度総合病院メデイカルセンターで診みてもらえ！」

（そんなあ……《天然こっ恥ずかしくなる台詞をさらりと言えてしまう病》なんて、聞いたことがないよ）

「と、とにかくだっ！　わたしはセレーナほど甘あまくはないぞ。……。クソ忙いそがしいのだからさっさとこっちに来て、手伝ってもらおう」

「え、だって団の正規のお仕事は、今日は休きゆう暇かをもらってたはずだけど……？」

「忘れたか？　これからプラセータ・ルクオン・インダストリーの新総そう帥すいを決める取とり締しまり役やく会かいだ」

「え、でもぼくはそっちはべつに代表権を持ってる役員じゃないし……。それに、新総帥を決めるっていっても、きみの就任はもう決まっているわけでしょ？」

　アイリーシュの総帥人事決定はシェイクトエリアのロイ隊長代表就任と同じ理り屈くつだ。

　ウルバス救済に功のあった彼女が会社を引き継つぎ、功罪を相殺し、今後ルクオン社は社をあげてウルバス復興に尽力することを条件にウルバス人民と、五大エリア合議会に存続を許されたんだ。

「当然だ」

「じゃあぼくが、わざわざ出向く必要ないじゃない」

「会場までの移動があるだろう？　おまえは運転手だ、特とく殊しゆ軍用車両の運転くらいできただろう」

「ええっ、運転手!?」

　そんなことのために、ぼくを探し回って……。

　どう考えてもほかの人にお願いして、さっさと行っちゃったほうが楽なのに……。

　するとアイリーシュは鼻息荒あらく目線を逸そらして、ぽそり、と言う。

「……。べ、べつに勘かん違ちがいするなよ、お、おまえに一番に、わたしの新総帥就任の晴れ姿を見せてやろうと思ったとか、そんなこと、全然ないんだからな」

「アイリーシュ……」

　よく見れば彼女は少し緊きん張ちようしている様子だった。

　やっと念願叶かなって、お父さんの会社に復帰できるんだから当然だ。

「──そうだね、じゃあ一いつ緒しよに行こう。せっかくのきみの就任式、遅おくれちゃ悪いから」

　ぼくは洋服の草を払はらいながら、立ち上がった。

「あ、じゃあセレーナも一緒についていくです、エヘヘーお姉ちゃんのかっこいい姿見たいですから！」

　アイリーシュは総帥としても、これからの仕事は山積みだ。彼女は新総帥就任の内定にあたり、社内にいたゴスタフ一派を解かい雇こも裁きもしなかった。

　彼らのしたことの責任をともに会社の責任として、果たしていく。

　それが会社を背負ったアイリーシュの覚かく悟ごだった。また、彼らを裁けばガルシアさんたちも裁かれなければならない。それを、──アイリーシュは望んでいなかった。

　そのガルシアさん自身、レインも、自分の罪と向き合って生きていた。

　彼女たちは誰に告発されるまでもなく自分からすべての事実を明るみにし、全ウルバス国民に謝罪したうえで、後の判断をウルバスの民に委ゆだねたんだ。

　たとえウルバスを救うためにしかたのない行こう為いだったとしても。

《災厄の日》のきっかけを作ってしまった罪は重い。

　しかし民衆にウルバスを思う彼女たちの気持ちは伝わっていて。

　彼女たちもまたアイリーシュやロイ隊長と同じくウルバスを救った英えい雄ゆうとして迎むかえられ、二人は民衆自身の意思で五大エリア合議会の指導者に着任したんだ。

　全員がこれを受け入れているわけではないだろう。

　でも受け入れない彼らの憎ぞう悪おを背負うことも含ふくめて、ウルバス復興を成功させることがガルシアさんとレインの選んだ責任の果たしかただったんだ。

　そんなことを思いながらぼくらが旧ウルバス外がい壁へきまで到とう着ちやくして通用門を潜くぐり、街中に入ると、

（あれは、ロイ隊長と……ガルシアさん!?）

　偶ぐう然ぜんにも、二人と出くわした。

　政務の視察で二人は精力的にウルバス各地を廻まわっていると聞いていたから、たまたま今日、こっち方面の都市を訪れていたのだろう。

　周囲には護衛役や役人とかが大勢いて、二人は資料に目を通しながら真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きでなにやら会話をしていたが、時折──

　ロイ隊長と目を合わせたガルシアさんが見せる自然な笑顔が、印象的だった。

（ガルシアさん、あんな風に笑うことができるようになったんだ）

　随ずい分ぶんと、肩かたの力が抜ぬけてきたような気がする。

　彼女がいつかもっと本当に、自由に笑って暮らせる日が訪れることを願ってやまない。

「そういえばガルシアさんとは、よく会っているの？」

　ぼくがアイリーシュに尋たずねると、

「あいにくだがわたしも彼女もウルバス復興業務のほうが忙しくてな、プライベートの時間が合わん。彼女としてもいまは最優先でウルバス復興に尽じん力りよくしたかろう」

「罪つみ滅ほろぼしのためにも、ね」

「だがメールのやり取りは毎日しているぞ。最近彼女に教えこんでいるのが《絵文字》のメールだ」

　アイリーシュは自分の携けい帯たい無線を見せてくれて、そこにはプライベートメールと思えないほどやたらお堅かたいウルバス復興の予算編成に関する文章が羅ら列れつされていて。そこ一面にハートマークとニコニコマークがちりばめられていた。

（……。ガルシアさん、明らかに絵文字の使い方間ま違ちがえてる）

　彼女たちが本当の姉妹として絆きずなを深め合っていくのも、これから先の話だ。

　ロイ隊長たちの邪じや魔まをしないよう声をかけないで立ち去ろうとするぼくたちに、

「あ、見ーつけた！　おーい、おーい、やっほー！」

　今度は元気いっぱいの声が聞こえてきて、見ればキャロンが両手をこちらにふって盛んにジャンプしていた。

（今日はなんだか、やたら人に逢あう日だな）

　キャロンに向かって、

「キャロン、どうしたの？」

　ぼくが尋ねると、

「うん、ずっと探してたの。セレーナちゃんがカイムくん探してこっちに来たって聞いたから」

　そんな彼女の背後にはめんどくさそうに、鼻をほじってクーイが立っていた。

「クーイ、きみまで」

「いや、なんかキャロンのやつがいきなし見せたいものがあるからとかいってさー、無理矢理通信してきてよー、俺、これから就職活動だったんだぜ？」

　そうなんだ。彼はちょっぴり不似合いなスーツを着こんでいた。

《想そう念ねん士し》という職業が廃はい業ぎようになってしまったいま、彼らは思い思いの道を歩んでいた。

　そのまま軍に留とどまる者。新たな一歩を歩み出す者。

　かくいうぼくも、いまはまあ団の仕事が忙しすぎて転職とかそういう話はあっても当分先と思うけど……。

　だけどいつか時間ができたら長年の夢だった料理の勉強を始めたいなって、そう思ってあれこれ新作のスイーツを考えたりしてたんだ。

「就職活動なんていつだってできるでしょ？　そんなことより断然こっちのほうが稀レ少ア体験よ！　こんな貴重なもの、滅めつ多たに見られないんだから」

　ウププ、と噴ふき出すキャロンは《こっちこっち！》とぼくらに手招きする。

　わけもわからず彼女についていくと、彼女はウルバス市街にあった一いつ軒けんの衣服店シヨツプの前で立ち止まった。

「じゃあここで待っててねー、《お披ひ露ろ目め》するから……みんな驚おどろくわよー」

（お披露目……？）

　待つこと数刻。しかし店内から出てきたのはキャロンではなかった。

「アイゼル！　きみも、呼ばれてきてたの？」

「あ、わたしは彼女の買い物のつき合いだ」

「彼女って、キャロンのかい？」

「あ、いや、そうではなく……」

　その時。満を持してキャロンが店から出てきた。

「じゃーん！　みなさんに紹しよう介かいしまーす、《可愛かわいい私服》に着き替がえてばっちりイメチェン図ってみたレイン・アムルータ・デュエル・アッダル神官家王女様でーす」

（!?　!?　!?）

　するとぶるぶると俯うつむき、恥ち辱じよくに耐たえながら、黒を基調としたゴスロリ調のヒラヒラドレスで着き飾かざり足下までおしゃれにブーツで決めたレインが現れた。

（レイン……。あの……？）

「王女様……はよせ、レイン・アムルータ上級大将、もしくは将軍、最悪呼び捨てでかまわん」

「あら、だってそんな堅かた苦くるしい名前、そんな可愛い格好に似合わないわよ？」

　いままでのイメージとのあまりのギャップに、ぼくと、セレーナと、クーイが呆ほうけて固まっているなか。アイリーシュだけがどきどきと高鳴る胸の鼓こ動どうを抑おさえ、時間も迫せまってきた役員会のことも忘れておもむろに携帯無線を取りだし、

「……。写メ、──撮とってもいいか？」

「やめろ……!?　き、きさまっ、こ、このわたしを愚ぐ弄ろうすると許さんぞ!?」

「あら、隊長は本気よ？　あなたが素敵だから写真に撮りたいって言ってるんじゃない」

　ドレス姿で凄すごんでも全然迫はく力りよくの出ないレインにキャロンは平然と返し、

「それに約束したじゃない？　《あたしたちが勝ったらお友だちになって、オシャレとか色々なこと教えてあげる》って、あなた《よかろう》って確かに返事したわよ？」

「……。ぐっ、……む、無念だ……武人の約束を盾たてにとりおって……！　きさまらがそんな卑ひ劣れつな輩やからとは思わなかった……！」

　レインはがっくりと地面に四よつん這ばいになるも、そんな彼女を助け起こしアイゼルが、

「いや、でもレイン、本当によく似合ってますよ」

　褒ほめられたレインはあいかわらずむすっとしながらも、

「そうか、……似合っているか。……おまえが言うなら、そうなのかもしれないな」



    

  
    
      　あっさり納得する。

（ぶ、アイゼルが言うなら、いいんだ）

　立ち上がった彼女はふとドレスの胸元から、なにやら一冊のノートみたいなものを取り出す。

「それはそうと、今度はおまえの番だ。ほら」

（……！　まさかあれ、《交こう換かん日記》!?）

　ホントに、やってたんだ……。

（……なんて、生き真ま面じ目めな人なんだ）

　しかもよく見れば一ページまるまる、びっしり一行の隙すき間まもなく几き帳ちよう面めんに書いてある。

「はい、ありがとうございます、では書き終えたらまたお届けにあがりますので」

　柔にゆう和わな笑顔のアイゼルとのやり取りを見て、ぼくは思ってしまった。

（真面目なアイゼルと生真面目なレイン、案外この二人、いい組み合わせかも……）



　こんな風に、ぼくたちの時間はゆっくりゆっくりと動きだしていた。

　もうなにも焦あせらなくていい。ぼくたちの未来は無限に開かれているのだから。





　～史書《未完の年代史インコンプリテ・クロニクル》──改め《ＣＣＣクロム・クローズド・クロニクル》著者アイゼル・アムルータ・デュエル・アッダルの手記より～



　このようにして我々の歴史は一つの区切りを迎えた。それからしばらく経たち、安全となったかつての《無む窮きゆう領りよう域いき》を進み我々は《希望の園アーセルヴア》を発見した。

　しかし遥はるか昔にレイスフェーダ人は滅ほろび去り、そこには崩くずれかけた《遺い跡せき》と、管理者もいなくなり修復不可能となった《破損データ》が残されているのみだった。

　素体実験都市ウルバスは迎えるべきレイスフェーダ人の魂たましいを失ったまま、その器たる肉体だけを養っていたのだ。

　機械文明に頼たよりすぎたレイスフェーダ人は機械生命との遊ゆう離りを選せん択たくせざるを得なくなった時点で、生命体としてのなにか根元的な生命力を失っていたのかもしれない。

　我々ウルバス人は自分とそっくりの《オリジナル》がいたかもしれないレイスフェーダ人たちの墓標──データ保管庫を訪れ、種族を越こえた合ごう同どう葬そうを執とり行おこない、しめやかに献けん花かした。

　わたしはわたしの若かりし日を回かい顧こし、断言する。

　いまウルバスには希望と活力が満ちている。

　わたしはわたしにこの限りない希望と未来を与あたえてくれた彼らと、同じ時代を共有できたことを心から感謝する、と。

　この史書を我が生しよう涯がい、最高の友人たちに捧ささぐ。



　カイム・クイント。アイリーシュ・クイント。セレーナ・クイント。

　クーイ・ヨアヒム。キャロン・ヨアヒム。

　ロイ・ウィンフォード。ガルシア・ウィンフォード。

　そして我が妻、レイン・アムルータ・デュエル・アッダルへ──



第六代アッダル神官家国王アイゼル・アムルータ・デュエル・アッダル
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「深いな。どんだけ深いんだ、これでは底に着くまでワイヤーウィンチも保もたんぞ」

　シェイクトエリア直属軍第一〇連隊所属、……といってもまだ仮の身分のこのぼくカイム・クイント伍ご長ちようと、一階級上で年ねん齢れいも一つ歳とし上うえのぼくの上官、たったいま忌いま々いましげにぼやいたアイリーシュ・シエラール曹そう長ちようは《無む窮きゆう領りよう域いき》の機械渓けい谷こく入り口まできていた。

　ぼくらの背後にはここまで二人で背負ってきた装備一式、信号弾だんライフル、ワイヤーウィンチ、水すい筒とうに食しよく糧りようといった類たぐいが詰つめられた二人分のバックパックが放ほうりだしてある。

「うわあ……。ほんとだ、底が見えないや。しかも崖がけの表面が金属板タイプじゃ、ぜんぜん掴つかまるところなんてないよ」

　金属板はつるつるのタイルみたいで、それがびっしり崖を覆おおっている。

　崖の下からはびゅうびゅうと上昇気流の転じた谷風が吹ふきつけてきて。アイリーシュは念入りにブラッシングされたツインテールを突とつ風ぷうに乱し、少しツリ目がちの蒼あおい眼めを眇すがめて断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの谷底を覗のぞきこんでいた。

　崖の表層である金属板はぼくらの佇たたずむ頂に達すると趣おもむきを変え、赤あか錆さびた蒸気機関、ねじ折れた車しや軸じく、絡からみ合った鉄線といったバリエーション豊かな機械と金属の地形を雑然と形成している。これらは頂から一望できる光景、四方の平野、小高い丘おか、なだらかな丘きゆう陵りようや地平の彼方かなたにまで広がっていた。

《無窮領域》。いつどうやって誕う生まれたのかわからない、果てにどんな世界が待ち受けるのか誰だれも知らない《金属監獄クロム・クローズド》──

　ぼくやアイリーシュの暮らす現在人類唯ゆい一いつの拠きよ点てん、城じよう塞さい型都市国家ウルバスはこれにぐるりと取り囲まれた《閉鎖世界マルクアルトウス》だった。

「くそ、こんなんでどうやって降りろというのだ。あの《七色トサカの腹黒ナンパ野や郎ろう》」

　軍服姿の似合う凜りんとした美少女という外見と裏腹に、アイリーシュの口は悪い。

　それも敵視する相手に向けられた時、彼女の口撃力は最大限に開花する。

「やつがもし目の前にいたら、わたしの《頭ず突つき》であの顎あごをかち割ってやりたい」

　比ひ喩ゆじゃなく、アイリーシュならほんとうにやりかねない。だって彼女は一見中等部と見み紛まがうくらい背が低いんだけど、その背の低さを利用して下から突き上げる《頭突き》が最大の《必殺技》なんだから。……ここでへたなことを言ってとばっちりはたまらない。

（触さわらぬ神に祟たたりなし、黙だまってよ）

　そんな彼女の現い在まの標的ターゲツトとなっているのが、ロイ・ブルーモア大たい佐さだ。二桁連隊ダブルナンバー想そう念ねん士し団だんにあってとくに精せい鋭えいと名高い、シェイクトエリア直属軍第一〇連隊、連隊長だ。



　ことの発ほつ端たんはいまから数刻ほど前、今日の早朝に遡さかのぼる。ぼくとアイリーシュはロイ大佐に第一〇連隊本部、連隊長執しつ務む室に呼び出されたんだ。大佐は連隊長といってもまだ二〇代後半で、耳にピアス、髪かみはアイリーシュの悪口《七色トサカ》の語源にもなっている七色メッシュに染めていて、瞳ひとみはカラーコンタクトで金銀双瞳ヘテロクロミアにしているという、かなり我が道をいく人だ。大佐はいつ仕事してるのか疑いたくなるくらいつねに鑑よ賞んでいる過激な電子画像集、今回のタイトルは《水着美女三〇〇選》を右手に、左手には宅配デリバリーのモーニングセット《大角山羊ホールン・ゴートのホットドッグ》を持ってこれにかぶりつき、執務席の卓たく上じように長い両りよう脚あしを投げ出しぼくらにこう言った。

「おまえら《西の機械渓谷》に行ってこい」

「え、なんです？　唐とう突とつに」

「《西の機械渓谷》……？　初耳だが……」

　眉まゆをひそめるぼくとアイリーシュに、

「おまえらも先日の《紅あかき六瞳りくどうの獣けもの》の件ではまあまあの実力を示したことだしな。これを機に《現場見習い》から、正式な連隊所属扱あつかいに昇しよう格かくさせてやろうと思ってな。ま、《卒業試験》みたいなもんだ」

《紅き六瞳の獣》の件とはぼくとアイリーシュにとって縁えん深ぶかい事件で、まだ未解決だ。

「はあ、卒業試験、ですか」

「で、わたしたちにどうせよと？」

「うむ、《西の機械渓谷》にはそこでしか採さい掘くつできない貴重な機械資源、《セグマ・メタリカ》っつーもんがあるんだが」

「つまりぼくたちに、その《セグマ・メタリカ》を採とってこいと？」

「成功すれば、試験合格クリアーってことか……」

「この稀少金属レア・メタリカは現在シェイクトエリア直属軍で開発中の、《軍事機密》に素材としてどうしても必要なものでな」

「軍事、機密？」

　思いきりうさん臭くさそうに眉まゆ根ねを寄せるアイリーシュの態度を大佐はさらりと受け流し、

「そんなわけだから、地図と《セグマ・メタリカ》の画像は総務部でもらっとけ。ま、半日もせずたどり着ける距きよ離りだ。おまえら新米でも日帰りで帰ってこられる、試験課題としちゃ出血大サービスの檄げき甘あまコースだな」



　──そんなふうに送り出されてきた、ぼくとアイリーシュだったけど。

　すーっと大きく息を吸いこんだアイリーシュは、それは心を落ち着けるためではなく。つぎなる感情爆ばく発はつの予備動作に過ぎなかった。彼女は軍ぐん靴かのつま先が突き刺ささるくらいの勢いで、足もとの機械岩を蹴け飛とばし、

「たしかに、半日もせずに機械渓谷には到とう着ちやくしたがな……。高さがどれだけあると思ってるんだ!?　あの詐さ欺ぎ師しめ！」

　……そうなんだ、大佐がこういう喰くえない人物であるとぼくらはすっかり忘れていた。

「アイリーシュ、にしても《セグマ・メタリカ》でシェイクトエリア軍は、なにを造ろうとしてるんだろうね」

「知るか！　そもそも《軍事機密》に用いられるという話自体、怪あやしいものだ。なにしろあの男の言うことだからな」

（第一〇連隊長を、七色トサカだの詐欺師だのあの男呼ばわりだの……）

　そんな気性の激しさと対照的に。

　アイリーシュはぴしっと着こなした軍服におよそ不似合いな、おっきな目玉とでっぷり出たお腹なかがどこか愛あい嬌きようのあるヌイグルミを両手でしっかりと抱だき締しめていた。名前を《ぺぽろってぃ世》という、現在ウルバスで大流行中のマスコットキャラだ。

　彼女には隠かくされた趣しゆ味みがあって、じつはとにかく《可愛かわいいもの》に目がない。

　持ち物はほぼすべて軍の携けい行こう品ひんにさえ、密ひそかに可愛い花はな柄がらだとか、ちまちまくりくりしたキャラものイラストとかがプリントされているんだ。その最たるものが、この《ぺぽろってぃ世》で、もしこのヌイグルミを傷つけたり汚よごしたりする者があれば──

　──考えただけで、そら怖おそろしい。

（それはそうと、ほんとにどうやってこの渓谷を降りればいいんだろう）

　ウィンチの長さは一いち目もく瞭りよう然ぜんで足りないし。平へい坦たんな金属板に手足を引っかけて崖を降りるなんて、自殺行こう為いもいいとこだ。途と方ほうに暮れたあげく、ぼくに一つのアイデアが浮うかぶ。

「そうだ！　セレーナに聞いてみようか？」

　するとあれほど不ふ機き嫌げんだったアイリーシュが、見る間ににんまり頬ほおを緩ゆるませる。

「このあたりの使えそうな《罠トラツプ》を尋たずねるのだな？　それはいい考えだ、即そく座ざにやれ」

　ぼくがいつも左耳につけているイヤリングに指先で触ふれると、耳みみ飾かざりの宝石が一いつ瞬しゆん光って少し眠ねむたそうな声が聞こえてきた。

『お兄ちゃん、んむにゅ、どうしたです？』

　そこにアイリーシュが近づいてきて、ぼくの無線耳飾りに顔を寄せ手を振ふる。

『あ、アイリーシュお姉ちゃんもいたでありますか？　エへヘ、おはようです！』

　とたん元気はつらつの声になる彼女に、

「休ね養て中たか、すまんな、こちら側から《可愛い》おまえの顔が見られないのが残念だ」

『エヘヘだいじょうぶです、セレーナからはお姉ちゃんの美人顔がよく見えるですよ！』

「そうか口がうまいな、だが安心しろ、おまえのプチクラをわたしは自宅の小物のいたるところに貼はってつね日ひ頃ごろ愛用ながめているからな」

『わお、感激であります！』

　……なんだか未み来らい永えい劫ごう続きそうな二人の歓談おしやべりに、ぼくはお邪じや魔ま者もの気分で割って入る。

「あのさセレーナそれで本題だけど、またいつもみたいに能力ちからを貸してくれるかな？」

『《罠トラツプ》を調べるですか？　もちろんいいですよ。じゃあちょっと待っててくださいね』

　ふんふんふーんと鼻歌混じりに、彼女はいまたぶん、耳飾りから送信されている映像を通じて自宅のパーソナルコンソールを使い、《無窮領域》の周辺情報の探査サーチを始めているはずだ。セレーナは顔立ちはぼくによく似ていて、ショートカットのてっぺんに髪を結んでいる、三つ年下で一三歳の妹だ。

　ちなみにアイリーシュのことはお姉ちゃんと呼んでいるが、血は繋つながっていない。あくまで慕したっているがゆえの呼び名だ。

（セレーナ、今日は体調がよさそうだな）

　ほっとする。元気というより小康状態を保っているだけというほうが正しいんだけど。

　──彼女は《鉱こう化か病びよう》という不治の病に冒されていて、一日中、家の外に出ることができないんだ。すべては三年前に遡る、ウルバス最悪の一日《災さい厄やくの日》に──



    

  
    
      　とても一言では語りつくせないけど、あの日彼女は自らの健康と余命を縮めた代わりに、特別な能力ちからを手に入れた。その能力ちからで妹は、ぼくを支えてくれている。

『わかったでありますよ、お兄ちゃん。いいですか？　ここにある《罠トラツプ》はですね──』

　セレーナは通信機を通じ、養成学校で日々学んできたぼくらも遠くおよばない《罠トラツプ》の細かな知識を、《特とく殊しゆ生存技能型》の《想念士》であるぼくに助言してくれる。これが彼女の得た能力ちからだ。一通り探査サーチ結果を伝えてくれた妹は名残なごりを惜おしむように、

『それじゃあまた、いつでも呼んでくださいねー。セレーナ待ってるですから』

　通信回線を切き断つた。家でひとりぼっちのお留守番が寂さびしくてしかたがないはずなのに。自分からは絶対にわがままを言わない、そんな妹がぼくは健けな気げで可愛くて、だから、

（絶対に、治してやるからな）

　ぼくが《想念士》になったのは、すべてはウルバスでは不治の病といわれている──

　──放置しておけば、あと数年の命といわれている妹の病の治ち療りよう法を発見みつけるためだった。家で待つ彼女の身を案じつつも、いまは任務をと、ぼくは気持ちを切り替かえる。

（でも、うまい具合にいい《罠トラツプ》があってくれてよかった。これで渓谷を降りられる）

　安あん堵どしたのもつかの間、アイリーシュが、

「しっかしかえすがえすも、腹立たしい！　卒業試験なんてかったるいことせずとも、《紅き六瞳の獣》を撃げき退たいしてみせた我らの実力は充じゆう分ぶん知っているだろうあの七色トサカ!?　それをいまさら、おかげでセレーナにまで迷めい惑わくをかけてしまったではないか!?」

　怒いかりにまかせ、ツインベッドをさらに二つ横に並べたくらいの近場にあった平たい金属板をさっきみたく蹴け飛とばしにかかった刹せつ那な、

「あ、危ないアイリーシュ!?」

「なに!?　うっ……わああっつ!?」

　いきなり。アイリーシュの蹴りかけていた板が巨きよ大だい二枚貝さながらにがばっと中央で上下に分かれ、その大口から白いトリモチ状の粘ねん着ちやく物質を吐はきかけてくる。避さける間もなく、アイリーシュは頭からバケツ一いつ杯ぱい分くらいの粘液をもろにかぶってしまった。

「な、なんだ、これは!?　う、っぐわ!?」

　視界を失い、身動きもほとんど取れなくなってしまっている彼女を今度は二枚貝は自ら吐き出したトリモチごと回収にかかり、これをぐいぐい呑のみこむように引き寄せていく。

「や、やめろ!?　カ、カイム！　なにをしている!?　喰われる……さっさと助けろ！」

　あっという間に口もとまで引っぱられてしまった彼女はとっさに拾った信号弾だんライフルで、リズムを取る打楽器《カスタルネット》さながらの動きで大口をガチガチ鳴らしている貝につっかえ棒をし、脚あしを踏ふん張ばり、必死で抵てい抗こうしている。ぼくは大おお慌あわてで、

「くっ……！　精神接続！」

《想念士》が《罠トラツプ》を用いる作用機序、ぼくの頭の奥おくまったところでカチャカチャとパズルを組み合わせ、難解なあやとりを解きほぐすみたいな行程がおこなわれ、貝と不可視の神経が繋がっていく。

（急げ、急げ、急げ……よし、接は続まった！）

　精神接続完かん了りよう──もはや危険な敵ではなくむしろ忠実な下げ僕ぼくとなった《罠トラツプ》に、

「緊きん急きゆう停止！　《ネンチャクセシチョウツガイ》、アイリーシュを解は放なせ！」

　即座に二枚貝は応じ、アイリーシュをトリモチごと口の食べかすみたいにぺっと吐き出す。はずみで転がり地面に粘着して動けない彼女のトリモチを、ぼくはていねいに除とり、身体からだの自由を利かせて起こしてあげる。

　アイリーシュはわなわな震ふるえていて、

「怪け我がは、ないかい？　そいつは《ネンチャクセシチョウツガイ》といって、獲え物ものを粘液で捕とらえて噛かみ砕くだく捕ほ捉そく破は壊かい属の《罠トラツプ》なんだ。さっきセレーナが教えてくれたよ」

《無む窮きゆう領りよう域いき》に無数にある《罠トラツプ》を想念で操るのがぼくら《想念士》の能力だ。アイリーシュだって集中していれば二枚貝が《罠トラツプ》であると気づけただろう。と、彼女は地面をトン、トン、トン、と三度踏み鳴らし、

（え、この前く兆せは……まさか、アレが!?）

　つぎの瞬しゆん間かん、──どがっ！

「うっ……わああああっつ!?」

　ぼくの顎あご先さきに走る激痛。彼女必殺の頭ず突つきが、もののみごとに命中していた。

「だったらさっさと、伝お達しえんか!?」

　……くる、とわかっていてもかわせない彼女の頭突きはやはり恐おそるべき熟練の必殺技なのだろう。足を三回踏むのはその前まえ触ぶれだ。

「そんな……。だってきみ、伝える前に《罠トラツプ》に近づいていっちゃったから!?」

「つべこべ言うな、みろ、このざまを!?」

　たしかにアイリーシュがせっかく毎日手入れを欠かさないさらさらの髪かみも、アイロンでしわ一つなかった軍服も、トリモチがべっとりごわごわについていて、……見るにたえない姿だった。

「ご、ごめん、……ぼくが悪かったよ」

「……ふ、ふん。わかればいい。で、けっきょく下にいく手段は見つかったのか？」

「あ、うん、うまいぐあいにあったよ」

「ほう？　どうする？」

「うん、この《ネンチャクセシチョウツガイ》を使うんだ」

「こいつ……を？」

　アイリーシュはあからさまに顔をしかめている。……それは、そうだろうけどね。

「ほら、ここは緊急事態というか」

「……。ちっ、しかたないな」

　そうしてぼくたちは《罠トラツプ》二枚貝の上の部分を垂直まで開けさせて背もたれみたいにし、そこに寄りかかって大口部分に二人して潜もぐりこみ並んで座る。貝は幸いスペース充分なので二人分のバックパックも乗せられた。ぼくの隣となりで横座りするアイリーシュに、

「じゃあ可う動ごかすよ？　いい？」

「あまり気乗りはせんが、やってくれ」

　諦あきらめ顔で促うながされ、ぼくは《ネンチャクセシチョウツガイ》に想念を送る。すると移動補助用だろう、二枚貝の両りよう端たんからマジックハンドっぽい二本のふ節せつがガシャリと飛び出してきた。ぼくはその脚きやく部ぶに《罠トラツプ》の口こう腔こう内中央にあった舌みたいな噴出口を向け、トリモチを吐きつける。

「よし、これで計算上降りていけるはずだ。このトリモチの粘ねん力りよくはかなりのものだから」

「……ほんとにだいじょうぶだろうな。二人そろって自じ爆ばくバンジーなんて、最悪だぞ」

　けど、ほかに手段はないし。ぼくらは肚はらを括くくって頷うなずき合い、頭を貝の上うわ蓋ぶたにぶつけないよう身を屈かがめ、カスタルネットをバウンドさせる要領でドタン、ドタン、と《罠トラツプ》を渓けい谷こくの縁ふちまで持っていく。そして最後、思いきってその先のなにもない谷の奈な落らくに降下ダイブし、

「カイム！　急げ！　すぐに減速だ!?」

「わかってる！　崖がけに貼りつけ！　《ネンチャクセシチョウツガイ》！」

　すぐさま《罠トラツプ》は反応し、マジックハンドのトリモチで崖の金属板にぺったりくっつく。するとぼくらの自重でトリモチは次第に伸のび、二枚貝はゆっくり高度を下げる──も、あと少しで伸びきったトリモチが切れるという寸前で、

「カイム、トリモチ補ほ充じゆうだ！」

「了りよう解かい！」

　ぴゅっと舌のホースから二枚貝のハンドにモチを吐きつける。……よし！　このくり返しでなんとかいけるぞ!?　一つ難点を挙げるとするなら、……トリモチを発射するたびに反動で貝の口が開閉し、座っているぼくたちがかなりお尻しりが痛い感じでジャンプするくらい揺ゆさぶられることだろうか。ともあれ、第一関門突とつ破ぱだ。

「しかしこれで、なんとか卒業証書はもらえそうだな」

　アイリーシュは女の子なら恥ずかしくて言えない症状にならないよう、荷物から出した花はな柄がら座布団をお尻の下に敷しきぼくに《ぺぽろってぃ世》のヌイグルミを渡わたしてくる。

（よくそんなもの、持ってたな）

　ここでいまさら発見。彼女自身は全身トリモチまみれなのになんと《ぺぽろってぃ世》にはモチのかけら一つついていなかった。きっと死ぬ気で護まもったのだろう、身体を丸めるとか軍服のなかに隠かくすとかして。

（すごい執しゆう念ねんだ）

「そのヌイグルミをしっかり持ってろ、わたしは着き替がえる」

「あ、そ、そっか、気持ち悪いもんね」

　ぼくは慌あわててアイリーシュに背を向ける。

「……。前もって言っておくが、万が一にでもその《ぺぽろってぃ世》を下に落っことしたら、どうなるかわかっているな？」

「ど、どうなるの？」

　背後で半刻、考える間があって、

「おまえの髪の毛が、翌朝を迎むかえるころにはぜんぶ恐きよう怖ふで白髪しらがになっている」

　……。ぼくは我が身を挺ていしてでもヌイグルミを護ろうと、両手両脚で完全防護した。

　やがてガサゴソと後ろで音がし始めたから、きっとバックパックの着替えを取ったりウェットティッシュで身体を拭ふいたり、髪をブラッシングしたりしているのだろう。

（あの粘液落とすの、そうとう大変だよ）

「よし、もういいぞ」

　しばらくして声がかかりぼくが振ふり向くと、彼女はぴかぴかになっていた。ぼくは最優先で《ぺぽろってぃ世》を返か還えす。

「あとは、底まで時間を潰つぶすだけだな」

「あ、それならいいものがあるよ」

「いいもの？」

　ぼくはいそいそとバックパックを開け、

「うん、腹ごしらえでもしようと思って。例によって、また料理を作ってきたんだ」

　ぼくが嬉き々きとしてクッキングシートにくるんできた料理を《罠トラツプ》の口のなかに並べると、アイリーシュが呆あきれた。

「……。なあ、以ま前えにも言ったが任務中のメシなんて、カンヅメで充分じゃないか？　まあ、カイムの料理はわたしは好きだが」

「だってやっぱり、携けい帯たい食しよくは味気ないし」

「で、今日はなにを作ってきた？」

　そっけない口ぶりとは裏腹にあんがい楽しみにしているふうに料理を覗のぞく彼女に、

「うん、今日はプラセータ産新しん鮮せん《長トロロ芋いも》をすりおろして鬼おにワサビ醤じよう油ゆじたてにした、特製の《長トロロ芋丼どん》だよ」

「……長トロロ芋丼。……おまえ、タイミング悪すぎないか？」

「……。偶ぐう然ぜんだよ、ぼくもこんな《罠トラツプ》に出くわすなんて思ってもみなかったもの」

　ぼくらの前では、二枚貝がせっせと白いトリモチを吐いて崖くだりしていた。



　そうしてぼくらが昼食ランチを終えたころ、《ネンチャクセシチョウツガイ》に変化が起こる。……。なんだかこう、二枚貝の口の開閉ペースがあからさまに、ぜーぜーと息苦しげに緩かん慢まんとなり、舌から出るトリモチの量も目に見えて減ってきているような。

「……。ね、アイリーシュ」

「……。言うな」

「……。もしかして、この《罠トラツプ》へばってきているんじゃないの？」

　ヒュウウと、うすら寒い風が。まだ底の見えない機械渓谷の谷間から吹ふきつけてきた。アイリーシュは身を屈かがめながら立ち、

「ふん、心配いらん、みてるがいい」

　彼女は軍ぐん靴かのつま先でコツンと二枚貝の舌を小こ突づくと、踵かかとでぐりぐり踏みつける。

「おいおまえ、さっきわたしに襲おそいかかってきたあの威い勢せいはどうした？　《罠トラツプ》のプライドがあるならきりきり働け！　焼きハマグリにして喰くわれたいか!?」

　アイリーシュが情なさけ容よう赦しやなくゴツゴツ《罠トラツプ》の舌に《踵落とし》を始めると、たまらず二枚貝のトリモチの量がとたんに増え、口の開閉もきびきび早くなった。

（鬼だ……）

「みろ、ただのサボリだ。ふざけたやつだ」

（……。ほんとうにただのサボリだろうか）

　それからも《罠トラツプ》が息切れするたびにアイリーシュは愛のないただの鞭むちを入れ、ぼくたちはついに──

「！　やったよアイリーシュ、底だ!?」

「よし！」

《罠トラツプ》の縁から下を覗くと、もうこの領域は外の日ひ射ざしもほとんど届かないくらいの薄うす闇やみの園だったけど、上からの微かすかな明かりに反射してたしかに金属板の地面が光ひ沢かっていた。ややもしないうちに《ネンチャクセシチョウツガイ》はズズーンと金属地面に着地し、そこでついに限界に達したのか貝は肩かたで大きくげふふっと息をしたかと思うと、そのままぐったり動かなくなってしまう。

「……ふん、まあヘボ《罠トラツプ》にしてはよく働いたほうだな。帰りもその調子で働け」

　微かに息を紡つむいでいる二枚貝につま先で軽く挨あい拶さつして飛び降りるアイリーシュに、

（……。どうか化けて出てきませんように）

　ぼくは《罠トラツプ》の健やかなる回復を祈いのり、続いて飛び降りる。無理をさせすぎちゃったから、復活まで時間がかかるかも。でもこいつには帰りにもがんばってもらわないと。

「よし、ここまでくれば楽勝だ。《セグマ・メタリカ》を探して帰るだけだからな」

「そうだね、上から見た感じ端はしから端までこの渓谷そんなに距きよ離りがなかったみたいだし」

　ここでぼくは胸ポケットにしまっていた《セグマ・メタリカ》の画像を確認する。てか見にくいなあ、総務部の人が経費をケチって白黒印刷データしか渡してくれなかったんだ。でも鉄鉱石っぽいっていうのかな……。

　ごつごつしただいたいの形はわかる。このあたりは平べったい金属板タイプの機械残ざん骸がいしかないから、すぐ見分けはつくだろう。

　するとあんのじょう、そう何歩も離はなれていない地面に金属板とは明らかに違ちがう、角張った機械残骸が幾いくつも転がっているのを発見した。……これに、違いない！



    

  
    
      「アイリーシュ！」

「おお!?」

　ぼくらは近づき拾いあげてみるものの、

（……。うーん、なにかイメージと違う。古くさい、きったない金属片って感じだなあ）

　稀少金属レア・メタリカっていうくらいだから、もっと綺き麗れいな宝石みたいなのを想像してたのに。

　アイリーシュはぼくの背を叩たたき、

「見た目なんぞどうでもよかろう、それよりこれでわたしたちは正式に《精せい鋭えい》第一〇連隊に入れるわけだ。素直に歓よろこべ」

「そ、それも、そうだね」

　納得し、二人で手を取り合い歓びを分かち合っていたその時だった。

　ぼくの軍服の上着にしまってあった、特とく殊しゆ生体エネルギー感知機が振動バイブする。

「……!?　アイリーシュ、《掃そう討とう者しや》だ！」

「……わたしのも振動バイブした、油断するな」

《掃討者》──《無む窮きゆう領りよう域いき》に住まう、出自、目的、いっさいが不明の謎なぞの人類の敵だ──

「くっ、どこだ!?」

「視界が暗すぎて、見えないよ！」

　ややもしないうちにブォーン、ブォーン、と不気味な物音が聞こえてくる。ぼくたちの頭上、数マルテルの闇やみのなかから。

　たくさんの羽音が群がるみたいな。空気がざわざわと、振動しているみたいな。

「……異様な、気配だよ」

「可み視てみるか、嫌いやな予感がするが」

　ぼくらは警けい戒かいしつつ薄闇を照らすべく、《ネンチャクセシチョウツガイ》のところまでじりじりと後退し、バックパックから信号弾だんライフルを掴つかみ出す。そうしてぼくが代表してライフルを上に向かって発射すると、

「っ！　なんだ、これ!?」

「こいつらは……！」

　渓谷を照らし出す信号弾の眩まばゆい閃せん光こうに浮うかびあがったもの──それは、黒き群むら雲くもを連想させる小さな羽虫の集団だった。同時に、

（痛つっ!?）

　ぼくの手に鋭い痛みが走り、見ると群からはぐれた一匹が手の甲こうに噛かみついていた。蜂はちみたいなサイズと姿で口には大おお顎あごがついている、それがぼくの皮ひ膚ふに深々と刺ささっていた。

「うわああっつ!?」

　ぼくは狼ろう狽ばいして振り払はらい、二人して一気に跳とび退すさる。も、宙空に群れなすそいつらは、すぐに耳障りな羽音を響ひびかせぼくらを追いかけてきた。そのスピードは、かなり速い！

「カイム！　だいじょうぶか!?」

「手を軽く噛まれただけだから！　けどこのあたりには、ぼくの使えそうな《罠トラツプ》がないよ!?　そっちのほうが問題だ！」

《罠トラツプ》のない《想そう念ねん士し》は翼つばさをもがれた小鳥だ。そしてセレーナに聞くまでもなく、この辺にあるのはただの金属板ばかりだった。ぼくらの乗ってきたただ一つの《罠トラツプ》《ネンチャクセシチョウツガイ》も、いまはへばってしまっているし。これでは手も足も出ない。

　とにかくぼくとアイリーシュは走って逃にげる。も、後ろを見れば暫ざん定てい名《常とこ闇やみの黒こく点てん蟲ちゆう》とでもしておこうか、やつらはどんどん距離を縮めてくる。

「もう引き離せんな、カイム、伏ふせろ！」

「わあああっ!?」

　つんのめるように地面に倒たおれこむぼくたちのすぐ頭上を間かん一いつ髪ぱつ《掃討者》たちは飛び越こえ、勢いあまって機械渓けい谷こくの断だん崖がいにぶつかっていった。直後、鉄板を電動鋸のこで切り刻むような激しい摩ま擦さつ音が聞こえ、火花が飛び、あの頑がん丈じようそうな機械渓谷の金属板が瞬しゆん時じにぼろぼろに食い荒あらされていく。

「シャレに──」

「ならないね」

　ぼくらは助け合って身を起こし、

「……。よし、ここはわたしにまかせろ」

「なんとか、できるかい？」

「ここは《依より代しろ操作型》のわたしの出番だ」

　言うや彼女は《セグマ・メタリカ》を持たないほうの手で後生大事に抱かかえていた、《ぺぽろってぃ世》を宙空高く放ほうる。そして、

「精神接続！　機械外装、装着開始！」

　命令にともない、機械渓谷の金属板が地面や崖がけからべりべりと剥はがれものすごい速度で飛来してくる。それは《ぺぽろってぃ世》の外装としてアイリーシュの想念で折りたたまれたり、捻ひねられたりしながらつぎつぎと吸いつき、やがてもとのヌイグルミの形を踏とう襲しゆうしていても大きさが体高七、八マルテルはある、厳いかめしい機械巨きよ人じんを創つくりあげていった。

「我が依代、真《ぺぽろってぃ世》──いつ見ても《可愛かわいい》姿だ」

　アイリーシュはうっとりと、自分の上空に浮ふ遊ゆうする機械巨人を見あげている。

　……。価値観は、人それぞれだけどね。

「……。アイリーシュ、ひょっとしてこの真《ぺぽろってぃ世》飛べるなら、これに乗って崖を降りてはこられなかったの？」

「むりだな、こいつの電磁作用の斥せき力りよくとジェット推進力が保もつのは、せいぜい高度数十マルテルだ」

「そっか、し、失礼しました」

「お喋しやべりしてるひまはないぞ！　よしいけ！　真《ぺぽろってぃ世》！　あの小虫どもを焼き払え！」

　彼女が雄ゆう渾こんに腕うでを掲かかげると、真《ぺぽろってぃ世》の両眼が明めい滅めつし、その奥おくの焦しよう点てんレンズから二条の副ふく砲ほうレーザービームが迸ほとばしる。《常闇の黒点蟲》はちょうど旺おう盛せいな破は壊かい本能を満たし終えたあとで、彼らのぶつかった金属板はショートする配線や剥むき出しとなった回路で無む惨ざんな姿となっていた。そんなやつらはぼくらに標的を戻もどし、宙で隊形を再構築しながら密集しているところだったが、

「あっ!?」

「くそっ！」

　危機を察した《常闇の黒点蟲》は隊形を瞬時に密集から分散に移行し回かい避ひしてしまう。そのど真んなかを《ぺぽろってぃ世》のレーザーが貫かん通つうするも撃げき墜ついできたのはたった数十匹で、優に一〇〇〇匹以上はいそうな群全体にはほとんどダメージを与あたえられていなかった。

「ちいっ、これではきりがないぞ!?　いっそ主しゆ砲ほうの一撃でかたをつけてやるか!?」

　想念で主砲砲ほう塔とうの内蔵された真《ぺぽろってぃ世》の口こう蓋がいをかぱりと開ひ口らく彼女に、

「無茶だよアイリーシュ！　あいつらの素早さじゃ、主砲エネルギー充じゆう填てんのあいだにやられちゃうって！」

「だったらどうする!?」

　そのうちに──敵は寄せては離れる一撃離り脱だつ戦法に切り替かえ始める。対たい抗こうしてアイリーシュはハエ叩きの要領で、ぶんぶん機械巨人の腕を振ふり回し応戦しだした。

（このままじゃいつかやられる！　といっても、ここには《ネンチャクセシチョウツガイ》しかないし……）

　……!?　そうだ！　ぼくは閃ひらめき、

「ねえきみ、《可愛いもの》好きだよね!?」

「は？」

　唐とう突とつな質問に、アイリーシュは一瞬棒立ちとなっている。危うく敵の集中砲火を喰らいそうになって慌あわてて機械巨人の腕を動かし、

「あ、あたりまえだ、ていうかなんだこの非常時に!?」

「ご、ごめん」

「可愛いものはわたしの命だ！」

「なら小物とかヌイグルミの着せ替えとか、自分で縫ぬったり繕つくろったりするよね！」

「オーダーメイド以外、非売品は自分で作るしかなかろう！」

　よかった！　と、ぼくは《ネンチャクセシチョウツガイ》を指し示す。

「だったらこいつのトリモチを編んで、《網あみ》を作ってよ！」

「！　なるほど、そうか！」

　アイリーシュはすぐさま真《ぺぽろってぃ世》の掌てで地面の金属板をばりばり剥がし、これを捻って二本の棒を造ると、

「いつまでも寝ねてないでさっさと吐はけ！」

　半死半生だった《罠トラツプ》にハリセンよろしく棒でツッコむ。無理矢理ベッとモチを吐かせられた二枚貝の上で彼女は機械依代の巨大な手を器用に動かし、編み物棒さながらにトリモチで即そく席せきの網を編んでゆく。その腕前はさすが可愛いもの好きを豪ごう語ごするだけあって、なかなかのものだ。そうして網はすぐに完成。《掃討者》が再突とつ撃げきしてきた頃ころ合あいで、

「よし、これで一いち網もう打だ尽じんにしてくれる！」

　アイリーシュが依代の棒をバサッと開くと、そこにはかすみ網が出現していた。

「喰くらえ！」

　なまじ《常闇の黒点蟲》は飛行速度が速かったため避よけきれず、あとからあとから網にかかっていく。運よく難を逃のがれた一群も、

「ちっ、粘ねん着ちやく力りよくが落ちてきたな……よし、まだまだトリモチ追加だ！　ほら！　急げ！」

「ア、アイリーシュ!?　あ、あんまり無茶すると、《罠トラツプ》が!?」

「ぐちゃぐちゃ言ってる場合か!?」

　ハリセンで《罠トラツプ》を連打しては彼女が再度編みなおすかすみ網を幾いく度どかばたつかせるだけで、ぜんぶが捕ほ獲かくされていった。そして、

「まったく、手間をかけさせおって」

　アイリーシュは《掃討者》目がけ真《ぺぽろってぃ世》の両眼ビームを浴びせかけ、トリモチもろとも一匹残らず焼きつくしていった。……。おモチの焼ける、こんがりいい匂においがふんわり漂ただよってきたのはご愛あい敬きようだ。

「ふん、さしずめ宝を護まもるボスキャラといったところか。ショボい敵ではあったが」

「でもこれで、やっとエンディングを迎むかえられるね」

　その瞬しゆん間かんだった──

　ぼくははたと、気がついた。ラスボスならぬ、もっと怖おそろしい事実が《隠かくしキャラ》として存在していたことに。

「どうした？」

「あ、いや……」

　さんざんこき使いもうぴくりとも動かなくなった《ネンチャクセシチョウツガイ》を手で揺ゆさぶり、想念で確かめてみてわかる。

「……。この《罠トラツプ》昇天しんじやってる」

「へ……？」

「ぼくら、どうやって帰ろう」



　しばし途と方ほうに暮れていたぼくたちの前に、助けは意外なところから現れた。

「おーいヒヨッ子ども、生きてるかー？」

　聞き覚えのある間延びした声。機械渓谷の遥はるか上空からだ。見上げると、なんとロイ大たい佐さが上から伸のびてくるワイヤーロープに掴まり渓谷の崖をするすると降りてきていた。

（ロイ大佐、なんで……ここに!?）

「大佐!?」

「よ、なかなか便利なもんだろう？　第一〇連隊《変性加工型》の連中に、上で機械残ざん骸がいをロープに編みこませているんだ」

　唖あ然ぜんとしているぼくたちに、ワイヤーを放してストンと着地したロイ大佐は、

「しっかしおまえら、なーにやってんだ？　こんな場と所こで。通信はつながらんしよ」

「……。は!?」

「なにってあの、大佐、だってぼくらは大佐に言われて……《西の機械渓谷》に《セグマ・メタリカ》を採りに……」

　すると大佐は肩かたをすくめ、

「ばかいえ、俺おれが行けと言ったのは《虹の機械渓谷》だ！　西じゃねえ！」

「《虹の機械渓谷》!?」

　ぼくとアイリーシュの声が複ハ合モる。

「で、その手に抱えてる汚きたねぇ金属片は？」

「あ、だからこれがぼくたちの採ってきた、《セグマ・メタリカ》で……」

　するとロイ大佐はあほらしげに、懐ふところから七色に輝かがやく機械部品を取りだした。

「こいつが本物の《セグマ・メタリカ》だ、見ろ、虹にじ色いろに輝いてんだろ？　だから原産地の名前も《虹の機械渓谷》だ」

（……な……な!?）

　ぼくの胸ポケットから、総務部がケチって渡わたした白黒画像データが落っこち風に吹ふかれて飛んでいった。アイリーシュは茫ぼう然ぜん自じ失しつ、怒いかりのあまりぷるぷる震ふるえている。

　そんな空気にいっさいかまわずロイ大佐はマイペースに語り出す。

「ったく焦あせったぜ──」

　聞けば、こういう話だった。

　ロイ大佐はいくら卒業試験といえぼくらの安全を考え、いちおうサポート役のベテラン《想そう念ねん士し》を手配してくれていたんだって。《虹の機械渓谷》に。ところがいくら待ってもぼくらが現れない。で、急きゆう遽きよこっちの《西の機械渓谷》に確認に来たとか。

（西とか、虹とか、な、なんて……紛まぎらわしい!?）

　大佐は放心状態で立ちつくすぼくたちに、

「しっかしおまえら運がいいぜ、ここは本来熟練クラスの《想念士》でも遭そう難なんが危き惧ぐされる場所だ、よく生きてられたな？」

　……。……。……どうりで。命いのち懸がけの崖くだりやら、《罠トラツプ》もないところで《掃そう討とう者しや》と戦わせられるやら。どっと疲つかれがこみあげてきたぼくらに、ロイ大佐は本物の《セグマ・メタリカ》をパスしてよこす。

「大佐、えっと、あのう、これは？」

「試験は合格ってこった。本物の《虹の機械渓谷》寄ったついでに採ってきたもんだがな、おまえらにくれてやる。《西の機械渓谷》突とつ破ぱできる実力がありゃ、問題ないだろ」

　それは、……どうも。ていうかこれで試験が不合格だったら目も当てられない。

「そいつはあとで、ちゃんと第八連隊研究開発部に提出しておけよ」

　そこでぼくとアイリーシュは思い出す。

「あっ、大佐！　ぼくら気になってたんですけど！　この素材を使わないと完成しない軍事機密って、なんなんですか!?」

　そうだ！　こんなもののために、ぼくらは死にそうな目に遭あったんだから！　聞きたかったのはアイリーシュも同じらしく、

「だな、そこのところをきっちりさせてもらわないことには、……わたしたちにも考えがあります」

　アイリーシュは殺気走った瞳ひとみで、トン、トン、トン、と地面を三度足で踏ふんでいる。

（……。たちって、ぼくも計算に入ってるの？）

　するとロイ大佐はぼりぼり頭を掻かき、

「ん？　ああ、それな──」

　わりと簡単に教えてくれるみたいだ。

　ぐっと身を乗り出すぼくらに、

「俺が個人的に研究開発部に造らせてた、万能型機械人形マシナ・ドールの中枢機構コアシステムだ」

　万能型、機械人形マシナ・ドール？　個人……的!?

（機械人形マシナ・ドールって、なんなんだ!?）

　怪け訝げんの眼まな差ざしで見守るぼくとアイリーシュに、大佐は上着から一枚の画像データを差し出す。

「こいつだ」

（え……）

「！　！　！　こ、これは!?」

　そこには──

　どこからどう見ても《可愛かわいいメイドさん》にしか見えない風ふう貌ぼうの、……大佐の個人的趣しゆ味みが入っているのだとすれば、もうちょっと大人っぽい女性が好みなんじゃないかなって思えるような。美形の機械人形マシナ・ドールの造形モデルが。

「俺も忙いそがしい身だ、たまにはまともなメシくらい食いたくてな。欲をいや、見栄えはもちっとこう成熟してるのが好みだったが」

　ロイ大佐は宅配デリバリーの《大角山羊ホールン・ゴートホットドッグ》はうんざりだぜとばかりに首を振ふって嘆なげく。

「見たまんま、家事全ぜん般ぱんの手伝いをしてくれるやつだ。完成前でどんだけの性能があるか知らんがな、かなり便利と聞いてる」

（そんなことのために……ぼくらを!?）

「なんだカイム、意見があるのか？　こいつは第一〇連隊長特権ってやつだ。悔くやしけりゃ出世して偉えらくなるんだな、ははは」

（か、完全な職権乱用じゃないか!?）

　その時ぼくはハッとする。こんなくだらない理由で駆かり出されてたなんて。これは血の雨が降る、怒り心しん頭とうに発したアイリーシュがなにをするかわからない!?　と、身がまえるも──

　意外にも。彼女はおとなしい。アイリーシュは大佐から受け取ったメイド風機械人形マシナ・ドールの画像をじーっと眺ながめていたかと思うと、ポソッと一言。

「……でもこいつ、なかなか《可愛い》な」

（ほ、欲しがってる!?）



　──この機械人形マシナ・ドール。ロイ大佐が家事手伝い用に造らせていたというのは、表向きの理由で。ぼくらのまだ知らない裏があったんだ。

　実際にはアイリーシュの機体、真《ぺぽろってぃ世》の戦力大おお幅はばアップを目的に開発されていた分ぶん離り独立行動型、戦せん闘とう用機械人形マシナ・ドール、その試作第一号機。

　そしてこの機体が、これからぼくたちが巻きこまれることになるウルバス史上空前の《五大エリア間戦争》に実戦投入予定の新型兵器であることなど──

　いまのぼくらに、知るよしもなかった──



ＥＮＤ



    

  
    
      
　あとがき




　ごぶさたしてます。日くさ下かです。

　じつはこの一年いろいろとありまして、三巻発売が延びに延びてしまいました。

　まずはお詫わび申し上げます。

　ですがやっとこうしてみなさんのもとにお届けすることができて安心しております。

　本文をお読みいただければおわかりになると思いますが、この三巻にて無事『ＣＣＣ』完結となります。

　なんとか描えがくべきを描き入れ収おさまるべきところに収まったんじゃないかな……と自分では恐おそる恐おそる思っているのですが……。ハッピーエンドの一つの形、ですしね。いかが、でしたでしょう？　プラス巻末には、無理を言って編集部さんにお願いしてドラマガ掲けい載さいの短編も収録してもらいました。この短編は時系列でいうと一巻と二巻のあいだ、ちょうどアイリーシュ小隊結成直前の物語になります。これを収録することで『ＣＣＣ』の原稿がすべて綺き麗れいに単行本に収まることになりますので。

　その分本は厚くなってしまいましたが、コレクション的にも、読者のみなさんに全部のお話を読んでいただいたほうがいいのではないかなあとこのようにさせてもらいました、ご容よう赦しやくださいませ。



　それで。ここからはネタバレ要素含ふくみますのであとがきから読んでいらっしゃるかたはぜひ、この先は本編読了後になさってください。

　この『ＣＣＣ』という物語は、じつは地球が舞ぶ台たいとなっています。

　それが遠い未来なのか遠い過去なのか。そこはあえて秘密、とさせていただきますが、え、それじゃあ○○が二つあったじゃん？　あれって……？　という点に関しては、じつはこの○○が物語初期から二つあったことが舞台が地球ではない、と思っていただくためのギミックだったわけです。

　つまり各作品で明言こそされていませんが、歴代作品『トワ・ミカミ・テイルズ』、『０００トリプルゼロのエレナ』、そしてこの『ＣＣＣ』（異色ではありますが『ぱんもろっ！』も）、すべて地球を舞台にした一つの歴史のなかの物語であり、そういう意味では『同じシリーズ』という解かい釈しやくもできなくもないんですよね（あくまで解釈です。違ちがう、というかたにとってはもちろん違います）。

　だから仮に『トワ・ミカミ・テイルズ』の時系列が『ＣＣＣ』の遠い過去にあったとして。『ＣＣＣ』のこの登場人物ってひょっとして『トワ・ミカミ・テイルズ』の○○の遠い子孫かなにかなのかなあ。あるいは○○と○○○のお話のあいだにはどんな歴史があったのだろう、などと。ほかの作品も含めてあれこれ想像を膨ふくらませて読んでいただけたら、また一つ、各作品ごとに読むのとは違った印象をお持ちいただけるのではないかな、などと勝手に思っております。

　それでは、恒こう例れいのSpecial Thanksを。

　数え切れないほどのみなさま。特に苦しいときにファンレターその他諸もろ々もろの方法で励はげましてくださったり本を購入してくださった読者のみなさまには深謝しております。

　本作完結までおつき合いいただけたお仕事関係のかたたち。最高のイラストをあげてくださった黒くろ銀ぎんさん。本当にありがとうございました。また個人的にですが。

　千葉県の精神医い療りよう、福ふく祉しに永年尽つくしてこられた日下忠ただ文ふみ先生。

　アドバイザーとしての貴重な数々のご意見、この場を借りて厚くお礼申し上げます。



日下　弘文
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